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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「いい話があるんだがね」


　家に帰るなり、小こ宮み山やま佳よし希きは玄げん関かん先で叔お父じに呼び止められた。


（……噓うそつけ）


　他人の目のないときは傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で接してくる叔父の愛あい想そ笑いに、嫌いやな予感がした。


　だが佳希は、母が亡なくなって以来、嫌な予感とは親密なつきあいがある。


　なにを言われても慣れっこだから、もう大だい丈じよう夫ぶ。


　ポーカーフェイスを崩くずさないまま、佳希は叔父の顔をまっすぐに見た。








　佳希の母が交通事故に遭あったのは、佳希が中学一年のとき。


　いつものように自転車で近所のスーパーに買い物に出で掛かけた帰り道、Ｔ字路を横断する際に、母は細い路地にもかかわらず暴走してきた自動車と出会い頭に衝しよう突とつした。


　ひき逃にげだった。


　硬かたいアスファルトに頭部を激しく打ち付けたため、即そく死しだったという。


　それまでは、家族三人、まるでホームドラマのように平へい凡ぼんで穏おだやかな生活を送っていたというのに、その日を境になにもかもが変わってしまった。


　まるで、覚めることのない悪い夢の中に迷い込んでいくように……。


　葬そう式しきが済んで親しん戚せきの人達がいなくなると、悲しむ暇ひまもなく日常の生活が押し寄せてきて、佳希は専業主婦だった母の代わりに家のこともしなくてはならなくなった。


　慣れない家事の負担で、遊ぶ暇もない日々。


　だが、なによりも辛つらかったのは、家の雰ふん囲い気きが変わったことだ。


　ひとりで賑にぎやかだった母の永遠の不在が、家の空気を重くよどませる。


　せめて、母を死なせた犯人に、怒いかりや悲しみを向けることができていたら、少しはマシだったかもしれない。


　だが、ひき逃げ犯は警察の捜そう査さの網あみから逃のがれたまま捕つかまらず、行き場のない負の感情だけが家の中に蓄ちく積せきしていくばかりだった。


　そして、母の死以来、日に日に生気を失っていった父は、やがて会社にもいかなくなり酒にのめり込むようになっていった。


　アルコールの力で現実から逃れようとする父を、佳希はなんとか立ち直らせようとした。


　だが、佳希がなにを言っても、どう説得しても父の耳には届かない。


　母の死から二年後、父はふらりと外出したきり、そのまま家に帰って来なかった。


　そしてその後、ひとり残された佳希は、父の残した多額の借金とともに、父方の叔お母ばの家に引き取られることになったのだ。








　叔父に促うながされるまま来客用の応接室に入り、ソファーに座った。


「回りくどいことは抜ぬきではっきり言う。──実はな、佳希、おまえを引き取りたいとおっしゃる方がいるんだよ」


　紅茶を運んできた叔母が、カップをテーブルに並べている。


「引き取る？」


　叔母の指先の震ふるえが伝わったカップが、受け皿の上でカチャカチャと小刻みに揺ゆれるのを眺ながめながら、佳希は聞き返した。


「そうだ。後見人というところだな。──今のまま、うちで面めん倒どうを見てやってもかまわないんだが、この家で暮らすよりもおまえのためになる話だと思うんだよ。わたしとしては、おまえを実の子と分け隔へだてなく育てているつもりでも、おまえのほうではやはりなにかと気を遣つかうこともあるだろう？　その点、先方にはお子さまもいらっしゃらないし、経済的にも豊かだ。ここにいるより、ずっと気楽で贅ぜい沢たくな暮らしができるんだ。──な、良いい話だろう？」


　叔父は、大黒天の置物のような満面の笑えみを浮うかべている。


「どうして、俺を？」


「それはあれだ。慈じ善ぜん事業の一いつ環かんだ。おまえの能力を伸のばす手伝いをしたいとおっしゃってるんだ」


　成績優ゆう秀しゆうな甥おいをもって鼻が高いと、叔父が笑う。


　それはどうもとお愛想で笑いながらも、佳希は心の中で舌打ちをしていた。


（適当なことを言ってやがる）


　叔父は、規模的にはさほどではないものの、和食のチェーン店を経営していた。


　そのせいもあって体面はかなり気にするほうだ。


　だからこそ、叔父の家に引き取られた後も、佳希は経済面ではほとんど苦労することもなく、希望通りに学力レベルが高いことで有名な私立校に通うことができている。


「先方のお名前は？」


「あ、いや、それは今はまだな……。ま、おいおいわかってくるからな」


　叔父はあからさまな態度で誤ご魔ま化かした。


（言えないってことは、あの人じゃないのか……。──でも、ま、たぶん似たような種類の人間だろうな）


　堪こらえきれなかったため息が、佳希の唇くちびるから零こぼれた。


　少し前にも、こんな風に叔父から猫ねこなで声で話をされたことがある。


　そのときは、取引先の社長がおまえを食事に招待したいとおっしゃっていると言われたのだ。


　不安を感じつつも仕方なく応じ、その後も同じ人から何度か食事の招待を受けた。


　あまり行きたくはなかったが、そのたびに叔父に背中を押されてしぶしぶ招待に応じていたら、ある日の食事の後、いきなりホテルへと誘さそわれた。


　それがなにを意味しているか、わからない歳としじゃない。


　その人から食事の誘いがあるたび、決して失礼のないようにと、過か剰じようなほどに言いきかせていた叔父の真意にもすぐに気づいた。


　自分は、この男に売られたのだと……。


　男である自分が、そういう対象として見られていたことが酷ひどくショックだった。


　冗じよう談だんじゃない、ふざけるなと怒ど鳴なってその場から立ち去りたかったが、できなかった。


　叔父には、父が残した多額の負ふ債さいに対する負い目があったから……。


　とはいえ、理性では諦あきらめられても、身体からだはそれについてこない。


　嫌けん悪お感と恐きよう怖ふにガチガチになった佳希にあきれたのか、そのときはラッキーにも途と中ちゆうで解放してもらえた。


　だから、さっき叔父に呼び止められたときは、その社長がリベンジを兼かねてまた誘いをかけてきたのかと思ったのだが、名前を明かさないところをみるとどうやら違ちがう人らしい。


（あの人のほうがマシだったな）


　望まぬ行こう為いを求められても、どうせその場限りのこと。


　だが、家に引き取られるとなると話は違う。


　この先、ずっとその人に縛しばられることになるかもしれない。


（悪く考えすぎてるか）


　佳希は一いち縷るの望みを求めて、叔父の隣となりに座る叔母の表情を盗ぬすみ見た。


　彼女の表情は暗かった。


　薄うすく色のない唇を物言いたげに震わせ、佳希と目が合うのを恐おそれているのか、その視線は夫の顔と、自分が手にしたカップとの間を落ち着きなく行き来する。


（……残念。悪くて正解だ）


　叔母は優やさしくて、そしてとても気の弱い女性だった。


　兄の残した借金を夫に肩かた代がわりさせてしまったことに対して、彼女はかなり引け目を感じているらしく、血の繫つながった甥が夫の商売の取引の道具として扱あつかわれることに口だしすることすらできずにいる。


　父と叔母は仲の良い兄妹きようだいだったと聞いたことがある。


　そして、ふたりは似通った性格をしていた。


　佳希の父もまた、優しくて弱い人だった。


　だからこそ、妻の死という現実を受け止めることができないまま、ズルズルと転落していったのだから……。


（可哀かわい想そうに……）


　叔母に、かつての父の姿が重なって見えた。


　辛くなった佳希は目を伏ふせ、手にした紅茶のカップに視線を落とした。


　紅茶の表面には小さな波は紋もんが浮かんでいる。


　知らぬ間に、手が震えていたのだ。


（さすがに、ショックなんだな）


　自分は突とつ然ぜんの話に驚おどろいているだけで、決して怯おびえているわけじゃない。


　佳希は、そう自分に言いきかせながら、カップをテーブルに置いた。








　適当に相づちをうっているうちに、いつの間にか叔お父じの話は終わっていた。


　佳希はあてがわれた部屋に戻もどり、ベッドに身体を投げ出す。


　今日は、久しぶりに数人の友達と駅三つ向こうの繁はん華か街がいへと遊びに行ってきた。


　立場上、夜遅おそくまで遊び歩くことは無理だから、近所では売り切れていた好きなバンドのＣＤを買った後は、タイムリミットギリギリまで友達のナンパに協力してから帰ってきた。


　その程度のことでも佳希にとっては良い息いき抜ぬきで、いつもよりははるかに軽い足取りで家にも帰って来れたというのに、玄げん関かんの扉とびらを開けた途と端たんに叔父と出くわしたお陰かげですべてが台無しになってしまった。


「疲つかれた」


　このまま眠ねむってしまいたいところだが、叔父が家に居るときは家族全員で食しよく卓たくを囲むのがこの家の決まりで、さぼるわけにいかない。


　夕食時にまたさっきの話を蒸し返されるのかと思うと、食欲が失うせる。


　きっと叔父は、幼い従兄弟いとこ達のために、聞かせてはまずい事実を隠かくしたまま、耳みみ障ざわりの良い部分だけをかみ砕くだいて、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明するに違いない。


　下手をすると、幼い従兄弟達に、おめでとうを言われる羽目になるかもしれない。


（……うんざりだ）


　叔父は商用の相手を自分が経営する店に招いて歓かん待たいするときに、己おのれの美談の生き証人として、佳希を同席させることを好んだ。


　佳希の母親が不幸にもひき逃にげに遭あって亡なくなり、その後、身を持ち崩くずした父親は多額の借金を残して失しつ踪そう。この子の将来のためにも、自分がすべての借金とともにひとり残された甥を引き取って育てているのだと……。


　そして、佳希は微ほほ笑えんで言うのだ。


「叔父には心から感謝しています」と……。


　耳障りの良い美談にするための多少の脚きやく色しよくはあるものの、叔父の語る話は事実だった。


　母の事故の記き憶おくを何度も呼び覚まされ、心が弱り徐じよ々じよに壊こわれていく父をただ見ていることしかできなかった辛つらい記憶を引きずりだされ、多額の借金とともに自分を捨てていった父への複雑な感情を自覚させられる。


　佳希にとって、それは苦行だった。


　それでも愛あい想そ笑いを浮かべて耐たえていたのは、仕方ないことだと思っているから。


　自分達一家のせいで叔父に多額の借金を肩代わりさせたのも事実だし、いま現在、佳希自身が叔父の世話になっていて、普ふ通つうに高校に通い、友達と遊べるだけの小こ遣づかいを貰もらっているのもまた事実。


　ここでキレる権利は自分にはない。


　だから、仕方ないと諦めて我が慢まんしていた。


　事前になんの説明もないまま、ベッドの相手として男に売られたときも、一時の我慢だと自分に言いきかせて耐えもした。


　あの事件の後、佳希は一度だけ、あんな風に自分を売るのは止やめてくれと叔父に頼たのんだ。


　濡ぬれ衣ぎぬだと、叔父は言った。


　自分は決して取引先の社長に佳希を売り渡わたすような真似まねはしていないと……。


　だが、その後で、さりげなく資し金きん繰ぐりに困っているのだとも言い出した。


　数年前、とある人物の借金を全額肩代わりしてから金回りが順調にいかなくなった。今が正念場なのだと……。


　それが事実かどうか、佳希にはわからない。


　だが、そんな風に父親の借金の件を暗に匂におわされては、それ以上叔父を追つい及きゆうすることはできなくなる。


　この家から逃げ出すことを考えなかったわけじゃないが、逃げたところで今の自分がひとりで生きていけるとも思えない。


　生きていくためにはやっぱり金が必要で、今の自分がひとりで金を稼かせぐのは酷く困難に思える。最悪の場合、逃げたはずの行為を自分から進んでやる羽目にもなりかねない。


　それに、父が残した多額の借金のことも気にかかっていた。


　叔父から恩知らずとののしられることは怖こわくない。


　だが、借金を残して失踪した親の子供だからと、やはり血は争えないなと言われることは我慢ができなかった。


　それに、自分がここで無責任に逃げ出したら死んだ母はどう思うだろう？


　それを考えると、やはり逃げることはできなかった。


　いつか佳希が、父が肩代わりさせた借金と自分が面めん倒どうをかけたぶんの金を返していけるようになれば、きっと叔父も無理難題をふっかけてはこなくなる。


　そう考えて、なにがあっても踏ふみとどまり我慢しようと決めたのだ。


　母の死後、片親で生活が厳しくなったせいで成績が落ちたと思われたくなかったから、佳希はずっと努力して高い学力を維い持じしていた。


　父が失踪した後も、あんなことがあったからと言われるのが嫌いやで頑がん張ばり続けているから、進学率の高い高校の中でずっとトップレベルの成績を維持している。


　あと数年努力して、それなりの大学に入学できれば、割の良いバイトもできるようになる。きっと就職だって有利に運ぶ。


　だからもう少しの我慢だと、そう自分に言いきかせていた矢先の身売り話。


「……くそっ」


　寝ね返がえりをうつと、ベッド脇わきの窓ガラスに、不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがんだ自分の顔が映って見えた。


　ちょっと釣つり目がちな、くっきりとした二重の瞳ひとみと形良く尖とがった鼻、そして薄い唇くちびる。


　佳希はシャープな印象の綺き麗れいな顔をしていた。


　甘さが少なく気の強そうな顔立ちのせいか、歳としより上に見られることが多い。


　佳希の父は純和風の顔立ちで十人並み、母は輪りん郭かくも目も鼻も丸いファニーフェイス。


　髪かみだけは母譲ゆずりでストレートの薄うす茶ちやだったが、それ以外には似ているところはまったくない。


　生前の母は息むす子この容姿を人に誉ほめられるたびに、あたしに似なくて良かったとあっけらかんと笑っていた。


　が、今の佳希にとっては笑えない話だ。


　父でも母でも、どちらかの容よう貌ぼうに似てさえいれば、こんな目に遭あわずに済んだから。


（どれぐらいのメリットがあったのかな）


　前の社長のときは切り売りだったが、今回は完全に売り渡されることになる。


　かなりの見返りがあったと考えて間ま違ちがいない。


　金だとしたら、間違いなく父が与あたえた損害よりは多いはずだった。


　体ていのいい人身売買。


　そんな風に売り買いされてしまった自分は、この先どうなるんだろう。


　いつか自由になれる日がくるんだろうか？


「──くそっ。冗じよう談だんじゃない」


　衝しよう動どう的に、佳希はガバッと起き上がった。


「なんで俺が、こんなことを我慢してやらなきゃならないんだ。ばからしい！」


　大きなスポーツバッグを引っ張り出して、クローゼットの中の服を無造作につかんでは畳たたまずにそのまま押し込んでいく。


　今までは、数年後には叔お父じの庇ひ護ごを離はなれ自由に生きられるようになるという確信があったから、なんとか我慢できていたのだ。


　が、今回の話には、まったく未来が見えない。


　佳希が逃げたせいで叔父の立場が悪くなったとしても、甥おいを人身売買よろしく売り渡したんだから自じ業ごう自得だ。


「借金なんか、知るもんか。もう、うんざりだ。──逃げてやる！」


　そう叫さけんだ自分の声が耳に届いた途端、佳希の手の動きは止まった。


「……くそっ」


　バッグに詰つめかけていた服を壁かべに叩たたきつけ、もう一度ベッドに寝ね転ころがる。


「ここで逃げたら、父さんと一いつ緒しよじゃないか」


　妻がいない現実を直視できないままに自分の殻からに閉じこもり、その挙げ句に作った借金に追いつめられて失踪してしまった父。


「俺は違う」


　この身体からだに流れる血の半分が父と同じものであっても、父の弱さまでは受け継つがなかったと信じている。


　自分は父や叔お母ばのように、優やさしいだけの弱い人間じゃない。


　辛くても踏みとどまり、どんな苦労も笑い飛ばして我慢できる強さを、母から受け継いだはずだった。


「大だい丈じよう夫ぶだ。なんとかなる」


　逃にげ出したいと叫ぶ弱気な自分に、そう言いきかせた。


　どんな環かん境きようでも、きっとそのうち慣れる。


　母の事故と父の失しつ踪そう、そしてこの家での生活。


　ここ何年かは、そんな自分自身ではどうしようもない状じよう況きようの変化に翻ほん弄ろうされてきた。


　だが、それに伴ともなう悲しみや苦しみがどんなに強くても、時間の経過とともにそれらが薄うすらいでいくのも経験している。


　血が流れる傷きず痕あとが瘡かさ蓋ぶたになり、やがて癒いえていくように、心の傷もきっと癒えるものなのだ。


　たとえ、消えない傷痕が残るとしても……。


「なんとかなるって」


　新しい生活に慣れて、状況をちゃんと把は握あくできるようになったら、そこから自由になる方法を、もう一度最初から模も索さくしなおせばいいだけだ。


「案外、俺の勘かん違いかもしれないしな」


　ベッドの相手として金で買われたわけじゃなく、本当に援えん助じよしてくれるつもりで引き取ってくれるのかもしれない。


　もしそうだったら、今よりずっと気楽に生活できるようになる。


　後見人の正体を明かそうとしない叔父と、話の最中に見た、叔母の表情と小刻みに震ふるえる指。


　それらすべてが佳希の楽観的な予想を否定していたが、今の佳希にはそんな風に夢想して自分を慰なぐさめることしかできなかった。




　　　　２







　とくになんの変化もなく、いつも通りに時間が過ぎていく。


（変なのは俺だけか……）


　いつもと同じ日常だと改めて意識してしまうことが、自分がいつもと違う精神状態だということの証明のように思えた。


　まさに今日、佳希は新しい後見人の許もとに行くことが決まっていた。


　そのことを気にしていても無意味だと、なるべくいつも通りに過ごしていたつもりだが、やはりちょっとばかり神経質になっているようだ。


　住むところは変わっても、通う高校は今まで通り。


　学校サイドには叔父のほうから引っ越こしをする旨むねを伝えてもらったが、複雑な家庭の事情があるので、他ほかの生徒には秘密にして欲しいとも頼たのんでもらっている。


　せっかく裏で手を回してもらったというのに、肝かん心じんの自分が神経質になってしまっては意味がない。


　佳希は気を引き締しめた。





　やけに長く感じられた授業が終わり、佳希が帰り支じ度たくをしていると、


「な、今日、ちょっとだけつきあえねぇか？」


　遊び友達の横よこ田たが、佳希に話しかけてきた。


「こないだナンパした女の子達と遊びに行くんだけど、佳希も一緒じゃねぇとヤダとかぬかしてんだよ」


　土日の休みを控ひかえた金曜の放課後とあって、横田は遊ぶ気満々らしくご機き嫌げんだ。


「今日は無理だな」


「一時間でもいーからさ」


「今日はマジ駄だ目め。悪い」


　拝む横田に、佳希は片手を挙げて謝った。


「叔父さん絡がらみか？」


「まぁ、そんなトコ」


「だったら仕方ねぇか。じゃ、今回のにふられたら、またナンパ手伝ってくれよな。おまえがいると成功率高いしさ」


　中学から一緒の学校だった横田は、佳希の事情をある程度は把握していたから、あっさりと引いてくれた。


「俺は釣つりの餌えさじゃないぞ。──ま、都合がつけばつきあってやるけど」


「約束な」


　横田は親指を立ててニヤッと笑うと、顔の良いいメンツを捜さがさねぇとと、慌あわてて教室から出ていった。


（……都合がつけば……か）


　この先、自分がどういう環境でどんな暮らしをしていくことになるのか、まったく見当もつかない佳希には、永遠に守れない約束に思えた。


（もうちょっと、あいつらにつきあっとけば良かったな）


　長身で美形ということもあって、佳希はかなりもてるほうだ。


　近きん隣りんの女子中高生の間で生写真が売り買いされているという噂うわさを聞いたこともあるし、バレンタインのときなどは洒落しやれにならないほどチョコレートを貰もらう。


　告白された回数は数える気にもならないほどだったが、今までちゃんとつきあった彼女はいないし、遊んだこともない。


　母の事故以来あまり笑わなくなったせいか、周囲のみんなは、佳希が浮うわついた遊びには興味のないクールな性格だと思っているらしい。


　そのせいか、もてるからといって男友達の顰ひん蹙しゆくを買うことはなかったし、告白され、つきあう気はないと断っても、しつこくまとわりつかれたり逆さか恨うらみされることもなかった。


　だが実際はクールなわけじゃなく、その手のことに関かかわるだけの精神的な余よ裕ゆうがなかっただけなのだが……。


（こんなことになるなら、少し遊んでりゃ良かった）


　遊びで気楽にセックスを楽しめるぐらいに経験を積んで慣れていれば、今のこの状態ももうちょっと楽にやり過ごせていたかもしれない。


　自じ嘲ちよう気味にそんなことを考えながら、叔父の家に帰るべく鞄かばんを手に学校を出た。








　この道を歩くのもこれで最後かと、最寄り駅から叔父の家に向かって歩きながら、佳希はゆっくりと周囲を見み渡わたした。


　新興の住宅地であるこのあたりには、所々に通行人の目を楽しませてくれるガーデニングで飾かざられた庭がある。


（桔き梗きようもそろそろ終わりだな）


　風に揺ゆれる星形に花びらを広げる白い花にそんなことを思う。


　学校の友達にバレたら似合わねぇと言われそうだが、佳希は少しだけなら花のことがわかる。


　死んだ母が庭いじりが大好きで、むかし住んでいた家の庭に花が咲さくたびに、聞いてもいないのに花の名前を教えられたからだ。


　母の死後、その庭は誰だれにも顧かえりみられることなく放置され、気がついたときには雑草だらけになっていた。


　不意の悲しみや慣れない家事に追われて庭いじりをする時間などなかったのだが、母の思い出をひとつ無くしてしまったようで少し寂さびしかった記き憶おくがある。


　だがその庭があった家も、父の失踪後に売りに出され、今では家を取り壊こわされ更さら地ちになってしまっている。


　かつて住んでいた家が変わっていく様を見たくなかったから、叔お父じの家に引き取られた後は近づかないようにしていたが、家が取り壊される前にもう一度ぐらいは見ておけば良かったかもしれないと思うときがある。


（なんか今日は後こう悔かいばかりだ）


　やはりナーバスになっているようだ。


　先方に急せかされたらしく、叔父の話があった日から今日の引っ越しまで、たった三日しかたっていなかった。


　金曜日の夜に引っ越しさせ、土日で新しい家に慣れさせようという考えのようだ。


　だが、引っ越しすると言っても、佳希本人はなにもすることがない。


　学校に行っている間に、佳希の荷物はすべて業者によって新しい家へと引っ越しを終えていて、身ひとつで迎むかえの車に乗る手て筈はずになっている。


　その後の叔父の口くち振ぶりから、佳希は自分の悪いほうの予想が当たっていたことを確信していた。


　逃にげずに新しい生活に飛び込んでいく決意もできている。


　それでも、叔父の家に帰る足はいつもよりずっと重く感じられた。











　佳希を迎えにきた若い男は、井い口ぐちと名乗った。


　井口は最初に挨あい拶さつしたきり、無言のまま車を運転し続けている。


　佳希も会話したい気分ではなかったから、黙だまってガラス越ごしの光景に視線を走らせていた。


（ただの使いっ走りって感じじゃないな）


　軽く視線を走らせて、斜ななめ後方から井口の横顔を眺ながめた。


　年ねん齢れいは二十代の半ばくらい、男臭くささを感じさせない小こ綺ぎ麗れいな顔をしていて、耳ぐらいまである長めの前まえ髪がみをサイドに流している。


　落ち着いた余裕のある立ち居振ふる舞まいに、無む駄だなく身体からだにフィットするオーダーのスーツが良く似合っていて、使いっ走りの下っ端ぱサラリーマンにはどうしたって見えなかった。


　玄げん関かん先まで出てきた叔お母ばに挨拶したときの井口は実に品良く微ほほ笑えんでいた。物もの腰ごしも穏おだやかで、頭を下げた際に額にかかった髪を払はらう指先の動きに色気すら感じられたというのに、車が走り出した途と端たん、印象は一変した。


（……変な人）


　穏やかな雰ふん囲い気きはなりを潜ひそめ、不機嫌そうな表情を隠かくさなくなった。


（ま、正体なんか考えたって仕方ないけどな）


　最後の最後まで、叔父は後見人の正体を教えてはくれなかった。


　相手の正体がわからないのだから、その遣つかいの者の正体もわかるわけがないのだ。


　考えても不安になるだけだと、佳希は小さくため息をついた。


　沈ちん黙もくを守ったまま三十分ほど走り続けたところに、目的地はあった。


「ここ…なんですか？」


　そこは『Ks.com』という有名なインターネット系企き業ぎようの本社ビルだった。


　つい最近アミューズメント施し設せつを併へい設せつした本社ビルを建設したばかりで、マスコミ関連の様々なメディアで特集を組まれることが多かったから、まだ記憶に新しい。


　たしか起業からまだ十年経たっていない若い会社だ。


「はい。社長が先に会っておきたいとおっしゃるので」


　二十階建てのビルの地下駐ちゆう車しや場じように車を停とめると、井口は降りるようにと佳希を促うながした。


　一いつ瞬しゆんあっけにとられた佳希は、慌てて車から降りた。


「社長って、ケーズの？」


「当然です。──自分が何者に引き取られることになったのか、知らないわけじゃないでしょうに」


「……聞かされてなかったもので」


「あきれた」


　井口はひとりごとにしては大きな声でそう呟つぶやくと、管理室脇わきにあるドアの電子ロックを外し、その奥にある小型のエレベーターに乗り込んだ。


「ビルの大きさのわりに、随ずい分ぶんしょぼいエレベーター」


　むっとした佳希がひとりごとをお返しすると、井口が素っ気なく答えた。


「社長室のあるフロア専用ですから」


　最上階に着いてフロアに出ると、まるでカタログそのままの洒落たオフィスになっていた。


　磨すりガラスのような透とう過か性のある背の低いパーテーションで部署ごとに区切られ、開放感のある雰囲気になっている。


「おかえりなさいませ。室長」


　井口の姿を認めた部下らしき女子社員が、すかさず歩み寄ってきて目礼した。


「ただいま。社長は？」


「いらっしゃいます。来客はありません」


「ありがとう」


　礼を言ってすぐに歩き出した井口の後を追って歩きながら、目立たぬよう目線だけでパーテーションの隙すき間まから中の様子を盗ぬすみ見する。


　歴史の浅い企業だけに、若い社員が多いのが印象的だ。


　好こう奇き心しんが抑おさえられないのか、それとなくこちらの様子をうかがっている者もいる。


（この恰かつ好こうが目立つのか……）


　スーツの群れの中に高校の制服姿では無理もない。


　フロアの一番奥まで行くと、きちんと壁かべで仕切られた部屋がひとつだけあった。


「こちらです」


　井口は、そのドアの前で立ち止まると、ノックしながら遅おくれ気味に歩いていた佳希を急かした。


「失礼します」


　井口に促され、佳希は室内に足を踏ふみ入れる。


「お連れしました。──それでは、わたしはこれで」


　失礼のないように、と耳元で囁ささやくと、井口は用は済んだとばかりにさっさと部屋から出ていってしまった。


「え？」


　佳希の正面には、この部屋の主であろう執しつ務む机に座る若い男。


（紹しよう介かいぐらいしろよ）


　ひとり取り残されて、佳希は一瞬うろたえた。


　無意識のうちに、閉ざされたドアと男とを視線が行き来してしまう。


　だが、よくよく考えれば、井口ともさっき会ったばかりで、名前以外は一いつ切さい知らない他人でしかないのだ。


　置き去りにされたからといって、なんら状じよう況きようは変化していない。


　不必要に取り乱すものかと気を取り直した佳希は、軽く背筋を伸のばし、男に視線を定めた。


　男は、どうやら佳希を観察していたらしい。


　佳希と視線が合うと、テレビや雑誌で見かけたことのある顔がちょっと愉ゆ快かいそうにほころんだ。


（……くそっ、面おも白しろがってるな）


　うろたえたところを見られたのが悔くやしい。


　だが、この人が後見人だというのなら仏頂面づらをするわけにはいかないだろう。


　佳希は不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがみかける唇くちびるを軽く引き結んだ。


「思ってたより背が高いな。今、どれぐらい？」


　大きなＬ字型のデスクから立ち上がった男が、気さくに話しかけながら歩み寄ってくる。


「百七十五、です」


「そう。高校一年なら、まだまだ伸びそうだな。ご両親も背が高かったのか？」


「いえ。ふたりとも標準より低いぐらいでしたから」


「ふうん。じゃあ、隔かく世せい遺伝ってやつか。──妹せの尾おだ。よろしく」


　爽さわやかな笑え顔がおで握あく手しゆを求めてくる。


「小宮山佳希です」


　佳希は手を握にぎりかえした。


　テレビで見るより若い、というのが近くで見た印象だった。


『Ks.com』の本社ビル建設に伴ともなう各メディアの特集には、百八十を超こえる長身と人ひと懐なつこそうで爽やかな笑顔が魅み力りよく的な、若きセレブである彼の顔写真が必ず掲けい載さいされている。


　妹尾孝たか敏としは、大学時代に起業した『Ks.com』を、数年で業界でも三指に入る大だい企き業ぎようへと成長させた伝説のカリスマ社長として、もてはやされている時の人なのだ。


　メディアで見た写真の彼は、いつも髪を両サイドにわけていて一分の隙すきもなく高級スーツを着こなしていたが、ここが社長室という一種のプライベート空間であるせいか、今は前髪を下ろしたままでネクタイさえしていない。


　ラフにしている彼は、セレブというよりは気の良さそうなただの好青年に見える。


（……イメージが違ちがう）


　若い社員を集めて、いきなり野球大会でも開いてしまいそうだ。


　金で男を買うような人物には見えないし、この若きセレブが男であれ女であれ相手に不自由しているとも思えない。


（どうなってるんだ？）


　自分は、なにかとんでもない勘かん違いをしていたのかもしれない。


　佳希が気を緩ゆるめかけたとき、不意に真顔になった妹尾が佳希の顎あごをつかんで上向かせた。


「確かに綺き麗れいな顔をしてる。これなら仕方なかったかな。……すさんだ感じはないか……」


　無ぶ遠えん慮りよな手を振ふり払いたい衝しよう動どうに堪たえていたら、あっさりと指は離はなれた。


「仕方ない。──合格だな」


　つまらなそうに呟くと、妹尾はデスクに戻もどって座った。


「合格って、なににです？」


「ん？　ああ。──はっきり言ってしまえば、俺は正まさ見みが君を引き取ることに関して反対してたんだ」


「まさみ？」


　はじめて聞く名前に、佳希はピクッと反応する。


（この人じゃなかったのか……）


　まっすぐここに連れてこられたから、てっきりこの人が後見人なのだと思ってしまった。


　この人だったら、もしかしたらと、一瞬期待してしまっただけに、ちょっとがっかりした佳希は、紛まぎらわしいと心の中で舌打ちした。


「まさみさん。──その人が、俺の後見人なんですか？」


「そうだ。知らなかったのか？」


「叔お父じが教えてくれなかったので……」


「だからって、聞かずにＯＫしたのか？　一生の問題だっていうのに無ぶ精しようだな。それとも呑のん気きな家系なのか？」


　妹尾はあきれた顔をした。


（しょうがないだろうが……）


　聞いても教えてもらえなかったし、断るという選せん択たく肢しはなかったのだから。


　ここでキレるわけにもいかず、佳希はぐっと拳こぶしを握って黙だまり込んだ。


「正しく見ると書いて正見。ま、本人は世間を正面から見るのがあまり好きじゃなくてコソコソ陰かげに隠かくれてるが、それでも俺にとっては大事な友人でビジネスパートナーで、この会社の会長、実質的な持ち主でもある」


　妹尾の言葉に、佳希は以前読んだ雑誌の記事を思い出していた。


　それには、『Ks.com』はゲーム会社として、当時まだ大学生だったふたりの青年によって設立されたと書いてあった。


　最初にゲームメーカーに持ち込んだゲームソフトがヒットし、その利益をすべて注つぎ込んで小さなゲーム会社を設立。その後開発した、パズルゲームにＲＰＧの要素を加えたゲームが再びヒット。一いつ般ぱん家庭へのオンライン化が激増しはじめた時期に、ネットでオンラインゲームの配信を開始。それが爆ばく発はつ的な大ヒットとなり、飛ひ躍やく的に会社の知名度を上げることとなる。やがてオンラインゲームを熱ねつ狂きよう的に支持する若いユーザーを対象としたＩＴ関連事業を展開しはじめ、それが次々に成功して現在に至る、と……。


　企き業ぎようとしての事業を担になったのが妹尾で、企業の核かくともなった最初のゲームを作り上げたのが、もう一人の青年。


「……正見さんって、まさかトオル？」


　トオルは、いまだに熱狂的なファンがついているゲームの制作者のクレジット名だった。


　現在では、『Ks.com』が何本か同時配信しているオンラインゲームの制作の中心人物となっていて、世界でも屈くつ指しのゲームデザイナーでもある。


「──そうだ」


　妹尾が頷うなずいた。


「驚おどろいた。実在しているんですね」


「ああ、あの噂うわさか……」


　トオルは人前に出るのを極きよく端たんに嫌きらい、今まで表おもて舞ぶ台たいには一切出たことがなく、インタビューも受けつけない。


　そのせいで、『トオル』は人の名前ではなくプロジェクト名なのだとさえ、ひそかに世間では噂されていた。


「昔から目立つことが苦手で、人目に晒さらされるのを極端に嫌う奴やつだったからな。──今は一流企業の仲間入りを果たしてある程度の我が儘ままも許されるようになったが、昔、まだ会社を設立したばかりの頃ころは、あいつの極端な変人ぶりに苦労させられたよ」


　ゲーム開発に必要な資金を調達するため、スポンサー捜さがしに躍やつ起きになっていた時代。


　妹尾がスポンサー候補を見つけて売り込みに行くとき、正見は絶対に同行してくれなかった。


　ゲームの売りや特性を一番理解し説明できるのは開発者である正見なのだし、スポンサーは『このゲームは絶対に売れる』という制作者の自信に満ちた声を聞きたがっているのだと、散々口を酸すっぱくして説得しても駄だ目め。


　その後、ゲームが爆発的ヒットを飛ばしてヒット御おん礼れいのパーティーを開いたときも、一番の功労者なのに出席せず、それどころかコメントのひとつもくれなかった。


「この本社ビルにだって、あいつの仕事部屋を用意してやったってのに一度も見に来てないんだぞ。会長なんだから株主の手前顔ぐらい出せと言ったんだが落成式にも完成披ひ露ろうパーティーにも出なかった。今じゃ、自分の屋や敷しきからほとんど出ない生活をしてるぐらいだ。──な、あきれるだろう？」


　いきなり愚ぐ痴ちり出した妹尾に同意を求められたが、立場上、そうですねと答えることもできず、佳希は曖あい昧まいに首を傾かしげた。


（……かなりの変人なんだな）


　先が思いやられて、気分が暗くなる。


「正直、正見が君を引き取りたいと言い出したときは驚いたし、立場上、あまり好ましくないと反対もしたんだが……。どうしても説得しきれなくてね」


　そこで諦あきらめずにもっと説得しろよと、佳希は心の中で歯は嚙がみした。


「結局、先に面通しして俺の気に入らなかったら、別の引き取り手に君を任せるっていう条件つきで段取りをつけてやることにしたわけだ。──自じ慢まんするわけじゃないが、俺の人を見る目は確かでね。これが一種のインスピレーションみたいなもので、けっこう役に立ってる。──今回は、俺的には不本意ながら、そのインスピレーションが君なら大だい丈じよう夫ぶだろうと告げているわけだ。だから、合格だ」


　反対する理由がなくなってしまったよと、妹尾は残念そうに肩かたをすくめた。


「そういうことですか……」


　不合格だったら、どうなっていたんだろうと考えかけたとき、


「それで、君に頼たのみがある」


　妹尾が話しかけてきた。


「なんでしょうか」


「正見に引き取られたことを誰だれにも口外しないで欲しい。──ゲーム好きな人間にとって『トオル』は一種のカリスマだ。正体を隠しているから余計に好こう奇き心しんも刺し激げきされるようで、常に正体を知りたがっている輩やからがあちこちにアンテナを伸のばして居るんだよ。だが、当の本人には表舞台に立つ気はこれっぽっちもない」


　困ったことに、と言いながら、妹尾はちっとも困っていない風に軽く微ほほ笑えむ。


「いまだにゲーム関連に関してはあいつのセンスに頼たより切りだから、当社としては彼の周囲が騒さわがしくなるようなことは極力避さけたい。わかるね？」


「はい」


　佳希自身は、トオルが手がけたゲームをプレイしたことはない。


　それでも名前を知っていたのは、学校での会話の中で、その名前がかなりの頻ひん度どで登場するからだ。


　だからこそ、トオルに引き取られたことを学校で漏もらせば、その波は紋もんがどんな風に拡がっていくか、想像するのは容易だった。


（あっという間だろうな）


　三日もすれば校内から校外へと話が拡がり、マスコミ関係の人間の耳にも届くことになる。


　妹尾はそれを恐おそれているのだ。


「口外しないと約束してくれるかな？」


　真しん剣けんな目で妹尾に聞かれて、佳希は即そく座ざに頷いた。


　そんなことを言われなくとも、世話になる人間が叔父から他ほかの人間に変わったことを、佳希は誰にも言うつもりはなかった。


　それを言えば、どうして叔父の家からそっちに引き取られることになったのかと、必然的にその理由を聞かれることになるからだ。


（馬ば鹿からしい）


　誰が好きこのんで、男に買われたことを口外するものか。


　妹尾が、どうしてそれに気づかないのか不思議なくらいだ。


　自分でも気づかぬうちに、佳希は少しばかり皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめていた。








　短い会見が終わると、妹尾は正見の家まで送ると車の鍵かぎを手にした。


　が、まるでタイミングを計ったかのように社長室に現れた井口に、予定が詰つまっていると告げられ諦める。


　ここに来たときと同様に、井口が運転する車の後部座席に乗り込んだ佳希は、シートに深々と座ると、目を閉じて深く息を吐はいた。


（正見トオル、か……）


　予想外の有名人だ。


　叔お父じが事前に後見人の名前を白状しなかったわけがやっとわかった。


　事前に後見人の正体を明かさずにいたのは、佳希の口から正見の情報が漏れるのを恐れたからだ。


　己おのれの手元を離はなれた時点で佳希が後見人の名を知らされるようにしたことで、その後情報が漏れたとしても自分のせいではないと言い切れるよう、保険をかけたのだ。


（……俺を信用してなかったんだな）


　身内なのに…と思いかけたが、叔父が本当に身内だと思ってくれていたのなら、こんな風に男に売られることもなかったのだとため息をついた。


「随ずい分ぶんお疲つかれのようですが、目的地はさほど遠くないので寝ねないでくださいね」


　言われて、目を開けると、バックミラー越ごしに井口と視線が合った。


「はいはい、了りよう解かいしました」


　微び妙みように気に障さわる言い回しにカチンとくる。


　佳希は、この相手に、いちいち丁てい寧ねいな言葉を遣つかうのが馬鹿らしくなった。


「井口さんって、妹尾さんの秘書ってやつ？」


「ええ」


「じゃ、俺の事情も知ってるってことか」


「当然です。でなければ、この忙いそがしい時期に、わざわざこのわたしが、一いつ介かいの高校生相手に運転手の真似まね事ごとなんてしません」


「そうかよ」


　妹尾サイドの人間にとって、佳希の存在はマイナス要因でしかない。


　扱あつかいがぞんざいなのもそのせいかもしれない。


「ああ、そうそう。社長が言い忘れていたようなので補足させていただきますが、あなたの書類上の後見人は会長ではなく社長ということになっています」


「へぇ、なんで？」


「もしものことを考えてですよ。あなたが警察沙ざ汰たなどを起こしたとき、会長が矢や面おもてには立たないようにとの配はい慮りよです。社長は会長には甘いから……」


　井口は不満そうに言った。


「随分失礼な話じゃないか？　俺が警察の世話になるような奴やつに見えるって？」


「もしものことを考えたのだと言ったでしょう。それに、今までだって、あなたがなにもしなくとも何度か世話になっているのでは？」


　井口が、母の事故や父の失しつ踪そうのことを暗に仄ほのめかしているのだと、佳希はすぐに気づいた。


「……わかった。わざわざ思い出させてくれて、どーも」


「どういたしまして」


　嫌いや味みのつもりだったのだが、バックミラーの中の井口は、涼すずしげな顔をしている。


「──あ、ちょっと待てよ」


「どこか寄り道でも？」


「そうじゃなくて、あんたなんで社長室での話の内容を知ってるんだ？」


「聞いていましたから」


「部屋にいなかっただろ？」


「ええ。ですが、社長室の様子は、常にモニターできるようになっているので」


「覗のぞき見か」


「安全管理と言って欲しいですね。うちの会社はあの社長でもっている部分が大きいですから。万にひとつも、もしものことがあっては困るんです」


「へー、そう。──だったら、俺にも余計なことはしゃべらないよう、見張りでもつけといたほうが良いいんじゃないのか？」


「そうですね。わたしとしてはそうしたいのですが、生あい憎にくそういうのは会長が嫌きらいますので」


「じゃ、これから行く所には隠かくしカメラや隠しマイクはないってことか」


「そうなりますね。ですが、防犯用の設備は厳重になっていますので、迂う闊かつに関係ないドアを開けたりしないほうが良いですよ」


「……わかった」


　井口と会話していると、だんだんやさぐれた気分になってくる。


　佳希はむっとして口を閉ざした。





　そして、それから十分後。


　冗じよう談だんのように長い鉄てつ柵さくで囲まれた屋や敷しきの前で車は停とまった。


「それでは、わたしはこれで……」


　目的地に着いたと促うながされ、佳希が座席から降りると、井口は車から降りることなくそう言った。


「え、またかよ！　おい、ちょっと！」


　佳希は慌あわてて呼び止めたが、車は聞く耳もたぬと言わんばかりに急発進して、あっという間に見えなくなってしまう。


「……うっそだろ」


　いくらなんでも、扱いがぞんざいすぎる。


　せめて、家主に紹しよう介かいぐらいしてから帰って欲しかった。


「くそっ、職務怠たい慢まんだ」


　愚ぐ痴ちっていても仕方ないので、道路から屋敷へと視線を向けた。


「へぇ、ちょっと変わってるな」


　意い匠しようを凝こらした鉄柵のずっと奥、幾いく重えにも重なる濃こい緑の庭木の向こうに見えるのは、洒落しやれた感じの大きな洋館だった。


　右端はしの一部分の屋根が少し高めに張り出していたが、他は二階建て。


　木々の隙すき間まから見える屋敷の外がい壁へきは焦こげ茶の下見板張りで、白い窓まど枠わくが鮮あざやかに映はえていた。


　落ち着いた色合いの赤い屋根が、日暮れ時でオレンジ色に染まりかかった空に良く馴な染じんでいる。


　古い洋館にありがちな、敷しき居いの高さを感じさせない穏おだやかな建物だった。


「──さて」


　屋敷が良い感じでも、中に住む人間もそうだとは限らない。


　佳希は気を引き締しめると、鉄柵沿いに少し歩いて門のインターフォンのボタンを押した。


『はい』


　インターフォンから男の声が聞こえてくる。


「すみません、小宮山と申しますが──」


『佳希くん？　ちょっと待っててね』


　佳希の言葉を遮さえぎった男は、浮うかれた調子で言った。


　しばらくすると屋敷の玄げん関かんのドアが開き、声の主が姿を現す。


　出てきたのは頭に和わ柄がらのバンダナを巻き、チタンフレームの丸まる眼め鏡がねにやはり和柄のエプロンをしている若い男。


（……えっと、これは）


　服装と言こと葉ば遣づかいからして、執しつ事じなどといったハイソな役回りの人間には見えない。


（家政夫……いや、ハウスキーパーってとこか）


　これだけ広い屋敷だから使用人もそれなりにいそうだが、まさかこんなに若い男のハウスキーパーとは意表をつかれた。


　男を買うだけあって正見は女嫌ぎらいなのだろうかなどと考えているうちに、早足で歩み寄ってきた男が目の前に立つ。


（で、でかっ）


　佳希は再び意表をつかれた。


　この男、百九十はありそうだ。


「いらっしゃい。──今日来るって聞いてたから、楽しみにして待ってたんだよ」


　男は門を開け、軽く屈かがみ込むと、佳希の顔を覗き込んでにこやかに微ほほ笑えんだ。


　眼鏡の奥の瞳ひとみが嬉うれしそうに細められ、口元は和なごやかにほころんでいる。


　見上げた佳希は、あまりにも人ひと懐なつこいその満面の笑えみに、どう反応を返したものかと逆に戸と惑まどってしまった。


「さあ、どうぞ」


　門の中に招き入れられ、敷しき地ち内に足を踏ふみ入れる。


「あっと、屋敷に案内する前に、ちょっとだけ指を貸してくれる？」


「指？」


「そう、指。登録しておかないと不便だからね」


　門の内側に内蔵されていたパネルを開けると、なにやら操作してから、パネル上に手をかざすようにと言われた。


「これって、静じよう脈みやく認にん証しようシステムってやつ？」


　物もの珍めずらしさに、佳希は思わずパネルを覗き込む。


「そう。鍵かぎを持ち歩かなくていいから楽だよ。これで登録終しゆう了りよう。簡単だろ？　──じゃあ、いこうか」


　荷物はそれだけ？　と佳希の学校鞄かばんを取り上げると、男は浮き浮きした様子で玄関に向かって歩き出した。


「ちょっと……」


　慌てて佳希も後についていく。


　前から見たときは気づかなかったが、男は肩かた先さきぐらいまである髪かみを無造作に首の後ろでくくっていた。


　ゆったりと歩いているように見えるのに、その歩く速さにあわせようとすると、足の長さの違ちがいのせいなのか、佳希はどうしても早足になってしまう。


（……なんか、子供に戻もどったみたいだな）


　この歳としになって、こんな体験をするとは思わなかった。


　玄関のドアの前で、もう一度指先を登録してから屋敷の中に入る。


　玄関フロアは吹ふき抜ぬけになっていて、広々としていた。


（ここ、けっこう新しい建物なんだ）


　外観が洋館だったから年代物の屋敷だと思い込んでいたが、近くで壁かべや床ゆか、そして窓の傷いたみ具合を見ると最近の建築物だということがわかった。


　古びて落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出すための加工がほどこされた建材を、わざわざ使用しているらしい。


　さぞかし建築費がかかっただろうと考えながら、玄関ホールの天てん井じようを見上げた。


　蠟ろう燭そくに蔓つる花ばなが絡からんだデザインのシャンデリア、上部が円形になった灯あかり取りの窓にはめ込まれた暖色系のステンドグラスが、夕日に照らし出されて穏やかにきらめいている。


　中央には二階へ続く広い階段、左右に延のびる綺き麗れいに磨みがかれて深い艶つやのある廊ろう下かに首を巡めぐらせて覗のぞき込んだら、その廊下のあまりの長さに先細りして見えた。


（家の中で遠近法か……）


　広さに関しては外観の印象通りらしい。


　中の雰囲気も外観と同じで、穏やかで親しみやすい。


　この屋敷が正見の趣しゆ味みならば、そう悪い性質たちの人間ではなさそうだ。


　佳希が、そんなことを考えながらゆっくりと屋敷内を見回していると、男が楽しげに話しかけてきた。


「──さて、まずはどうしようか？」


「え？」


　う～んとそうだな、と佳希の返事を待たずに呟つぶやきながら、男の視線が佳希の頭上をすうっと泳ぐように左側へと移動した。


（あ？　なんだ？）


　佳希も、釣つられて男の視線の先を追う。


「佳希くん、部屋見る？　あ、それよりお腹なか空すいてるかな？」


（くそっ、紛まぎらわしいな）


　身み振ぶりが大きいから、つい釣られてしまった。


　叔お父じの家を出てからずっと気を張りつめ続けだったから、相手の動きに必要以上に過か敏びんになっているようだ。


　そんな余よ裕ゆうのない自分が恥はずかしくて、佳希は耳を赤くした。


　落ち着きがないというか、妙みように浮き浮きしているように見える男は、そんな佳希の戸惑いにまったく気づいていない。


「あ、それとも、叔父さんの家に無事についたって連れん絡らくする？」


「その必要はない。──ってか、まず、あんたの名前を聞かせて欲しいんだけど？」


　正見の命令とはいえ、この男が親身になって自分の面めん倒どうをみてくれようとしているのはよ～っくわかったし、ありがたいとも思う。


　が、初対面の挨あい拶さつぐらいは、是ぜ非ひともさせて欲しい。


（ってか、落ち着けっ）


　なにがそんなに楽しいのか、ひとりで浮き浮きされてると、浮き浮き気分についていけない佳希としては、置いてけぼりをくらったようで逆に対応に困ってしまう。


「あれ、ごめんね。言ってなかったっけ？　──加か瀬せです。よろしく」


「改めて、小宮山です。これから色々と迷めい惑わくかけるかもしれないけど、よろしく」


　お愛想で笑いかけると、加瀬はちょっと眩まぶしそうに眼鏡の奥の目を瞬しばたたかせた。


「この家、他ほかに使用人とかは？」


　叔父の家にも通いの家政婦がいたぐらいだし、これだけ広い屋や敷しきならば使用人の数も多いだろうと聞いてみたが、加瀬は首を振ふった。


「僕だけだよ」


「加瀬さんがひとりで家のことを全部やってんのか？　屋敷の掃そう除じも食事の支し度たくも？」


「そうだよ」


「大変じゃないか？」


「別に。慣れれば平気だよ。──で、どうしようか？」


「先に部屋を見ておきたいかな」


「それじゃあ、こっちへどうぞ」


　加瀬は先に立って歩きはじめた。


　いくつかの扉とびらを素す通どおりして、長い廊下を行く。


　壁にはランタンをかたどった照明があって、目に優やさしい暖色系の光を放っていた。


「この屋敷、使ってない部屋ばかりなんだ。どこに佳希くんの荷物を運ぼうか悩なやんじゃったよ。一階だと楽かなとも思ったんだけど……。この上だよ」


　屋敷の右手奥にあった階段を昇のぼる。


「階段狭せまくて窮きゆう屈くつかな？」


「この程度なら平気」


　確かに最初に見た中央の階段より狭いが、それでも一いつ般ぱん家庭に比べると広い。


　佳希にとってはなんら支障はないが、身体からだの大きい加瀬には窮屈に感じられるのだろう。


「三階か」


「そう。この部分だけ三階になってるんだ」


　登り切ったところにはドアがひとつ。


「ここを使ってもらえたらと思うんだけど、どうかな？」


　加瀬が開いたドアの向こうには、畳たたみに換かん算さんすると二十畳じようほどもありそうな部屋が広がっていた。


「へぇ、洒落しやれてる」


　備え付けの家具は、建物の雰囲気に良く合う趣味の良いものばかり。


　天てん井じようは屋根のラインにあわせて斜ななめに傾かたむいていて、低くなったほうの壁には屋根を垂直に切り取った形の出窓が、屋敷の正面に当たる壁には両開きの大きな掃はき出し窓があって、その向こうにはベランダも見える。


「屋根裏部屋っぽい」


「そうなんだ。君ぐらいの年ねん齢れいなら、こういう感じの部屋が好きなんじゃないかと思って」


　浮うき浮きと加瀬が言った。


「日当たりも良さそうだ」


「うん。凄すごくね。それに三階にはこの部屋しかないから、バスルームとトイレも部屋の中についてて便利だよ。階段さえ気にならないなら、ここが一番良いと思うんだけど。──どう？　気に入らなければ、他の部屋も見てみる」


「ここが良い。気に入った」


　四角四面に切り取られた部屋よりも、住んでいて楽しそうだ。


「そう、良かった」


　加瀬が嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。


「お節せつ介かいすぎるかとも思ったんだけど、服の類たぐいはクローゼットに入れておいたから。後で確かく認にんして」


「あ、ども」


「他の荷物は手つかずなんだけど……。えーっと、本当にこれだけ？」


　加瀬が指さした先には中ぐらいの段ボール箱が二つ。


「服も極きよく端たんに少なかったし、叔父さんの家に残してあったりするのかな」


「ない。荷物はこれだけ。──あまり持たないようにしてたし」


　叔父の家に居る間は、居い候そうろうだという感覚が強すぎたから私物を増やす気にはなれなかったのだ。


「そう。佳希くんが嫌いやじゃなければ、他の部屋のついでに、僕がこの部屋の掃除もするけど……。どうしようか？」


「そうしてもらえると助かる」


　佳希は、少し考えてからそう言った。


　プライバシーとかを考えないわけじゃなかったが、郷に入っては郷に従えで、任せてしまったほうが良いだろうと判断したのだ。


（別に、見られて困るものもないしな）


　それに、加瀬はかなり人が良さそうで、余計な心配をする気が起きない。


「日が暮れるの早いな」


　出窓に手をついて、窓からの景色を眺ながめた。


　薄うす闇やみの中、屋敷を取り巻く数十本の庭木が風にゆらゆら揺ゆれている。


　街灯も隣りん家かの灯あかりもかなり遠くて、この屋敷の敷しき地ちの広さを改めて実感した。


「秋の日は釣つる瓶べ落おとし、だね」


　加瀬は、隣となりに立って佳希に微笑みかけると、窓の外を眺めようと前まえ屈かがみになり、


「──った!!」


　ガツンと、斜めに低くなっていた天てん井じように思いっきり頭をぶつけた。


「っ……」


（ベタだ）


　お約束のギャグを見せられた気分だ。


　あきれつつも、やはり生で見るとかなりおかしい。


「……加瀬さん、大だい丈じよう夫ぶか？」


　笑いを堪こらえ、佳希が極力平静を装よそおって聞くと、加瀬は苦笑いしながら頭を押さえ頷うなずいた。


「慣れてるから……。それに、バンダナ巻いてると、少しはクッションになるんだ」


「へぇ、そのためのバンダナか」


「あ、いや、これは髪かみの毛の落下防止」


「ああ、料理中の」


「そうだね。ずっとしてたら癖くせになって手放せなくなっちゃったよ」


　痛みが治まったのか、加瀬は軽く頭を振ると、今度は用心深く屈かがみ込んで窓の外を見た。


「いい眺めでしょう」


「そうだな。──ここ、夜は静かそうだ」


　隣家との距きよ離りがこんなに開いているのなら、人の声なんか一いつ切さい聞こえてこないだろう。


「そうだね。とても静かで、落ち着くよ」


（この人、住み込みなのか）


　自分がこの屋敷に引き取られた目的を思うと、ちょっとばかり複雑な気分だ。


「荷物、いま片づけるなら手伝うけど、どうする？」


「いい、後で自分でやるから。それより、なにか飲むものもらえないかな」


「あ、そうだね。気づかなくてごめん。──なにが良いい？　コーヒー、紅茶、お茶？　それともコーラとか、甘いジュース類のほうが良いかな」


　人の面めん倒どうを見るのがよっぽど好きらしく、加瀬はまたしてもいきなり浮き浮きし出した。


「コーヒーが良い」


　いいから落ち着けっ、と言いたいのを堪え、佳希はわざとゆっくりした口調で答えた。





　部屋に運ぶと言うのを断って、一いつ緒しよに一階に降りてキッチンに向かう。


「へぇ、本格的だ」


　屋敷内は焦こげ茶の建材と暖色系の照明で統一されていたが、このキッチンだけは清潔感を出すためか、白を基調として造られていた。


　奥の壁へき面めん沿いには収納の棚たなや業務用のオーブン、そして電気調理器、くるりと反対を向くとカウンターと流し台。一番手前には、大きなテーブルがある。


　システムキッチンの扉とびら面も天井も白で、床ゆかだけが白と薄うすいグレーの市松模様のタイル貼ばりになっていた。


　配はい膳ぜん台だいも兼かねているという広いテーブルに座り、佳希は加瀬が淹いれてくれたコーヒーを飲んだ。


「佳希くん、この家の印象はどう？」


　向かい側に座った加瀬が、にこやかに聞いてくる。


「雰ふん囲い気きは良いよな」


　この家における自分の存在意味を考えると滅め入いりそうだから、あえて棚たな上あげして、意識の外に追い出した。


「広々してるから気分良いし」


　と、何気なくキッチンをぐるりと見み渡わたした佳希は、ふとあることに気づいた。


「そうか。天井が高いんだ。だから余計に空間が広く感じるんだな」


　さすがは洋館と言うべきか。


　標準サイズだったはずの叔お父じの家に比べると、あきらかに天井の高さが違ちがう。


「加瀬さんにとってはジャストサイズか。それぐらいの身長じゃ、普ふ通つうの日本家屋だと頭ぶつけるだろ」


「さっきみたいにね。──昔、普通のアパートで暮らしてたときは、何度も額から流血したよ」


「それは悲ひ惨さん」


　立っているときは加瀬をやたらと大きく感じたが、こうして向かい合って座っているとあまり圧あつ迫ぱく感は感じない。


　加瀬の動作がゆったりとしていて、極端に背が高い人にありがちな軽い猫ねこ背ぜだったせいかもしれない。


「加瀬さんの部屋はどこ？」


「キッチンの隣。なにかと便利だから。──なにかあったら遠えん慮りよなく声をかけて」


「ありがとう」


　加瀬が身長に見あった大きな手で、マグカップをつかんで口元に運ぶ。


（これと同じ……だよな）


　佳希は自分の手の中のマグカップと見比べて、思わず微笑んだ。


　同じカップのはずなのに、まるで大人用と子供用みたいにサイズが違って見える。


「あ、はじめて笑ったね」


　加瀬は、嬉しそうな顔をした。


「──どうかした？」


　佳希の不意の笑えみの理由を知りたがる。


　佳希が説明しても、加瀬には、なにがおかしかったのかがわからなかったようだ。


　不思議そうに「え、でもこれとそれ、同じカップだよ」とひょいっと長い腕うでを伸のばして、自分のカップと佳希のそれとをわざわざ並べて見せた。


（この人、なんか和なごむ）


　真しん剣けんな感じが妙みようにおかしくて、佳希はまた笑った。


　笑いながら、この家の中にこういう人が居てくれて良かったと思っていた。





　声をあげて笑ったせいで、それまでの緊きん張ちようの糸がプツッと切れてしまったらしい。


　佳希はなかなか笑い止やむことができなかった。


　なにがおかしかったのか自分でもわからなくなってからも、笑いが止まらない。


　正常な笑いじゃないと自分でもわかっていた。


　手で口元を隠かくし、肩かたを震ふるわせてくっくっと佳希が笑っている間、加瀬はちょっと困った顔をしながらも黙だまっていてくれた。


「──収まった？」


　しばらくして佳希の笑いが収まると、静かな声で話しかけてくる。


（……この人、落ち着いてると感じいい）


　仕事で面倒を見なくてはならない相手とはいえ、加瀬にとって佳希は初対面の赤の他人だ。


　ろくに知りもしない相手が、わけもわからない理由で笑い転げているのを黙って見守るその態度には、大人の余よ裕ゆうすら感じられた。


（まぁ、浮うかれてても悪くはないけど……）


　気持ちが和んだのは事実だ。


　滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐいながら、佳希は顔を上げた。


「ごめん。なんか変だな、俺」


「引っ越こしたばかりで、きっと気が立ってたんだよ。スッキリした？」


「うん」


「大丈夫。すぐにこの家での生活にも慣れるから」


「慣れるかな」


「慣れるさ」


　加瀬は、深く頷いて、微ほほ笑えんだ。


（……あ、意外）


　真正面から加瀬の顔をまともに見た佳希は、軽い驚おどろきを感じる。


　今までは、並はずれた高身長と落ち着きのない浮かれた雰囲気にばかり気を取られて気づかなかったが、加瀬はハッとするほど綺き麗れいな顔をしていたのだ。


　西洋の絵画を思わせる陰いん影えいの濃こい彫ほりの深い端たん整せいな顔立ちに、丸いチタンフレームの眼め鏡がねの奥の形の良い二重の瞳ひとみ。


　硬こう質しつそうなイメージの顔立ちの印象を和やわらげるかのように、その瞳はとても穏おだやかに澄すんでいる。


（なんでこの人、こんなとこでハウスキーパーなんかやってんだ）


　この容姿なら、もっと楽に稼かせげる仕事がいくらでもありそうだ。


　同時に、マイペースで優やさしそうな人だから、自分で自分の容姿を売り込む必要のある仕事は向かなそうだとも思う。


（……あ、もしかして……）


　変人の正見が、住み込みで雇やとっているただひとりの使用人。


　これだけ綺麗な人なんだし、彼の仕事内容がハウスキーパーだけとは限らないんじゃ……？


　一いつ瞬しゆん、そんな考えが脳のう裏りをよぎったが、目の前でにこにこ和やかに微笑んでいる人のイメージに、その想像はあまりにもそぐわない。


　考え過ぎだと、佳希は一瞬の考えを振ふり払はらった。


「食事の面倒も、加瀬さんが見てくれるんだよな」


「そうだよ」


「美味うまい？」


「と、思うよ。友達は美味おいしいって言ってくれるし。──あ、そうだ。佳希くん、お昼は学食とお弁当、どっちだった？」


「今までは叔お母ばさんが弁当用意しててくれたけど、これからは学食にするつもり」


「そう？　僕が用意してもいいけど」


「いや、いい。学食のほうが、友達と一いつ緒しよに食えるから楽しいし」


　不味まずいけどな、と佳希がつけ加えると、ああいうのは予算があるから仕方ないんだよ、と加瀬が真顔で学食を弁護する。


　種類は違えども、同じサービス業だけに共感する部分があるのかもしれない。


「不味い学食と違って、この家では予算の心配する必要はない？」


「そうだね。──確か、佳希くんの誕生日って十月じゃなかったっけ？」


「そう……だけど」


　なんでそんなことを知っているのかと驚いたが、たぶん雇こ用よう主ぬしである正見から加瀬へと、これから面めん倒どうを見ることになる佳希のプロフィールが伝わっていたのだろう。


「誕生日前後の日曜日にでも、佳希くんの友達呼んで誕生日パーティーとか開こうか？」


「……加瀬さん、それ冗じよう談だん？」


「え？　本気だけど」


　加瀬は真顔で答えた。


「俺が、いま何歳か知ってるか？」


「高校一年で、今は十五歳」


（駄だ目めだ、こりゃ）


　どうやら、本気でわかっていないらしい。マイペースにもほどがある。


「高校生にもなって誕生日のパーティーなんて、普ふ通つうはしないと思うけど」


「そうかな。この近所では良くやってるよ」


「その近所のお子さまは何歳ぐらい？」


「小学校の低学年……かな」


「ああ、それぐらいだったらやる家もあるか」


　佳希も、小学四年ぐらいまでは、近所の友達を呼んでは庭でバーベキューをして誕生日を祝ってもらっていた。


　まだ母が健在だった頃ころの幸せな記き憶おくのひとつだ。


「加瀬さんの家では、高校生になってからも誕生日パーティーとかやってたわけ？」


「ああ、僕は孤こ児じってやつで、中学まで施し設せつ育ちだから」


「あ、そう……か」


　悪いことを言わせてしまったかと佳希は気まずい思いをしたが、加瀬は一向に気にしていないようだった。


「あそこでは、月に一回、同じ誕生月の人間をまとめて祝うシステムになってたから、物足りない気分だったんだよ。どんな形でもいいから、リベンジしたかったんだけどな」


「リベンジ？　なんだよ、それ」


「言葉通り、復ふく讐しゆうさ。──むかし不満だったことを、もう一度満足する形でやりなおして、ざまあみろと過去に復讐するわけ」


「……加瀬さんのリベンジに、俺を利用するなよ。──まぁ、一いつ般ぱん常識を言わせてもらえば、小学生でも高学年ぐらいになったら、誕生日パーティーなんてまずやらないぞ。男の子は特に。あと大々的にやるとしたら、うんと年寄りになってからだ」


「何十年も後か。残念だな」


「残念って……」


　本気か？　と言いかけたが、加瀬があまりにも真顔で残念がっているので言い出せなかった。


　そのかわり、


「──身内だけで祝う家もあるだろうけど……」


　と、ひとりごとめかして呟つぶやいてみたら、加瀬の表情がぱっと明るくなる。


「じゃあ、佳希くんの次の誕生日には、僕と一緒にお祝いしない？」


「……別にそれでも良いいけど」


「じゃあ、決まりだ」


　加瀬は、やけに嬉うれしそうに、にこにこしている。


　あまりにも平和な天然ぶりにあきれてしまう。


　ハウスキーパーより保育士のほうが向いてるんじゃないかと思えるほどだ。


「でも特別に仲の良い友達がいたら、遠えん慮りよせずに招待してくれていいからね」


「だから、高校生にもなってそういうことは普通しないんだって。恥はずかしいからな。──ってか、ここに友達を呼べるわけがないだろうが」


「え、どうして？　この家、なにか問題がある？」


「大あり」


　学校の友達相手の場合、この家の主が、かの有名な『トオル』だということを隠かくしておかなければならない。


　が、それは、はっきり言って二の次だ。


　佳希にとっては、自分がこの家に買われて来たという事実が、友達に対して一番に隠しておかなければならないことだった。


　だから、妙みように勘かんぐられるネタは極力提供したくない。


　そのために、親しい友達相手であっても、叔お父じの家で生活しているふりをこれからもずっと続けるつもりでいる。


「この家の、どこが変？」


「変なのはこの家じゃなくて、俺の立場。──あのさ、ちょっと聞いても良いかな？」


「……僕に答えられることなら」


「この家の主、正見さんってどんな感じの人？」


「え？」


「超ちよう有名なゲームデザイナーの『トオル』だってことは、さっき妹尾さんに聞いたから知ってる。でも俺、それ以外のことは全然知らないんだ。事情が事情だから、叔父が教えてくれなくてさ」


「え、あの……事情って？」


　加瀬は不思議そうな顔をしている。


「加瀬さん、まさか聞いてないのか……？」


　だったら黙だまってようか。


　一瞬、佳希はそう思った。


　だが、住み込みのうえに家事一いつ切さいを取り仕切っているのならば、いずればれるのは必然。


　もしかしたらと疑われて、その挙げ句ばれるより、自分からさっさと言ってしまったほうが気も楽だと考え直して、黙っているのを諦あきらめた。


「──俺、買われて来たんだ」


「え……？」


「俺の代価がなんだったのか、叔父ははっきりしたことは教えてくれなかったけど……」


「ちょ、ちょっと待って！　それ、どういうこと!?」


　加瀬は酷ひどくうろたえた。


「だから、俺はこの家の主の夜のお相手として買われてきたって言ってるんだよ」


「それ、絶対になにかの間ま違ちがいだよ！」


　そんなことあり得ないと、加瀬は酷く驚おどろいていた。


（やっぱり違ちがったな）


　これだけ驚いているのだから、加瀬の仕事は純じゆん粋すいにハウスキーパーのみなんだろう。


　一瞬とはいえ加瀬にあらぬ疑いをかけてしまって、佳希は少し申しわけない気分になった。


「──佳希くん、君、本当にそんな風に言われたのかい？」


「はっきりとは言われてないけど……。でも、叔父のあの口くち振ぶりじゃ間違いないかな」


「間違いないって……。あり得ないよ、そんなこと！」


　テーブルに身を乗り出すようにして、加瀬が言う。


「あり得ないって言われてもなぁ」


　本当なんだから仕方ない。


　佳希が返事に困っていると、加瀬はテーブルの上に置いた手を組んで、なにか真しん剣けんに考え込んだ。


「わかった。僕が確かく認にん取ってみる。──いま忙いそがしい時期だから話ができるまでちょっと時間が必要かもしれないけど、君の誤解をちゃんと解けるような説明をしてもらうから」


「……いや、でも」


　加瀬は正見に直談判するつもりなんだろうか？


　それでは雇こ用よう主の性せい癖へきにケチをつけるようなものだ。


「大だい丈じよう夫ぶ、安心して」


　加瀬の立場がまずくなるんじゃないかと佳希は心配したが、加瀬は一向に気にしていないようで、逆に佳希を安心させようとして笑いかけてくる。


（……お人好よしめ）


　直談判して、その結果が変わらなかったら、この人は傷つくかもしれない。


　そう想像したら、ちょっと胸が痛んだ。


「そんな顔しないで……。──これからは君も、嫌いやなことは嫌だって、はっきりそう言わなきゃ駄目だよ」


　佳希が表情を曇くもらせたのを、加瀬は誤解したようだった。


「嫌も良いもない。俺には断る権利なんかないんだし」


「そんな風に投げやりになっちゃ駄だ目めだよ」


「駄目だよって言われてもなぁ……。加瀬さん、俺のプロフィール知ってるんだろ？　だったら、俺が叔父の家に引き取られることになった経けい緯いだって知ってるよな」


「一応は知ってるけど」


「だったら、わかるんじゃないのか？　失しつ踪そうした親おや父じの残した多額の借金を全額肩かた代がわりしてもらってるんだ。逆らえるわけないだろ」


「そんな……。だって、それは君のお父さんの負ふ債さいだよ？　君自身にはなんの責任もないじゃないか」


「そんな風には、なかなか割り切れないもんなんだな、これが」


　佳希がわざと苦く笑しようすると、加瀬は痛ましそうに顔を歪ゆがめた。


　歪んでいても綺き麗れいだと、ぼんやり佳希は思う。


「大丈夫だって。俺、前にも男に売られたことあるから慣れてるし……」


　わざと軽い調子でそう言った。


「でも、やっぱり事前に新しいご主人様がどんな人なのかぐらいは知っておきたいわけだ。──で、どんな感じの人？」


「え……。どんなって……」


　加瀬は酷くうろたえた。


「雇い主のことだから、さすがに言い辛づらいか……。……じゃ、質問を変える。人前には出たがらない変人だって妹尾さんが言ってたけど、ホント？」


「そう……かもしれないね」


　困った顔でためらいがちに答える。


「この家で仕事してるっていうなら、あんまりうるさく物音をたてると迷めい惑わくがられるかな」


「……それは、大丈夫。あの部屋は防音されてるし、基本的に仕事は夜中にしてるから」


「じゃあ、生活時間帯もずれてるのか」


　一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲むようなことにならないのは、正直ありがたい。


　夜中に仕事をしているというなら、そろそろ起きる頃ころかもしれない。


　起きたら、正見は自分の顔を見に部屋から出てくるだろうか？


　人前に出るのを極きよく端たんに嫌きらうというのなら、こっちから挨あい拶さつに行ったら逆に嫌がられそうだし、向こうから顔を見に来るのを待ったほうが良さそうだが……。


（忙しい時期だって言うなら、俺がこの屋や敷しきに慣れるまで、ほっといてくれると助かるんだけどな）


　色々と考えると、少し緊きん張ちようしてくる。


「今までに、俺みたいな奴やつがこの家に来たことは？」


「ないよ」


「一晩限りのデリヘルとかは？」


「デ、デリヘル!?　それもないよ」


　慌あわてて首をふる。


「ふうん。そうか」


　夜のお相手を買うのが慣れている人なのかと思ったが、どうやら違うらしい。


「滅めつ多たに外に出ないような人が、なんで俺なんかに目をつけたんだろうな」


　答えを求めるでもなくぼそっと呟つぶやいたら、加瀬は返事に困ったのか、口を閉ざしたまま、とっくに空になっていたマグカップに視線を落とした。





　沈ちん黙もくが気まずくなった佳希が、「腹減ったな」とぼそっと呟いた途と端たん、加瀬の様子が一変する。


「じゃ、夕食にしよう！　佳希くんのために、ご馳ち走そう作ってあるんだ」


　浮うき浮きしながら勢い良く立ち上がった。


　佳希は、水を得た魚の如ごとく、立ち働く加瀬を感心しながら眺ながめた。


（さすがプロ）


　加瀬は、電気調理器にかかっていた鍋なべを温めなおしながら、冷蔵庫からサラダやメインのつけ合わせの材料等を取り出してテキパキと調理していく。


　カウンターの上には、あっという間に、加瀬が言うところのご馳走が並べられた。


　ローストビーフにホタテのバジルソース、空豆とサーモンのサラダ、チキンのトマトスープそして一口サイズのクラブハウスサンド。


　その他ほかにも、佳希が名前すら知らないような手の込んだメニューが、次々に盛りつけられていく。


　佳希は、見ているうちに徐じよ々じよに不安になってきた。


「加瀬さん、これって、いま食べるぶん？」


「そうだけど」


「多すぎ。いくらなんでも食べきれないって」


　量も多いし、種類も多い。メインだけでも三種類はある。


　この量を消費するには丈じよう夫ぶな胃い袋ぶくろを持った人間が半ダースは必要だろう。


「……あ。そうか」


　言われてはじめて気づいたようで、加瀬はカウンターの上のものを改めて眺めた。


「佳希くんの好みがわからなかったから、ついあれこれ作っちゃったよ」


　照れくさそうに笑ってから、軽く首を傾かしげる。


「でも、困ったな」


「さすがに不経済だって怒おこられるだろ」


「いや、そっちじゃなくて、この他にデザートも三種類作っちゃったんだよね」


　これじゃあデザートまで辿たどり着かないと、悩なやんでいる。


（……呑のん気きだ）


　あまりのマイペースっぷりに力が抜ぬけた。


「……日持ちするものは、明日にしたら？」


「そうだね」


　佳希の提案に、加瀬は名案だと笑った。





　その後、佳希だけのために加瀬が夕食をダイニングルームにセッティングしようとするのを阻そ止しして、加瀬と一緒にキッチンの配はい膳ぜん台だい兼けん用ようのテーブルで食事をとった。


　品数は減らしたものの、それでもいつもの夕食に比べると量はかなり多い。


　叔お父じの家を出るときは、状じよう況きようが状況だし、新しい家にいったら、さすがに当分の間は食欲が落ちるだろうなと思っていたのだが、この日、佳希は出されたものをデザートまでほとんど食べた。


　食事は文句なく美味おいしかったし、それに、「これも食べて、あ、それ残しちゃ駄目だよ」と世話を焼き続ける加瀬の存在に、気持ちが和なごまされたせいもあった。


　楽しく食事ができたのは、本当に久しぶりだった。








　夕食後、佳希は部屋に戻もどって荷物を片づけた。


　いつ、どんな風にお呼びがかかるのかさっぱりわからなかったから、とりあえず部屋の鍵かぎを開けたまま、酷ひどく緊張しつつもクイーンサイズのベッドに潜もぐり込んだ。


　眠ねむれないのではと心配しながら目を閉じる。


　だが心配は杞き憂ゆうで、日中の精神的な疲つかれもあって、佳希はあっさりと深い眠りに落ちていった。




　　　　３







　屋根を斜ななめに切り取った出窓から、部屋に差し込んでくる朝の光のあまりの眩まぶしさに、佳希は目を覚ました。


　目覚ましを見ると、朝の六時。


「……くそっ」


　土曜で休日だというのに意味もなく早起きをしてしまったのが悔くやしくて、悪態をつきながらベッドから出た。


　顔を洗って身み支じ度たくを整えてから一階に降りてキッチンに向かうと、昨夜と同じ服装の加瀬がおたま片手に大きな鍋を覗のぞき込んでいる。


（寝ねてないのかな……）


　自分と正見と、生活時間帯の違ちがうふたりの面めん倒どうを同時に見なくてはならないのだから、けっこう大変かもしれない。


「加瀬さん、おはよ」


「おはよう、佳希くん。早いね」


　加瀬は佳希の声ににこやかに振ふり向いたが、佳希が眠そうに目をこすると少し表情を曇くもらせた。


「もっと寝てて良かったのに」


「そのつもりだったんだけど、眩しくて目が覚めた」


「あの部屋、カーテンついてるよね？」


「立派なのがな。閉め忘れたんだ」


　叔父の家にいた頃は隣りん家かの目を意識して、日中でもレースのカーテンを引いていたものだが、広い敷しき地ちに建てられたこの屋敷では人目を一いつ切さい気にせずにいられた。


　そんなちょっとした開放感から、カーテンを閉めるという意識が働かなくなっていたのだ。


「朝食はトーストで良いよね。卵は目玉？　スクランブル？　あ、フレンチトーストにする？」


（朝からハイテンションだなぁ）


　矢や継つぎ早ばやに質問してくる加瀬に、佳希は苦く笑しようした。


「……昨夜の残りは？」


「え、残り物で良いいの？」


「残り物がいいんだ。……せっかく作ってくれたんだし、無む駄だにしたら勿もつ体たいないじゃないか」


　味見さえしていない料理がまだ沢たく山さんあるのだ。


　せっかく自分のために用意してくれたというのなら、とりあえず全種類制せい覇はしたい。


「そう、じゃあスープとキッシュを温めなおそうか」


「コーヒーは俺が淹いれるから。──それ、なに煮にてるんだ？」


　加瀬の脇わきに立ち、寸ずん胴どう鍋なべの中身を覗き込む。


　色とりどりの食材が泳いでいる鍋からは、微かすかに甘い香かおりがした。


「牛肉と野菜とハーブ。スープのストックを作ってるんだよ」


「そういうのって、インスタントで売ってるだろ？」


　父親とふたり暮らしをしていた頃ころ、食事を作るのは佳希の役目だったが、市し販はんの固形スープしか使ったことがない。


　料理の基き礎そ知識もないままに台所に立たなければならなくなった佳希にとって、簡単にそれなりの味に仕上げてくれるその手の調味料は、救い主にも思えたものだ。


「売ってはいるけど、市販のはちょっと風味がね。微び妙みような味のコントロールができないし、自分で作るのが一番なんだ」


「面倒じゃない？」


「別に。手て間ま暇ひまかけたぶんだけ美味しくなるし。それに、こういう単純作業って考え事をするのに向いてるから……」


　加瀬は微かにため息をついたようだった。


「さて、朝食を温めるか。すぐできるから、コーヒーでも飲んで待ってて」


「うん」


（なにを考えていたんだろう？）


　昨夜、正見となにか話したんだろうか？


　そのうえでの、あのため息だったとしたら……。


　そんな想像は、佳希を少しだけ憂ゆう鬱うつにした。








「本当にここでいいの？」


「ここがいいんだよ」


　佳希は、昨夜と同じようにダイニングに料理を運ぼうとする加瀬を制止した。


「キッチンで食事するのが好きなんだ」


　佳希がそう言い張ると、加瀬はダイニングを使うのを諦あきらめてキッチンのテーブルに料理を並べはじめる。


　余計な手間をかけさせたくないという気持ちもあったが、キッチンで食事をとるのが好きだというのも事実だ。


　昔、両親と暮らしていた小さな家では、狭せまいキッチンに無理矢理テーブルを入れて、そこで親子三人、頭をつき合わせて食事していたから。


　すぐ側そばにある食しよつ器き棚だなから座ったままで小皿を取ったり、椅い子すをちょっと動かして冷蔵庫のドアを開けたりして、無ぶ精しようだと母に怒おこられた思い出がある。


　叔父の家では思い出すこともなくなっていた幸せだった頃の日常が、この屋や敷しきでは自然に甦よみがえってくるようだ。


　どうしてだろうと、佳希は自分で自分の気持ちの動きが不思議だった。


「いただきます」


　昨夜と同じように、加瀬と向かい合って朝食を食べる。


「佳希くん、今日はこれから、なにか予定ある？」


　食後のコーヒーを飲みながら、加瀬が聞いた。


「特にないかな。部屋の片づけも昨夜のうちに終わったし……」


　この家で絶対にやらなければならないことがあるのは重々承知しているが、肝かん心じんの主が声をかけて来ない以上、今はなにもすることがない。


「加瀬さんは？」


「僕は、いつも通りだよ。家のことを色々と……」


「暇ひまだし、なにか手伝えることがあったらやるけど？」


「そう？　嬉うれしいけど、手伝ってもらうほどのことはないんだよね。──そうだ。気分転てん換かんに、ちょっとだけ庭仕事を手伝ってみる？」


　頷うなずいたら、汚よごれてもかまわない服に着き替がえて来るようにと言われた。


　佳希はコーヒーを飲み干してキッチンを出た。


「あれ？　これって」


　キッチンを出て加瀬の部屋の前を通り過ぎてすぐ、昨夜は気づかなかったものを見つけた。


　階段だった。


「隠かくしてあったのか……」


　よくよく見ると、階段に通じる入り口には引き戸式の扉とびらがついていた。


　昨夜は、たぶんこの扉が閉まっていたから気づかなかったのだ。


　佳希の部屋に続く階段と同じ程度の、この屋敷にしては狭い階段だった。


　どこに通じているんだろう？


　佳希が階段を見上げていると、背後から声をかけられた。


「──佳希くん？」


「あ、加瀬さん。この階段、どこに通じてんの？」


「二階だよ」


「じゃあ、こっち使っても部屋に戻もどれるわけか」


　疲つかれてるときなんかは、三階ぶん一気に昇のぼるより一階ずつ昇ったほうが楽かもしれない。


　佳希は年寄り臭くさいことを考えた。


「戻れないことはないけど……。できればこっちは使わないほうが良いかな」


「なんで？」


「狭いし、それに……。──見たほうが早いか」


　加瀬が先に立って階段を昇りはじめる。


「ほら、あそこ」


　階段の踊おどり場でいったん足を止めると、天てん井じようを指さした。


「カメラ？」


「そうなんだ。階段を昇りきった所にもある。映像は警備会社のほうで受信してるから、日常的に使うのにはちょっとね。君が気にしないんだったら、別にかまわないんだけど」


「ん～、ちょっと嫌いやかな。でも、なんでここだけ？」


「上も見る？」


　加瀬は再び階段を昇りはじめた。


　辿たどり着いた二階は、佳希が使っている階段から見える二階とは、まったく違ちがう場所のように見えた。


「こっちには全然窓がないのか……」


　照明もランタンを模したものではなく、近代的な壁かべに埋うめ込むパネル式で、センサーで点灯するようになっている。


　そして廊ろう下かには、ドアが左右に二つ。


　右は玄げん関かんについていた静じよう脈みやく認にん証しようシステムの鍵かぎがついたドアで、もうひとつのドアには種類の違う鍵が二つと、警備会社の名前が入ったカード式の鍵がついていた。


「もしかして、ここが正見さんの部屋？」


　一階の部屋の配置と対比させると、そこはかなり大きな空間だと思われた。


「そう。会社の人間がつけてったんだ。反対のドアを開けると、佳希くんの部屋に続く階段への廊下に出るよ。でも一方通行で、向こうからは絶対に開かないようになってるから」


「随ずい分ぶん、厳重だ」


「前に一度、データを盗ぬすまれかけたことがあったからね」


「……なんかさ」


「ん？」


「いや、いい。──戻ろう」


　仕事をする場所だから仕方ないのかもしれないが、こんな風に厳重に警備された部屋に閉じこもって、ずっと仕事ばかりをしているっていうのは、どんな気分なんだろう。


（俺だったら、息が詰つまるな）


　平気でいられることが、変人の証明のように思われた。


　佳希は加瀬の背中を押して、階段を降りた。








　着替えて、玄関から外へ出る。


　昨日は緊きん張ちようしていたから見る余よ裕ゆうはなかったが、玄関から見える庭は木も下草も見事に手入れされていた。


　整備された歩道の奥のほうにはベンチや小さな噴ふん水すいまで見えて、まるで小さな公園のようだ。


　これ全部管理するのは大変だろうなぁと、佳希がその労力を想像してげんなりしていると、「こっちだよ」と屋敷の裏手から声をかけられた。


　声に導かれるまま、屋敷の裏へとぐるりと回り込む。


「へぇ……。凄すごいな」


　見えてきたのは、小さな菜園。


　屋敷の裏で、しかも庭木の陰かげになって表からは見えないように上手うまい具合に隠してある。


「これって家庭菜園……だよな。庭の手入れって言うから、下草でも刈かるのかと思った」


「さすがにそれは専門家に任せてるよ。こっちは僕の趣しゆ味みみたいなもの」


「好き勝手してるなぁ」


「みっともないから、やるなら表通りからは見えない所でやれって言われてるけどね」


　完全に整備された庭の中、雑多な野菜類が植えられたそこだけが雑然として見える。


　だが、それは不快なものではなかった。


　むしろ、佳希の目には穏おだやかな日常の象しよう徴ちようのようにも思える。


「なにを植えてるんだ？」


「ししとうとかプチトマトとか野菜類と、それにハーブや屋敷に飾かざる花も少しね。けっこう便利だよ」


　実用的な意味合いの強い菜園らしく、添そえ木で支えられた野菜の脇わきに、唐とう突とつにナデシコや薔薇ばらが咲さいていて、ちょっとおかしかった。


　見覚えのある細く尖とがった形の葉を見つけた佳希は、指先でその葉をぎゅっと強く押した。


　鼻先に指を持っていくと、爽さわやかな甘い香かおりがする。


「ローズマリーだよ」


「知ってる。母さんが昔プランターで育ててたから……。あとミントとかも作ってたな」


「ああ、ミントはもう収しゆう穫かく済み。葉だけ乾かん燥そうさせて保存してある」


「そうか。その手があったのか……」


　狭せまい庭だったから、ハーブの類たぐいはすべてプランターや鉢はち植うえだった。


　それもまた、葬そう式しき後の慌あわただしい日常の中で水やりが滞とどこおり、気がついたら枯かれていた。


　だが、ここは生気に満ちあふれて青々と輝かがやいている。


（母さんが見たら大喜びしたろうな）


　花だけじゃなく、野菜も育てられるぐらいの庭にいつか住み替かえようねと笑いながら、ベランダのプランターでプチトマトなんかを作っていた。


　雑多で生気に満ちあふれたこの庭は、彼女が夢みた場所にかなり近そうに思える。


（ちょっとばかり、ごちゃついてるけどな）


　家の中は綺き麗れいに整理整せい頓とんができているのに、家庭菜園はごちゃごちゃ。


　仕事ではなく、自分ひとりの趣味だと加瀬が割り切っているせいなのだろうか。


「ちょっと、これ持っててくれる？」


　言われるまま、竹たけ籠かごを手に、秋あき茄子なすを収穫している加瀬の脇に立つ。


「……これ、全部食べきれるのか？」


　加瀬が、次から次へと慣れた手つきで茄子なすを籠に放ほうり込むのを眺ながめながら、佳希があきれて聞いた。


「無理だね。余ったぶんは勿もつ体たいないから近所にお裾すそ分わけ」


「なるほど」


　近所の誕生パーティーの話といい、どうやら加瀬のご近所づきあいは良好らしい。


（雇やとい主とは正反対だ）


　佳希は、顔を上げ、屋や敷しきを見上げた。


　昨日は気づかなかったが、正見の部屋のあるあたりの窓だけ、頑がん丈じようそうな雨戸がきっちり閉められている。


　気持ち良く澄すんだ初秋の空に、その一角だけが不似合いな感じだ。


「あの部屋、気になる？」


　声をかけられて視線を戻すと、作業の手を止めた加瀬が、ちょっと困った顔をして佳希を見上げていた。


「ちょっとだけ……。結局、まだ正見さんの顔も見てないし。──中ちゆう途と半はん端ぱな状態で放っておかれるのも、けっこういたたまれないもんなんだな」


　男に抱だかれたいわけじゃない。


　でも、それはここで自分が暮らしていくうえで避さけようのない行こう為いなのだから、じわじわと先延ばしにされるよりさっさと済ませてしまいたいという気持ちもある。


　こんなの慣れてるから平気だと、本心から言えるようになるためにも……。


「……昨夜の話だけど、もう少し待ってくれるかな」


「加瀬さん、そんな気にしなくていいから。俺だったら、平気なんだし」


　加瀬が雇こ用よう主ぬしと気まずくなるような真似まねをさせてしまうのは、やはり嫌いやだった。


「そういうわけには……。ね、誰だれかにはっきりそう言われたわけじゃないんなら、やっぱり佳希くんの勘かん違ちがいじゃないのかな？」


「勘違いじゃないって。俺を売って叔お父じが得したのは確かだし。さすがに気が咎とがめるのか、昨日は一度も顔をあわせないようにしてたぐらいだぜ。もし疚やましい話じゃなかったら、見送りぐらいはしたはずだ」


　いつもは佳希より遅おそく家を出るのに、昨日、佳希が目覚めたときには叔父はすでに出で掛かけた後だった。


　大だい胆たんなんだか、小心者なんだか……。


　わからない人だとあきれて、おかしいくらいだ。


「それに、売られたのはこれがはじめてじゃないし。──なんらかの取引で赤の他人の俺を引き取ったからには、正見さんにもそれなりのメリットがなきゃ変だと思うしな。なんのメリットもなく面めん倒どうみるなんて言われたら、逆に薄うす気味悪いって」


「そう……なのかな」


「うん。それに俺もそのほうが気が楽だし」


「どうして？」


「ただほど高い物はないってこと……。叔父の家に居たときは、しょっちゅう人前に連れていかれちゃ、叔父の美談の生き証人扱あつかいされてたからな。そのたびに思い出したくない嫌なことばかり無理矢理思い出させられて、けっこうしんどかった」


　母の事故のことを思い出すのは辛つらかったが、それ以上に、父の失しつ踪そうの件に触ふれられるのが嫌だった。


　父の失踪にショックを受けて呆ぼう然ぜんとしていた、あのときの自分の気持ちをどうしても思い出してしまうから……。


「はじめて男に売られたときは、さすがに文句を言ったけどさ。でも親おや父じの借金の話を持ち出されたら、もう黙だまるしかないし。……親父のネタを持ち出されないぶん、もしかしたらここのほうがマシかもな。屋敷の住み心地は悪くないし、メシも美味うまいしさ」


　ふざけた調子でそう言ったつもりだったのが、加瀬は困った顔のままだった。


「今日の収穫はこれで終わり？」


　この話はもう終しまいだと、佳希は話題を変えた。


　籠の中はいつの間にか、収穫した野菜類でいっぱいになっている。


「うん。秋野菜も順調だし、手入れも必要なさそうだ。──そうだ、もうひとつ収穫するものがあったんだ」


「なに？」


「あれだよ。種を収穫するんだ。手伝ってくれるよね？」


　立ち上がった加瀬が指さしたほうを見ると、すっかり枯れたひまわりが十数本。


　咲いているときには明るいイメージのある花だが、茶色に枯れて重く頭を垂れている姿はやけに寂さびしげに見える。


「種が充じゆう分ぶん膨ふくらんだから、そろそろ切って乾燥させないと」


「……あんないっぱい。種から油でも絞しぼるのか？」


「油を絞るにはあれじゃ全然足りないよ。そうじゃなくて、小学生の頃ころの夏休みの宿題で、庭でひまわりを育てるってなかった？」


「ああ、あったな」


　宿題で咲かせたひまわりの種は、その翌年からひまわり好きだった母の手で庭に植えられ、真夏の太陽の下で毎年大輪の花を開いていた。


「施し設せつの庭はあまり広くなくて、人数も多かったから仕方なく鉢はちに植えたんだけど、風の強い日に鉢が倒たおれて折れちゃってね。子供心に悲しかった記き憶おくがいまだにしつこく残ってて」


「これも、リベンジ？」


「まぁ、そんなところ」


　あまった種は近所の小学生達に寄付してるんだと、加瀬が照れくさそうに言う。


「来年は佳希くんも育ててみない？」


「……気が向いたら。──それにしても、加瀬さんって、ハウスキーパーのわりにホント好き勝手してるよなぁ」


　佳希がそう言うと、加瀬はそうかなと苦く笑しようしていた。











　その日の午後は、ほとんどを部屋で過ごした。


　雇い主が夜型の生活をしているのなら、住み込みのハウスキーパーである加瀬も、今までは似たような時間帯で生活していたはず。


　佳希が一階でウロウロしていては、きっとゆっくり休むこともできないだろうと考えたのだ。


　荷物の整理は昨夜のうちに終えてしまっていたし、勉強をするような気分にもなれない。


　部屋にあったコンポでお気に入りのＣＤをかけてから、掃はき出し窓の前にひとりがけのソファーを持ってきて座った。


　午前中のうちに友達の横田から入っていた携けい帯たいメールに返事を出すと、あとはもうなにもすることがない。


　部屋に上がる際、加瀬からなかば強制的に持たされた昨夜の残りのデザート、キャラメル風味のリンゴのタルトも、紅茶とともにとっくの昔に腹の中におさまっている。


「あー、暇ひまだ」


　開け放した窓の外、のんびりと流れていく淡あわく薄うすい雲を目で追った。


　こんな風に、ぼけっとして過ごすのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。


　叔父の家では、休日には従兄弟いとこ達の勉強を見てやったり、叔父の接待の手伝いをさせられたりとそこそこ忙いそがしかったし、なんの用もないときは勉強ばかりしていた。


　娯ご楽らくと言えば、ちょっとした時間の合間に、友達から回ってくる雑誌や漫まん画がを読む程度。


　ここ数年、趣しゆ味みと呼べるものはない。


　やることがないのも、しんどいもんだなと、佳希はため息をつきながら目を閉じた。


　──ちょっと、佳くん、ゴロゴロしてるなら手伝ってよ。


　微かすかにそんな声が聞こえたような気がした。


　それは、懐なつかしい母の声。


　幻げん聴ちようだと頭ではわかっているのに、身体からだが勝手に反応して声の主を捜さがしてしまう。


「……くそっ。馬ば鹿かか、俺は」


　無む駄だだとわかっているのに捜してしまった自分が悔くやしい。


　母が死んだばかりの頃は、始終そんな幻聴を聞いていた。


　そのたびに家の中や庭を捜し回っては、母はもう居ないのだという現実に打ちのめされた。


　だがそれは三年以上前の話で、ここ最近は幻聴が聞こえることなどなくなっていたのに……。


（暇だからか……）


　ただがむしゃらに前だけ見て忙しく過ごしていたから、思い出させられることはあっても、自分から過去を思い出すことなどなくなっていた。


　だが、この家に来て二日目の今の自分は、ぼんやりすることしかやることがない。


　過去が何度も脳のう裏りをよぎるのは、この先の未来が不安なせいなのかもしれない。


　この家での自分の存在意義が充分にわかっているのに、中ちゆう途と半はん端ぱに放置されたままだから不安だけが募つのっていく。


　佳希は、そんな風に不安がる自分の弱さが、なによりも嫌でたまらなかった。








　いっそのこと、嫌がられるのを覚かく悟ごして自分から挨あい拶さつに行ったほうが良いいのかもしれない。


　望んでのことではないが、この先しばらくの間は面倒を見てもらうことになる相手なのだから、こちらから挨拶にいくのが道理。


　正見の部屋に食事を持っていくとき同行させてくれと、加瀬に頼たのめばいい。


　佳希の要求で、前日の残り物を使って加瀬が作り直してくれた夕食を食べながら、佳希はそんなことをずっと考えていた。


　だが、どうしてもそれが言い出せない。


　自分から挨拶に行くという行こう為いが、相手に対する媚こびのように思えてためらってしまう。


　そんなことを悩なやんで、佳希が無口になったら、対たい称しよう的に加瀬の口数がいつにも増して多くなった。


　たぶん、佳希が落ち込んでいるとでも思ったのだろう。


　気を紛まぎらわせようとしてくれているのか、明日の日曜はなにをしようかと一生懸けん命めいに話しかけてきてくれる。


（やっぱ、駄だ目めだな）


　常識人らしき加瀬は、佳希が夜のお相手として買われてきたことをこころよく思っていない。


　放置されているのが辛いから後見人に挨拶に行きたいなどと言ったら、きっとまた、さっきのような困った顔をするに違ちがいない。


（それは嫌いやだ）


　この人には、いつもマイペースで笑ってて欲しい。


　話半分に相づちをうちながら、佳希はそう思った。











　夕食を終えて部屋に戻もどると、退たい屈くつな時間をまたもてあました。


　明日の日曜は、近所の散策ついでに本屋でも探してなにか読むものを買おう。


　コンポから流れてくる音に耳を傾かたむけながら考える。


（ここは本当に静かだ）


　雑音に邪じや魔まされることなく響ひびく音。


　叔お父じの家に居たときは、家の中に必ずといっていいほど誰だれかの気配を感じたり、従兄弟達のゲームの音やテレビの音が聞こえて来たが、ここはさすがに広い屋や敷しきだけあって造りがしっかりしているらしく、屋敷内の音はまったく聞こえない。


　部屋に流している音楽以外に聞こえてくるのは、少しだけ開けた窓の外から遠く聞こえる車の音くらいだ。


（もう、寝ねよ）


　暇をもてあましていると、ろくなことを考えない。


　今朝はいつもより早く起きてしまったから、その分早く寝てもバチは当たらない。


　手早くシャワーを浴びて、今朝と同じ失敗をしないよう、しっかりカーテンを閉めてからベッドに潜もぐり込む。


「すげ、真っ暗」


　灯あかりを消すと、途と端たんに視界が黒一色になった。


　敷しき地ちが広いだけあって街灯の灯りは遠く、微かな外界の灯りは厚地のしっかりしたカーテンが完全に遮さえぎってくれている。


「悪くないな」


　静かで暗くて、眠ねむりを妨さまたげるものはなにもない。


　佳希は目ま蓋ぶたを閉じた。








　シャワーを浴びている間に、覚悟は決めた。


　ちょっとの間だけ我が慢まんすればいい。絶対に不様にうろたえたりなんかしないと……。


　それでも、乱暴にベッドに押し倒たおされ、素す肌はだに直接触ふれられたら自然に鳥とり肌はだが立った。


　強い指に顎あごをつかまれ、無理矢理開かされた唇くちびるに唇が押しあてられる。


「う……っ……」


　優やさしさの欠片かけらもない、痛みすら感じる乱暴なキス。


　息苦しさに、覆おおい被かぶさる身体を押しのけようと肩かたを押したが、手首をつかまれてあっさりベッドに押さえ込まれた。


　拘こう束そくされる不快感から、佳希はもがいて腕うでの自由を取り戻そうとしたが、果たせなかった。


　渾こん身しんの力でもう一度試ためしたが、結果は同じ。


　しかも、佳希を押さえつけている腕は、さほど力を入れているようには感じない。


（……くそっ）


　佳希は学年でも背が高いほうで、クラスメイトの女の子達を見下ろしては、自分より薄い肩や細い首の華きや奢しやさに、いつの間にか自分が成長していることを実感していた。


　だが今はその逆で、成長したのは身長だけで、体付きそのものはまだ大人と呼べるレベルには達していないのだと、力ずくで思い知らされている。


　スーツの上からではわからなかった鍛きたえられた大人の男の肉体の強さをリアルに感じ、自分の非力さを思い知らされ、一夜の遊びの相手として自分が選ばれた要因もそこにあったんだろうと酷ひどく情けなくなる。


　社会的にも肉体的にも、今の自分は弱者だ。


　どんなに嫌でも、強い力に従う以外に道はない。


（でも今だけだ。今だけ我慢すれば……）


　もともと抵てい抗こうする気はなかったとはいえ、有無を言わさぬ力で押さえ込まれるというはじめての体験に、佳希は本能的な恐きよう怖ふを感じていた。


　どんなに抑おさえようとしても『怖こわい』という感情が勝手に沸わき上がってきて、身体中に染しみ渡わたっていく。


　最初に覚悟を決めていたお陰かげで、なんとか不様に叫さけんで逃にげるような真似まねをせずに済んでいるものの、恐怖に怯おびえる身体からだは宥なだめようがない。


（見なきゃいいんだ）


　佳希は、圧あつ倒とう的な体格差から意識をそらそうとした。


　もはや恐怖の対象でしかない男の身体を見ないように目をきつく閉じ、皮ひ膚ふの下で動く男の筋肉の動きを手の平で感じないよう、強く拳こぶしを握にぎる。


　身体中をはいまわる乱暴な男の手の感かん触しよくに怯えながら、早く時間がすぎることだけを願って耐たえた。


　刺し激げきを与あたえられ、追いあげられて、身体はそれなりに反応したが、意に反して思い通りにされている事実に、かえって怯えは酷くなっていく。


「……ちっ」


　目を閉じていても、いつまでも硬かたいままの佳希の身体に、男が苛いら立だっていくのがわかった。


　肌はだにくい込む指の力が強くなっていき、やがて乱暴に俯うつぶせにされて腰こしを抱かかえ上げられ、熱く硬いものが後ろに押しあてられるのを感じる。


「っ……。──ひっ！」


　未知の体験への恐怖と、強ごう引いんに押し広げられる圧あつ迫ぱく感と痛みに耐えかねて、その夜、佳希ははじめて小さな悲鳴をあげた。








　──覚かく醒せいは、急だった。


「────っ!!」


　肩を軽く揺ゆさぶられる感覚に、佳希は声にならない悲鳴と同時に目を開けた。


　男相手に叔父に売られ、はじめてホテルで男に組み敷しかれたときの記き憶おくが、夢として生々しく甦よみがえったのだ。


　今のが二週間以上も前の体験で、しかも夢だとわかっているのに、佳希の鼓こ動どうは速く、シーツを握りしめた拳は小さく震ふるえている。


　結局あの後、怯えきって受け入れようとしない佳希の身体に嫌いや気けがさしたのか、あの男はあっさりと行為を中断して佳希を解放してくれた。


　だが、今回はそうはいかないだろう。


（正見さん……だよな）


　開いた目には、男の輪りん郭かくが映っていた。


　肩を揺さぶって佳希を悪夢から起こしてくれたこの人は、そんな簡単には佳希を解放したりしない。


　それなりの代価を支し払はらっているのだから……。


　眠る前には闇やみ一色だと思っていたが、コンポやデジタルの目覚まし時計の表示盤ばんが放つ微かすかな光が、闇に慣れた目に少しばかりの視界を与えている。


　見えるといっても、本当に微かな灯りだったから顔までははっきりしない。


　ただ、目の前にある大きな黒い影かげの輪郭だけはやけにはっきりと見てとれた。


　佳希が覚醒したのに気づいたのだろう。


　正見が、横たわる佳希の顔を覗のぞき込むように覆い被さってくる。


「………うっ」


　その瞬しゆん間かん、さっきまでの悪夢が佳希の身体を支配した。


　自分より力が強く、大きな存在に有無を言わさず押さえ込まれることに対する本能的な恐怖に、思わずベッドの上に起きあがり身を引く。


　そんな佳希の反応をどう思ったのか、正見は佳希の腕をつかむと強引に抱だきすくめた。


（い……やだ……）


　強い腕に抱き寄せられるまま、佳希は正見の胸に顔を埋うずめる恰かつ好こうになった。


　広い肩、厚い胸。


　抱きすくめられたことで、正見と自分との体格差をリアルに感じて、佳希の恐怖はとめどなく増していく。


（……くそっ。落ち着け……）


　佳希は、怯えて震える自分の身体を叱しつ咤たした。


　絶対に逃げないと決めたはずだった。


　それなのに、土ど壇たん場ばにきてうろたえている自分が情けない。


　それと同時に、悲しくもある。


（なんで俺、こんな目に遭あってるんだろう）


　日中に母の記憶を何度も甦らせてしまったのが悪かったようだ。


　なんの不安もなく笑っていた頃ころの自分と、滅めつ多たなことでは笑えなくなってしまっている今の自分。


　その差が、埋めようもなく大きく思えて、どうしようもなく悲しくなる。


　それでも涙なみだは出なかった。


　笑えないだけじゃなく、今の佳希には泣くこともできない。


　泣いたところで、どうにもならないと、諦あきらめきっていたから……。


　正見は抱きしめているだけで、それ以上の行動を起こそうとはしなかった。


　ただ、小刻みに震える佳希を宥めるように、大きな手で何度も背中を撫なでている。


　どれぐらいそうしていたか。やがて状じよう況きように慣れてきたのか、佳希の身体の震えはなんとか収まった。


（……いつまでも、こうしているわけにはいかないよな）


　自分には、もう無条件で守ってくれる存在はいないのだ。


　ここにいるために、これはどうしてもやらなければならないことだった。


（……大だい丈じよう夫ぶ……我が慢まんできる）


　佳希は自分にそう言いきかせながら、正見の胸を押して、その腕うでから逃のがれた。


　薄うす闇やみの中、うつむいて目を凝こらし、半ば手て探さぐりで自分のパジャマのボタンを外す。


　全部外し終わると、うつむいたまま手を伸のばして、正見の腕に触ふれる。


　二の腕から肘ひじへと手探りで辿たどり、正見の手首をつかんで、自分のほうへ引き寄せた。


「……っ……」


　つかんだ正見の手を、はだけた裸はだかの胸へと自分から押しあてる。


　鎖さ骨こつ付近から、もっと下へ……。


　緊きん張ちようのあまりツンと突とつ起きしていた乳首に、滑すべり下りていく正見の指先が触れて、弾はじく。


　その瞬間、佳希はほんの僅わずかだが、甘い感覚を覚えた。


「……ん……」


　我知らず、微かに声が漏もれる。


　その声が、きっかけになった。


　佳希に導かれるままだった正見の手に、不意に力がこもる。


　佳希は強く肩かたを押され、ベッドに倒たおれ込んだ。


「……あ…………」


　指とは違ちがう感触が、頰ほおに、唇くちびるに触れる。


（……へいきだ。大丈夫だから……）


　佳希は自分の中の恐きよう怖ふと戦うのに必死で、執しつ拗ように繰くり返される深いキスに、ただ上の空で応じていた。


　少しでも恐怖が薄うすらげばと、前のときみたいに、自分よりがっしりした男の身体を見なくて済むようにしっかり目ま蓋ぶたを閉じる。


　覆おおい被かぶさる身体の重さで、どこまでも深く沈しずみ込んでいってしまいそうな錯さつ覚かくを覚えて、佳希は思わずきつくシーツを握りしめていた。





　正見は、前の男とは比べものにならないぐらい丁てい寧ねいに佳希を扱あつかった。


　まるで労いたわるかのように触れてくる唇や手が肌の上をすべり、微かな刺激を与えていく。


　やがて、執拗に繰り返されるソフトな愛あい撫ぶに、強こわばっていたはずの佳希の身体の緊張はほぐれ、いつの間にか甘い疼うずきを感じるようにさえなっていった。


（……なんで……）


　感じさせて欲しいなんて思ってなかった。


　正見がこの身体を好きなように使っている間だけ、じっと我慢すればいいんだと思っていた。


　だから、こんな風に甘い疼きを感じさせられると、逆にどう反応していいかわからなくなって困る。


「……あ、駄だ目め。……っん……」


　正見の手が、目覚めかけていた佳希自身に直接触れた。


　反応を確かめるようにやんわりと握にぎり込まれ、腰こしがジンと痺しびれる。


（全然、違ちがう）


　前の男は痛いぐらいにこすり上げ、強制的に佳希を解放へと導いた。


　が、正見の手はまるで快感をつむぎあげるかのように、佳希の反応をうかがいながらゆっくりと動いている。


「……あ……う、そ……や……」


　さっきまで恐怖のあまり重く感じていたはずの身体からだが、つむぎ出される快感に浮うかされて、まるで自分のものではないみたいだ。


　先せん端たんをぬるりと擦こすられ、同時に濡ぬれた舌で乳首を嬲なぶられた。


「あ……それ、や…っだ………っ」


　佳希が悲鳴をあげると、正見はさらに執拗に乳首を嬲る。


　ツンと尖とがった部分に軽く歯をあてられ、一瞬、佳希は痛みを予想して身を硬かたくしたが、予想外に甘い痺れがそこから全身に走る。


「……ふっ……」


　たまらない感覚に、ピクンと身体が揺ゆれる。


「……や、嫌いやだ！　あっ────！」


　と、同時に大きな手できつく扱しごかれて、張りつめていたものがあっさり弾はじけた。


　解放された衝しよう撃げきで、鼓こ動どうが荒あらく、息が苦しい。


　少し休めるかもと思ったが、すっかり敏びん感かんになってしまった身体は収まる気配をみせない。


（……なんで？　俺の身体、どうなってんだろう？）


　前の男のときは、無理矢理いかされたことを屈くつ辱じよくだとさえ感じて、余計に身体を強ばらせた。


　それなのに、長い時間をかけて慣らされたせいか、肌はだで感じる正見の些さ細さいな動きに、身体がピクリとあからさまに反応して佳希を戸と惑まどわせる。


「……ふ……うっ……」


　佳希の荒い息が収まるまで、頰に唇に、執拗にキスを繰り返していた唇が、ゆっくりと身体の上を滑すべり下りていく。


「……うそっ……や…ちょっ……っ」


　まさかと思う間もなく、再び勢いを取り戻もどしつつあったものを熱い口こう腔こう内に含ふくまれ、佳希は甘い悲鳴をあげた。


　手でしごかれるのとは比べものにならない熱くて甘い感覚が怖こわくて、条件反射で膝ひざを閉じかけたが、正見はあっさりそれを止め、膝を押し開いた。


「……ふっ……いや……っ………だめ……」


　愛撫に身体が反応するたび、佳希はそんな風に反応する自分の身体が怖くて、嫌だと駄目だと熱に浮かされたように呟つぶやいていた。


　だが呟くたび、正見がそこへの愛撫を強くする。


　それに気づいて、声を漏らすまいとしても、もう自分でもどうにもならなかった。


（いやだ……いや……）


　与あたえられる甘さに、意識が朦もう朧ろうとしてくるのを感じて怖くなった。


「……あ……や……っ」


　大きな手が、ゆっくりと太ふと股ももを撫で上げていくと、そこからむず痒がゆく、甘い感かん触しよくが広がる。


　嫌だと思っているのに、むしろ身体はその感覚を嬉き々きとして受け入れている。


　が、撫で上げる指先がきつく閉ざされていた後ろに触れると、さすがに身体も過去の痛みを思い出し、恐怖にすくんだ。


「…ひっ……やだ……」


　シーツを握りしめていた佳希の指が小さく震ふるえる。


　甘さからくる呟きと、恐怖からくる呟き。


　正見は、佳希の声の微び妙みような差に気づいたのか、指の動きを止めた。


　そのかわり、くわえていたものを宥なだめるように唇でこすり上げ、舌先で舐なめ上げる。


「…や………あっ…は………んん……」


　佳希の身体は、過去の痛みに対する恐怖より、今この瞬しゆん間かんの疼くように甘い愛撫を選んだ。


　本人の意思を無視して、もっと感じたいと、正見の動きを期待して敏感にすらなっていく。


「────ひっ」


　根本を強く締しめつけられたまま。先端を舌先でくすぐられ、きつく吸い上げられる。


　それは鮮せん烈れつな快感だった。


　今すぐにでもいけそうなほど張りつめているのに、それがかなわない。


　行き場のない熱い奔ほん流りゆうが身体の中で暴れて苦しいのに、与えられる愛撫から逃にげたいとは思っていないのだ。


　もっともっと感じていたい。


　その先の行こう為いの準備のために、いつの間にか後ろに触れた正見の指が、そこをほぐそうとしているのがわかっていても、もうどうでもよかった。


　熱くなる身体に引きずられ、朦朧とした佳希は、与えられる快感だけを貪むさぼることに夢中になっていった。


　やがて長い指がそこに潜もぐり込み、中を探さぐるように蠢うごめいても、もう恐怖は感じない。


「…………んっ」


　探るように動いていた指がある一点を刺し激げきすると、電流が走ったように身体が甘く痺れた。


「……な、なに？　や…だ…まっ………っ」


　佳希の反応を確かめるかのように、二度三度と、指の腹がそこをこすり上げる。


　そのたびに、佳希の身体に鮮烈な快感が走り抜ぬけた。


「……あ……ふ……っ……」


　いつの間にか二本に増やされた指が大きく動いて中をかき回すと、たまらずに腰が揺れる。


　前を探られるのとは違う、はじめての感覚。


　長い指が身体の中で動くたびに、身体が熱く痺れていく。


　甘い痺れがゆうるりと身体中に拡がっていって、そこから溶とけ出してしまいそうだ。


「あ……いい……そこ……もっと…」


　震える唇くちびるから、堪こらえきれずに泣き声が零こぼれた。


（………え？）


　そんな自分の声を耳にした佳希は、一瞬にして我に返って、愕がく然ぜんとした。


　覚かく悟ごの上とはいえ、いま自分は望んでもいない相手に犯おかされている。


　それなのに、自ら媚こびるような言葉を口にしているなんて……。


（うそ……だ）


　自分がそんなことを口走っているのが信じられない。


　そんなことを自ら進んで言うようになってしまうなんて、思ってもみなかった。


（……いやだ）


　売られたのは身体だけ。


　心までは売ったつもりはなかったのに……。


　だが、そんな否定も長くは続かなかった。


　沸わき上がってくる甘い感覚だけに支配され、やがて次し第だいに余計なことを考える余よ裕ゆうもなくなっていく。


　あまりにも甘く深い快感に、佳希の意識は再び朦朧としてなにも考えられなくなっていた。


　やがて膝をつかまれて足を押し広げられ、指よりももっと硬かたくて熱いものをあてがわれた。


「……んっ……う……」


　前の男のときはあれほどに固く拒こばんでいたというのに、佳希の身体は少しずつ正見を受け入れていった。


　押し入られる圧あつ迫ぱく感と痛みは確かに感じる。


　だが、そこを刺激される快感を知った身体は、もう痛みに怯おびえることはなかった。


　むしろ、さっきの快感をもう一度味わうことを期待して、馴な染じませるようにゆっくりと挿そう入にゆうされるものに、焦じれったさすら感じていた。


「……あ……っ……」


　正見は根本まで挿入すると、いったん動きを止めた。


　佳希の顔の脇わきに手をつき、屈かがみ込んで唇を求めてくる。


「……んん」


　軽いキスを唇に受けた佳希は、無意識のうちに舌を絡からめあう甘さを求めて、自ら進んでキスを受け入れていた。


　正見の唇からは、佳希が放ったものの青あお臭くさい匂においがする。


　最初の頃ころならば、きっとそれを不快に思っただろう。


　だが今は、それが逆に卑ひ猥わいな感じさえして余計に煽あおられる。


　やがて、正見はゆっくりと腰こしを使いはじめた。


　佳希は息を詰つめ、それが徐じよ々じよに醸かもし出していくだろう感覚を期待して、その動きを追った。


「……ん……っ……はっ……んん……」


　圧迫感を伴ともなうものが身体からだの中で蠢くたびに、そこが甘く痺しびれていく。


　ゆっくりと動くものに身体が馴染むにつれ、身体が徐々に熱くなる。


　身体の中にたまる熱の苦しさに、呼吸は浅く速くなっていった。


「……あ……はっ……うそ……いい……」


　佳希の息の荒さに比例して、正見の動きは大きく激しくなっていく。


　その激しさが、さらに佳希を喜ばせた。


「あ……っいい……ん……ふ……そこ……」


　激しい動きに翻ほん弄ろうされ、身体がずり上がった。


　快感に酔よって溺おぼれる身体に翻弄されて、口からは止める間もなく媚びる言葉が零れ続けている。


「……ん……あ……。いい……まさみさん……あっ……」


　揺ゆさぶられるたびに沸き上がってくる深い快感を、佳希は貪どん欲よくに求め続けた。


「……くっ……あっ……っ……ああ……」


　リズミカルに強く突つき上げられるたびに、とろけそうに甘い快感が背筋をぞろりと撫なで上げていく。


　正見の動きが、さらに激しさを増した。


　もっと深くまでと貪欲な身体が望むまま、シーツを握にぎりしめていた佳希の手が正見の肩かたに伸のびる。


（……だめ…だ！）


　佳希は、その手をギュッと握ると、最後の理性で無理矢理引いた。


　自分から抱だきついてしまったら、身体だけじゃなく、なけなしのプライドまで売り渡わたしてしまうような気がしたのだ。


　耳に届く正見の息がいっそう荒あらくなり、ひときわ強くねじ込まれる。


「はっ、─────んっ!!」


　身体の奥で熱いものが弾はじけた。


　衝しよう撃げきで、解放を待ち望んでいた佳希自身も弾ける。


　あまりにも強い快感に身体が反り返り、意識は白く飛んだ。


　その瞬間、佳希は握りしめていた拳こぶしで、我知らず正見の胸を叩たたいていた。




　　　　４







　翌朝、目が覚めるとひとりでベッドに眠ねむっていた。


　身体を起こして自分の身体を見下ろしたが、きちんとパジャマを着ていて乱れた様子は全然みあたらない。


　だが、昨夜のあれが夢じゃないのは、身体の違い和わ感が証明していた。


（……変な感じだ）


　変な体位をとらされたわけじゃないのに、どうしてこんなに身体がきしむのだろう。


　一種の筋肉痛みたいなものかもと、まだぼんやりする頭で思いながらベッドを降りる。


「──つっ」


　その途と端たん、身体の奥に刺さすような痛みが走った。


「うっそだろ」


　あまりの痛みに一気に目が覚めた。


　佳希は思わずベッドに手をついて、その場にへたり込んだ。


　昨夜は後ろを使われても、さほど痛みを感じなかった。


　それなのに、どうして今朝になってこんなに痛いのか？


　痛みとは違ちがう甘い感覚に夢中になっていたせいで、痛みを自覚しきれなかっただけだ。


　そんな答えが、間かん髪はつ入れずに自分の中から返ってきた。


（……な……んで……）


　急に胸が苦しくなって、佳希はパジャマの胸元をギュッと握った。


（いやだ。……あんなの俺じゃない。嫌いやだ。違う）


　昨夜の自分の痴ち態たいが、脳のう裏りに赤せき裸ら々らに甦よみがえってくる。


　好きでもない男に抱かれ、貫つらぬかれて、とろけそうな快感に喜んでいた自分。


　最後には自ら腰をすりつけすらした。


「……くそっ。サイテーだ」


　床ゆかにへたり込んだまま、ベッドに顔を押しつけ、後こう悔かいと羞しゆう恥ち心しんからくる胸の痛みに呻うめいた。


　しばらくそうしていると、徐々に痛みが治まっていく。


（…………違う。しかたなかったんだ）


　少し落ち着いた佳希は、心の中で呟つぶやいた。


　正見は残ざん酷こくなほどに優やさしかった。


　あんなに丁てい寧ねいに優しく扱あつかわれて、感じずにいられるわけがない。


「……起きよ」


　ゆっくりと、もう一度立ち上がり、歩いてみる。


　鈍にぶい痛みが身体の奥にこびり付いたままだったが、動くのに支障が出るほどでもない。


「ま、こんなもんだよな」


　あれは強ごう姦かんじゃなかった。


　納なつ得とくずくで抱かれたのだから、ショックを受ける必要はない。


　想像していたより気持ち良すぎてちょっとばかり羽目を外したが、経験の浅い自分が、はじめて与あたえられた快感に翻弄されてコントロールを無くしてしまうのはしょうがないこと。


「なんたって、やりたい盛りの高校生だし」


　佳希はどこか虚うつろな声でそう呟いた。


　だから、仕方なかったのだ。


　プライドを傷つけられるようなことじゃない。


　痛い思いをするよりは、きっとマシなんだし……。


　佳希は、自分にそう言いきかせた。


「………あー、腹へった」


　平静を装よそおって、呟いてみる。


　だが、キッチンに顔を出す前に、どうしてもやっておかなければならないことがある。


　佳希は、そのままバスルームに向かうと、シャワーを浴びた。


　身体に残る昨夜の匂いを、すべて洗い流すために……。











「加瀬さん、おはよう」


　おはようと言うには、少しばかり遅おそい時間になってしまっていた。


　佳希が挨あい拶さつと同時にキッチンに入ると、椅い子すに座り、長い身体を折り曲げるようにうつむき加減で腕うで組ぐみをしていた加瀬が、ビクッと顔を上げる。


「うたた寝ね中？」


「……あ、そう…だね。……うん」


　加瀬は戸と惑まどった感じで、瞬まばたきを繰くり返している。


「寝ぼけてる？　──昨日も気になったんだけどさ、加瀬さんっていつ寝てるんだ？」


「え？」


「正見さんは夜型なんだろ？　だったら、面めん倒どう見てる加瀬さんも夜型の生活してたんじゃないのかなって思ってさ。……俺の世話までやってたら、寝る時間が取れないんじゃないか？」


　コーヒーメーカーに出来上がっていたコーヒーをふたりぶんカップに注つぎ、テーブルに持っていく。


「ありがとう」


　加瀬は静かな声で礼を言った。


「そうだね。──いつもは昼前に寝て夕方に起きるような生活をしてるんだけど……。大だい丈じよう夫ぶ。平気だよ。暇ひまを見つけては寝てるから」


「今みたいに？」


「そうだね」


　それならば、平日の日中は学校に行くわけだし、さほど負担にならずに済むかもしれない。


　少し、安心した。


　朝食は、昨夜で初日の残り物を全部食べ終わったから、トーストと目玉焼きとサラダというシンプルなメニューだった。


　こってりしたものにちょっと辟へき易えき気味だった佳希は、嬉き々きとして朝食を平らげた。








「──さて、少し寝るかな」


　食事の後、皿洗いを手伝ってから、佳希が言った。


「え、今日は買い物に行くんじゃなかった？」


「買い物？」


「昨夜、話したと思ったんだけど」


「あ、そっか」


　昨夜は色々悩なやんで話半分で聞いていたからはっきりとは覚えていないが、確かに買い物に行く約束をしたような気がする。


「顔色が悪いみたいだけど、具合でも？」


「具合が悪いってわけじゃ……」


　少し痛むし、だるいけど、寝ていなければならないほどじゃない。


　自分が部屋に戻もどれば、加瀬も休めるだろうと思ったから、そう言っただけだった。


　だが、加瀬の心配そうな顔を見たら、気が変わった。


（寝てても、つまんないよな）


　昨夜のことをあれこれ思い出して、きっとまた無意味な後悔に苛さいなまされる。


　それぐらいなら、気晴らしを兼かねて出で掛かけたほうが良いいし、その相手が加瀬ならばきっと楽しい時間が過ごせるような気がする。


　それに変に勘かんぐられて、気を回されるのは嫌だとも思う。


　これからは、これが自分の日常になるのだ。


　気を回されて加瀬に余計な心配をさせないよう、できるだけ当たり前の顔をしていなければ……。


「延期しようか？」


「いや、大丈夫。──昨夜、正見さんが来たんで、ちょっとアレなだけで……。ま、慣れてるから、平気だ」


　心配そうな加瀬に、佳希はつとめて軽い調子で言った。


「……そう。──ごめんね」


　悲しそうな顔で加瀬が謝る。


　その表情に、佳希はピンときた。


（……加瀬さん、正見さんに言ってくれたのか）


　それで玉ぎよく砕さいしたんだろう。


「加瀬さんが謝ることじゃないって」


　佳希は、加瀬を安心させようとわざと笑え顔がおを作った。


　それなのに、加瀬はいっそう悲しい顔になっていった。











「おお、でかい。──やっぱり、加瀬さんぐらいでかいと、普ふ通つうの乗用車じゃ窮きゆう屈くつか」


　車庫にいって加瀬の私物だという八人乗りのワゴン車を見て、佳希は妙みように納得した。


「それもあるけど、でも荷物を沢たく山さん積めるのが便利だからって理由のほうが大きいかな」


　菜園用の土や肥料とか、ちょっとした家具も自分で運べるからと加瀬が言う。


　加瀬は外出するとあって、今はトレードマークっぽくなっていたエプロンとバンダナを外している。


　たぶん二十代後半ぐらいなのだろうが、シャツとジーンズというラフな恰かつ好こうをしていると、世慣れていない学生っぽい雰ふん囲い気きになる。


　少し自分に近い感じがして、友達と遊びに行くときの気分に近い感覚を覚えて嬉うれしくなる。


「で、今日はどこに？」


　走り出した車の助手席で、佳希は聞いた。


「郊こう外がいのショッピングモールへ。君たちぐらいの年とし頃ごろの子が気に入りそうなショップが沢山あるからね」


「ショップ？　食料の買い出しじゃないのか」


「昨夜の話、ちゃんと聞いてなかったんだね。君の私物を買いに行こうってことだったんだけど……」


「あー、そっか」


　父の失しつ踪そう後、叔お父じの家に引っ越こすとき、迷めい惑わくをかけないようにと極力荷物を減らし、その後も必要最低限のものしか買わないようにしていた。


　引っ越しの際、加瀬は佳希の荷物が極きよく端たんに少ないのを驚おどろいていたようだから、気を遣つかってくれたのだろう。


「ごめん。……そういうことなら、わざわざ行かなくていいよ。この近所にある書店にでも連れてって欲しいな」


「そう？　でも、秋物の上着類とか、あまり数持ってなかったみたいだし」


「それはそうだけど……。でも、ぶっちゃけ先立つものがあまりなくてさ」


　小こ遣づかいに相当するものは叔父から貰もらっていたが、友達とのつきあいでなくなってしまう程度。


　今まで必要な服などは、年に何回か叔お母ばが買ってくれていた。


「それなら大丈夫。──ほら」


　ちょっと気まずい気分になった佳希に、加瀬が明るく言ってシャツの胸ポケットからクレジットカードを出して佳希に渡わたした。


　受け取って、何気なく裏を見た佳希は驚いた。


「いつの間に……」


　カードは写真入りで、しかも佳希の筆ひつ跡せきでサインまで入っている。


（この手のカードって未成年者でも作れるんだっけ？）


　いったいどんな経路を辿たどってこのカードがここにあるのか、深く追究しないほうが良さそうな気がする。


「正見さんが、これで好きなものを買えって？」


「そうだね。──キャッシュカードもあるから、家に戻ったら渡すね」


「太っ腹だな。とんでもないものを買ったりするかもとか考えないのかね」


「そんな心配はしてないよ。だって、君はそんなことしないだろ？」


「まぁ、そうだけど」


　父親の借金の件があったせいで、佳希は金に関しては少々神経質だ。


　いわれのない罪悪感を感じて、手元に金があっても気楽には使えなかったのだ。


（ま、いっか）


　このカードに関しては、気楽に考えればいい。


　正見から与あたえられるものに遠えん慮りよする必要はない。


　なにしろ、昨夜も、そしてこれからも、自分は見返りを与えていくことができるのだから。


　佳希は、ジーンズのポケットにカードを無造作に押し込んだ。








　駐ちゆう車しや場じようからショッピングモールまでは少し距きよ離りがあった。


（足の長さが違ちがいすぎるんだな）


　最初はふたり肩かたを並べて歩いていたが、同じ歩調で歩いているはずなのに、佳希が徐じよ々じよに遅おくれ気味になってしまう。


「あ、ごめん。歩くの速いよね」


　歩調を速めて追いつき、もう一度肩を並べたら、気づいた加瀬が申し訳なさそうに言って歩調を緩ゆるめた。


「気にしなくて良いのに。──こういうの、なんか懐なつかしい感じだし」


「懐かしい？」


「うん。ガキの頃ころ、父さんの後を追いかけてたからな」


　幼い子供の歩調にあわせようとしない、邪じや険けんな父親だったわけじゃない。


　佳希がそうするようにと要求したのだ。


　ムキになって足を動かし、小走りで追いかけてくる佳希を振ふり向いて、『よ～し、頑がん張ばれ』と愉ゆ快かいそうに笑う父親の顔が大好きだったから……。


「笑ってるね。──お父さんのこと、大好きだったんだ」


　懐かしい記き憶おくに、知らず頰ほおを緩めていた佳希を見て、加瀬が言った。


「そう……だったかもな」


（昔は大好きだって、はっきり言えたのに……）


　幸せだった過去から今へと続く、辛つらい記憶を思い出して、佳希は言葉に詰つまった。








　その後、何軒けんかのショップを回って買い物をした。


　制服の下に着るＴシャツの類たぐいや普ふ段だん着ぎを何着か、それに加瀬に言われて佳希専用のリネン類やカップ、箸はしなども揃そろえる。


　必要な物だけを買ったつもりだったが、これで買い物終しゆう了りようと判断した頃には、けっこうな大荷物になっていた。


「俺も、少し持つって」


　今日の買い物の主役は佳希だからと、加瀬は荷物持ちに徹てつしてくれて、両手に大量の紙かみ袋ぶくろをぶら下げている。


「軽い物だけだから大だい丈じよう夫ぶだよ」


「そう？　──あ、加瀬さん、車に戻もどる前にちょっと一息入れてこうよ」


　目についたコーヒーショップにふたりで入る。


　佳希がレジで買ったコーヒーを両手で持って、先に席を取ってくれているはずの加瀬の姿を店内に捜さがすと、店内に三個しかないソファー席に加瀬は陣じん取どっていた。


　他ほかはカウンター席と、外に面したスチール製の椅い子すの席しかないから、いい選せん択たくだ。


「はい。ブラック」


「ありがとう」


　加瀬にコーヒーを手て渡わたして、佳希もソファーに深く座る。


　温かな飲み物を身体からだに入れると、疲つかれていたのか自然にため息が零こぼれた。


「いい席が空いてて良かった」


　昨夜のこともあったし、柔やわらかな座り心地に、心からそう思う。


　だが、加瀬はちょっと複雑そうな顔をしていた。


「どうかした？」


「いや、それがね。最初は空いたカウンターに座ろうとしたんだけど、店員さんに窮屈だろうからこっちにどうぞって案内されちゃったんだよ」


　気を遣つかわせちゃったみたいだ、と、加瀬には少々低すぎるソファーに足の長さをもてあましながら、申し訳なさそうに言う。


「加瀬さんって、ホント面おも白しろいな」


　マイペースかと思いきや、気配りもする。


　それも気の弱さからじゃなく、優やさしさからくる気配りだ。


　人混みを歩くとき、すれ違う子供に荷物が当たらないように注意したり、ゆっくり歩くお年寄りの歩調に自然にあわせてあげるような、そんな人として当たり前の気配り。


　今日一日一いつ緒しよにいて、それが良くわかった。


　気持ちが和なごんだ佳希が、つい微ほほ笑えむと、


「あ、笑ったね」


　加瀬が嬉うれしそうな顔で言った。








　帰りは、ショッピングモールからまっすぐ帰らず、最寄り駅から家までの道を佳希が覚えるために寄り道をして帰った。


「本当にこれだけで良かったのかな。スニーカーとかも必要じゃない？」


　信号で停まった際、加瀬が後部座席に積んだ紙袋を振り向いた。


「それはまた今度でいいって。──加瀬さん、自分の買い物はなかったのか？」


「ああ、僕は普ふ通つうの店じゃ、ちょっとね」


「あ、そうか」


　さすがにここまで大きいと、普通の店では身体にあうサイズを探すのは難しそうだ。


「ああいうショップに入ったの随ずい分ぶんと久しぶりだよ。けっこう面白かったな」


「確かに面白かったかも……」


　加瀬本人が荷物持ちに徹しているつもりでも、ショップに入れば否いや応おうなしに店員に話しかけられる。


　最初は控ひかえめに話しかけてきていた女性店員が、加瀬と二言三言言葉をかわすといきなり積極的になって、あれやこれやと話しかけるようになるのは、けっこうな見物だった。


（やっぱり、この顔だろうな）


　走り出した車の中、真面まじ目めな顔で車を運転する加瀬の横顔を眺ながめる。


　よくあるストライプのシャツにジーンズと、普ふ段だんから地味な服装をしている加瀬を見た人は、まず彼の長身に驚おどろく。


　そして二言三言かわすと、たぶんそのゆったりとしたペースにほっとさせられる。


　さらに女性の場合は、言葉をかわすことでチタンの眼め鏡がねの奥の目のハッとするほどの綺き麗れいさに気づいて、俄が然ぜん積極的になるのではないかと、佳希は思った。


　最初は欠点に思えたちょっと猫ねこ背ぜなところも、背の高さから来る圧あつ迫ぱく感を緩かん和わさせるうえに、押しの強い性格じゃないことの証明のようで、むしろ好ましくさえある。


　そんなことを佳希が考えていたら、


「佳希くん、学校でも、もてるでしょう？」


　加瀬が、からかうような口調で聞いてきた。


「なんだよ、急に？」


「店員の勢いが違ったからね」


　どうやら佳希とは逆で、加瀬は、あれもこれも試着してみろと迫せまってくる店員につかまった佳希を見て面白がっていたらしかった。


「佳希くんが恰好良くて大たい抵ていの服が似合うから、いろんな服を着せたくなるんだろうね。女の子達も、けっこう振り返って見てたし……」


「あれは加瀬さんを見てたんじゃないのか？」


「違ちがうよ。この身長だから人に見られるのは慣れてるけど、今日の視線は佳希くんに向かってた」


（……違うよな）


　佳希だって人から見られるのには慣れている。


　だから、視線の向きがどっちに向いているかぐらいの判断はできる。


　今日向けられた視線の半分近くは、確実に佳希から加瀬へと流れていった。


　ショップで遠巻きに会話を聞いていた限りでは、加瀬にあからさまなアプローチをしていた店員もいたはずなのに……。


　それなのに、本人が全然気づいていないとは……。


「……呑のん気きだなぁ」


　加瀬のマイペースっぷりに、思わず佳希は苦く笑しようした。


　その途と端たん、「あ、笑ったね」と加瀬が言う。


「なんだよ、さっきからいちいちチェックして……。加瀬さん、まさかカウントしてるんじゃないよな？」


「違うよ」


　笑うたびにいちいち指し摘てきされ、ちょっと気になった佳希が聞くと、加瀬は笑って誤ご魔ま化かした。


（なんなんだ？）


　わけがわからない。


　でも、「笑ったね」と呟つぶやく加瀬の表情が、なぜか凄すごく嬉しそうに見えて悪い気はしなかった。








　内線で夕食だと呼ばれてキッチンに降りると、テーブルの上にはデミグラスソースのかかったオムライスが美味おいしそうな湯気を立てていた。


「手て抜ぬきで良いいって言ったのに」


　普段は寝ねているはずの時間に買い物につきあってもらったわけだし、加瀬に楽をさせたいと思ったのだ。


「ちゃんと手抜きしてるよ。オムライスって見み栄ばえのわりに簡単なんだ。ソースは冷れい凍とうのストックだしね」


　セロリの入った透とう明めいなスープをカップに注ぎながら、加瀬が言う。


「へぇ」


　佳希は父とふたり暮らしだった頃ころ、何度かオムライスに挑ちよう戦せんしたことがある。


　そのたびに、卵いっぱいのチャーハンにメニューを変へん更こうする羽目になって、随分と悔くやしかったものだ。


「さすが本職」


　椅子に座って、佳希は美味しそうな湯気の香かおりを嗅かいだ。





「明日は何時に送って行くと良いかな？」


　食事の最さ中なかに、加瀬が聞いてくる。


「え、送るって、もしかして車で学校まで？」


「そうだよ。ここから学校まで、車だと四十分弱くらいだね」


「わざわざ送ってくれなくて良いよ。ここからなら電車で乗り換かえなしで行けるし」


　学校まで送り迎むかえをされたら、さすがに困る。


　周囲になんと誤魔化したらいいかわからないし、帰宅時のちょっとした友達との寄り道もできなくなる。


「え、でも、車じゃわからなかったのかもしれないけど、ここから駅までけっこうあるよ」


「何分ぐらい？」


「僕の足で二十分かな」


「……そりゃかなりだ」


　下手をすると三十分近く歩くことになりそうだ。


「だから、僕が送り迎えするって」


　妙みように浮うかれた調子で加瀬が言う。


「それもなにかのリベンジ？　でも、毎日じゃ負担が大きいだろ？」


　それに、加瀬の睡すい眠みん時間を確実に削けずることにもなる。


「自転車にしようかな。──とりあえず、明日は朝だけ駅まで送ってってくれるか？　帰りは自転車買ってそのまま乗ってくるから」


「そう？」


　加瀬は、つまらなそうな顔をした。


「……まぁ、雨の日は駅まで送そう迎げいしてもらえるとかなり助かるけど」


　仕方なくぼそっとつけ加えると、加瀬は嬉しそうに頷うなずいた。





「──そういや、この家、テレビは？」


　食後のコーヒータイム、ふと思いついて聞いてみる。


「リビングに大きいのがあるよ。あとは、ここ」


　立ち上がった加瀬が、扉とびらが上にスライドして収納できるタイプの戸と棚だなを開ける。


　中から、テレビ画面が現れた。


「食器棚だなだと思ってた。そんなところに隠かくしてたのか」


「隠してたわけじゃないよ。このほうがスッキリするから……。ちなみに、こっちの扉は実は荷物用の小型エレベーターだったりするんだけどね」


　浮き浮きした様子で加瀬が観かん音のん開きの小さな扉を開けると、荷物を乗せられる小さな空間がぽっかり開いていた。


「正見さんの部屋に直通か」


「そう。便利だよ」


　加瀬は扉を閉めて、椅い子すに座る。


「テレビ、佳希くんの部屋にも欲しい？」


「う～ん、どうしようかな」


　叔お父じの家では、キッチンや従兄弟いとこ達の部屋とかで、適当に見たい番組だけをチョイスして見ていた。


　わざわざ買ってもらっても、使う頻ひん度どは低そうだ。


「ここのテレビを使って良いんなら、それで充じゆう分ぶんかな」


「そう？　もしゲームとかするようなら、部屋にあったほうが便利なんじゃないかな」


「あ、俺、そういうの全然しないから」


　母親が生きていた頃は人並みにゲームをやっていたが、それ以降は従兄弟のつきあいでしかやらなかった。


　時間的にも精神的にも、そういうもので遊ぶような余よ裕ゆうがまったくなかったのだ。


「へぇ、君ぐらいの年代にしては珍めずらしいね」


「そうかも。友達も携けい帯たいゲームならみんなやってるし……。──あ、でも、正見さんが作ってるゲームぐらいはやっとくべきかな」


　あれはオンラインゲームだから、やるとしたら必要なのはテレビじゃなくてパソコンになるか、と佳希が呟くと、興味がなかったらやる必要はないんじゃないかなと加瀬が言った。


「そう？」


「うん。ゲームは人に強制されてやるものじゃないから……。楽しめないなら、それは時間の無む駄だでしかないよ」


「そうか。だったら、プレイしている友達から情報だけでも集めておくか」


　佳希が言うと、加瀬はちょっと困った顔でカップに視線を落とした。




　　　　５







　正見の屋や敷しきに引っ越こしてから一ヶ月がすぎる頃には、生活のパターンも決まって楽に暮らせるようになっていた。


　慣れてしまうと、叔父の家にいたときのように急な接待で連れ出されることがないぶん、本当に気楽に暮らすことができる。


　朝の七時半には家を出て、四時から六時の間に帰宅する。


　その後は夕食まで少し勉強して、夕食後はテレビを見ながら加瀬ととりとめのない世間話。


　いつの間にか、加瀬は佳希が笑ってもカウントしなくなっていた。


　たぶん、佳希が加瀬の前ではごく自然に笑えるようになっていったからだと思う。


　部屋に戻もどってからは、その日の気分で雑誌をめくったり、ぼけっと音楽を聴きいたり……。


　なんだかやる気が起きなくて、前ほどがむしゃらに勉強はしなくなった。


　とりあえず、勉強に関しては、次のテストの結果を見てから検討するつもりだ。


　そして夜、だいたい三日に一度の割合で、正見は佳希の部屋を訪おとずれる。


　そのたびに繰くり返される行こう為いに佳希は慣れた。


　強がりじゃなく、いつの間にか本当に慣れて、平気になってしまっていた。








「佳希、今日は購こう買ばい？　学食？」


「学食。他ほかの奴やつらは先行ってるってさ」


「あ、じゃ、俺も」


　高校の昼休み、佳希は横田とともに学食に向かった。


「なんだよ、今日はうどんか。腹でも壊こわしてんの？」


　注文した品を盛ったトレーを持って、佳希がテーブルに座ると、先に来て席取りをしてくれていた友達がからかった。


「違ちがう。しょうがねぇだろ。最近、家じゃ洋食ばっかで、こういうのに飢うえてんだよ」


　加瀬はどうやら洋食系が得意らしい。


　文句なく美味しいから、出されたものは常にぺろりと平らげるが、さすがに毎晩洋食ばかりだとさっぱりしたものも食べたくなる。


　鮭さけ定食や煮に物ものなど、学食の和食メニューを食べることで、バランスを取っているのだ。


「ま、ちっさいガキが居る家じゃ、それもしょうがねぇよ。ミートボールのお弁当から解放されただけ良かったじゃないの」


「……まあな」


　横田の言葉に、佳希は苦く笑しようした。


　以前、佳希は毎日叔お母ばの手作りの弁当を持参していた。


　が、それは佳希ひとりのためじゃなく、従兄弟達の学校が弁当だったから、そのついでに用意してもらっていたものだった。


　だから、当然弁当の中身は、小学生のお子さまが好きそうなものばかり。


　ミートボールに甘い卵焼き、甘い鶏とりそぼろの入った一口大のおにぎり等々、子供が好んで食べる食材がギッシリ詰つまった弁当に、正直辟へき易えきしていたのだ。


　しかも、家での夕食も、子供の好きな甘い味付けの料理ばかり。


（アレは拷ごう問もんの一種だよな）


　加瀬の作る料理は、メニューは叔母のものとかなり被かぶっているが、大人向けの味付けだから毎日続いても美味しくいただけている。


（……あ、もしかして）


　そこまで考えた佳希は、ひとつの可能性に気づいた。


（加瀬さん、わざとああいうメニューにしてないか？）


　ハンバーグにロールキャベツ、ピザにパスタ、カレーにミートローフ。


　子供の好きそうなメニューを日ひ替がわりで出しているような気がする。


　誕生日パーティーの話といい、サービス精神が旺おう盛せいなうえに、たまにやけに外すことがある人だから、佳希の味覚を子供扱あつかいしている可能性は大。


（帰ったら、それとなく聞いとこう）


　上手うまくすると、家でも和食が食べられるようになるかもしれない。


　一いち縷るの希望を見み出いだして、ひそかに佳希は喜んだ。


「──って、スフィア？」


　ふと、聞き流していた友達の会話の切れ端はしが耳に飛び込んでくる。


「スフィアって、『Ks.com』の一番人気のオンラインゲームか？」


　興味を惹ひかれて、佳希も会話に交ざる。


　自分からその話題を出すきっかけがつかめずに、聞けないままだったのだ。


「そ。こいつ、はじめようかって悩なやんでるんだってよ」


「いや、だってさ、マミちゃんがはまってるって言うから、話のネタになるかなーって。──で、どうなのよ。面おも白しろい？」


「はいはい、俺、ず～っと前から継けい続ぞくしてやってる」


　横田の質問に、友達のひとり、三み崎さきが手を拳げた。


「文句なしで、おもしれーよ」


　スフィアは、持ちキャラの経験値を上げてクラスアップさせていくのが基本のＲＰＧ。


　まっさらな状態のキャラクターを与あたえられたユーザーが、剣けん士しや僧そう侶りよ、魔ま法ほう遣つかいに楽師、学者や猟りよう師しなど、キャラクターを目的とした職業につけるよう育成していくのだそうだ。


　首しゆ尾び良く成長させてその職業についた後も、さらなるクラスアップを求めて育成を続ける。


　他の職業のキャラクターと交流することでしか得られないアイテムをゲットして力を増したり、協力しあってモンスターや政敵を倒たおしたりと、次々にイベントが発生していって、プレイヤーを飽あきさせない。


　滅めつ多たにいないらしいのだが、最高位のレベルまでクラスアップさせることに成功したユーザーは、望みさえすればゲーム内に最初から常在する固定キャラクターを操作する権利を与えられ、ゲーム世界の進行を左右する重要な役割を担になうこともできるという。


　そしてゲームの最終的な目的は、物語世界に巣くう魔ま物ものの王を倒すことにある。当然、魔王は強く、ある一定のレベルに達したキャラクター達が大人数でパーティーを組んでかかる必要があるのだが、いまだ魔王にダメージを与えたことがないという話だった。


「ま、そっちの戦いに加わらなくても充分遊べるんだ。逆玉にのって貴族にもなれるし、剣士がクラスチェンジして農民にもなれる」


「脱だつサラかよ」


「そう、そんな感じ。ファンタジーと妙みようにリアルな部分が混在してるのが、また楽しいんだよなー」


「だったら、俺もやってみよっかな」


「……横田、おまえ、飽きっぽいから向かないんじゃねぇの？　アレ、けっこう時間かかるぜ」


　それに、と三崎が続ける。


「開始から随ずい分ぶん経たってるから、古参のプレイヤーが上位クラスを独どく占せんしちまってるんだよ。上位クラスのイベントになればなるほど、新規プレイヤーは経験値不足で弾はじかれるし……。ついでに、近々、対魔王の大規模な戦せん闘とうが計画されてて、プレイヤー内にできるかぎり参加しろって回覧が回ってて、かなり盛り上がってんだよな」


「それって、もしかしてもうじきゲームオーバーになるかもしれないってことか？」


　佳希は、気になって聞いた。


「やってみないとわからないけど、可能性は大かもな。──だからさ、低層でちまちま遊ぶ分には問題ないけど、これから本気でやるには向かねぇかも。近々別べつ枠わくでセカンドステージが開始されるんじゃないかって話題になってるし、やるんならそれまで待ったほうがよさそうだぜ。それにスフィアに代わる大がかりなゲームが公開されるんじゃないかって噂うわさもあるしなー」


　楽しみだーと、三崎はひとりで興奮して叫さけんでいる。


（じゃ、その新しいゲームとかでずっと忙いそがしいのか）


　佳希の元を訪れる時以外は部屋から出てこない正見のことを、佳希は思った。


　いくら仕事とはいえ、日の光の差さない部屋に一日中こもっていては、普ふ通つうは身体からだにだって悪そうだが……。


（……いや、そんなことないか）


　三日に一度の逢おう瀬せを思い出し、なんとなく友達の顔を見ていられなくなってうつむく。


　何事にも例外はあるものなのだろう。











　その日の夕食のメインは、鶏肉のハーブグリル。


　自家製のローズマリーやタイムの香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、焼けてパリッとした皮の食感が良いい感じで、ジューシーだし大層美味しかった。


　サラダは海老えびとアボカドのタルタルソース和あえで、ガーリックトーストに野菜スープもついている。


　これだけ見れば充じゆう分ぶんに美味しい夕食だった。


　が、洋食だけが一ヶ月も続くとやはりしんどい。


「加瀬さん、話があるんだけど」


　チキンの最後のひとかけを口に運び飲み込み終わった後で、佳希は加瀬に話しかけた。


「なに、佳希くん？　あらたまって」


　加瀬は眼め鏡がねの奥の目を瞬しばたたいた。


「俺、日本人なんだ」


「知ってるけど」


「だからさ、たまには白い米とみそ汁しるが食いたい」


「え、そう？」


　加瀬はビックリした顔をする。


（……やっぱり怪あやしい）


「まさかとは思うけど、加瀬さん、俺のために洋食ばっか作ってたんじゃないよな？」


「そうだけど……」


「やっぱり」


　がっくりと佳希は肩かたを落とした。


（なんでもっと早く気づかなかったかな）


　家庭菜園でせっかく作っている和食向きの野菜は、食しよく卓たくに上ることが少なく、ほとんどが近所へのお裾すそ分わけに消えていく。


　そんなことからも気づくべきだったのだ。


（くそっ、無む駄だに我が慢まんしちまったじゃないか）


「え、嫌いやだった？　佳希くん、残さず食べるし、こういう料理が好きなんだろうって思ってたんだけど」


「嫌じゃあないし、好きだ。でも、洋食オンパレードじゃさすがにキツイって。──加瀬さんはどうだよ？　いい加減、洋食に飽きてないか？」


「……実は、ちょっと飽きてたかな」


　加瀬は、気き恥はずかしそうに視線をそらした。


「それでも我慢してたって？」


「いや、だって、佳希くんが美味しそうに食べてたし……」


（ホントにこの人は……）


　あきれるのを通り越こして、佳希は笑ってしまった。


「僕の勘かん違ちがいだった？」


　佳希の笑えみに、加瀬が苦く笑しようする。


「うん、勘違い。美味うまかったけど、毎日はちょっとな」


「そう。佳希くんの年とし頃ごろなら、洋食かなぁと思ってたんだけど」


「……加瀬さん、また認にん識しきずれてるよ。毎日でも大喜びなのは、小学生ぐらいだって」


「え、そう？」


「そうだ。──ちなみにさ、俺の従兄弟いとこ達は、洋食だけじゃなく、ちらし寿ず司しとか海老チリソースとかも大好きだった。加瀬さんはマイペースすぎ。思い込みで納なつ得とくしてないで、ちゃんとリサーチしなきゃ駄だ目めだって」


　佳希が厳しく指し摘てきすると、加瀬は大きな身体を丸め、照れくさそうに意味もなく頭のバンダナをいじった。





　佳希の訴うつたえを聞き入れた加瀬は、明日からは和食も作ると約束してくれた。


　夕食後は妙に張り切ってしまって、浮うき浮きした様子で明日の下ごしらえをはじめた。


　いつものおしゃべりタイムがなくなって退たい屈くつになった佳希は、仕方なく部屋から雑誌を持ってきてつらつらと眺ながめた。


「それ、なんの本？」


　やっと明日の下ごしらえを終えた加瀬が覗のぞき込んでくる。


「普通のタウン誌。──友達がデート対策で買ったのに遠出はしないって彼女に断られたとかで、もういらねーって押しつけられた」


「へぇ。ちょっと見せて」


　興味を持ったらしく、長い手が伸のびてきて、ひょいっと雑誌を取っていく。


「……そうか、そろそろ紅葉か。ドライブには良い季節だよね」


「加瀬さん、ドライブとか好きなのか。──あの車で？」


「うん。暇ひまを見つけてはあちこち行ってたかな。──ここ、良いな。久しぶりに少し走ろうかな」


「あ、俺なら大だい丈じよう夫ぶだから。食事ならひとりでなんとかなる」


　佳希が言うと、加瀬はちょっと困った感じで首を傾かしげた。


「そんな寂さびしいことを言わないで、一いつ緒しよに行こうよ」


　駄目かな？　と聞かれて、佳希は首を横に振ふった。


「でも、邪じや魔まじゃないか？」


　ドライブ好きな人の中には、助手席に人が居るのを好まないタイプもいると聞く。


　佳希は不安になった。


「全然。一緒のほうが楽しいじゃないか。──そう言えば、そろそろ誕生日だよね？　どうせなら豪ごう華かなお弁当も持ってって、外でお祝いしようか？」


「それもリベンジ？」


「まあ、そんな感じ。──どう？」


　佳希は微ほほ笑えんで、人差し指と親指で丸を作った。


　加瀬はその返事に、浮き浮きと引出しから地図を持ってきて、テーブルの上に大きく広げる。


「このページの写真、たぶんここだと思うんだ。電車で一時間半くらいだと、車なら……」


　雑誌と地図を見比べて、さっさとルートを決めて計画を立てていく。


（楽しそうだな）


　運転に慣れているのなら、加瀬に任せて平気だ。


　久しぶりの遠出に心が浮きたつ。


　佳希は着々と決まっていく計画に安心して、ただ頷うなずいた。


「あ、でも加瀬さんの休みって、いつ？」


「僕？　僕の休みはあって無きが如ごとしだね。まぁ、そんなに遅おそくならなければ大丈夫だから」


「それなら、いいけど……」


（じゃあ、ドライブの日も、完全に休みってわけじゃないのか）


　なんとなく、引っかかるものを感じた。


「どうかした？」


　佳希の表情が曇くもったのに気づいたらしい。


「べつに」


　佳希は首をふった。


「日中だし、居い眠ねむり運転されないかって気になっただけだ」


「平気だよ。徹てつ夜やには慣れてるから」


　安心して大丈夫と、眼鏡の奥の加瀬の瞳ひとみが和なごむ。


「わかった」


　なんとなく、その瞳を見ているのが辛つらくなって、佳希は地図に視線を落とした。


（……俺の面めん倒どうを見るのも、この人の仕事のうちなんだっけ）


　このドライブも、趣しゆ味みを兼かねているとはいえ、佳希の休日の気晴らしの相手という仕事の一いつ環かんなのかもしれない。


（よくよく考えれば、今のこの時間も、加瀬さんにとっては仕事なんだよな）


　だからといって、親切にしてくれる加瀬の好意を疑うつもりはない。


　だが、さっきまで楽しかった気分が、急に下降線を辿たどるのは止められなかった。


（調子に乗って、あまり甘えないようにしないと……）


　佳希は自分を戒いましめる。


　地図をぼんやり眺めながら、少し悲しげな表情を見せる佳希を、加瀬が気がかりそうに見ていた。











　早めにベッドに入り、部屋の灯あかりを消す。


　しばらくすると、部屋の扉とびらが静かに開いた。


（……来た）


　いつもと同じ、三日ぶりの夜。


　正見が来ても、佳希は目を開けない。


　目を閉じたまま正見に両手を差し出すと、柔やわらかな布で両手首を縛しばられる。


　そしてその後に、やはり柔らかな布で目め隠かくしされて、長い夜がはじまるのだ。








「……はっ……っやだ、……もう入れて…くれ……よ」


　何度目かの懇こん願がんの後、やっと望みのものを与あたえられる。


　だが、それはすぐには入ってはこない。


「……や……焦じらす……なって…」


　佳希は、中を押し広げるようにゆっくりと入ってくるものを求めて、自分の身体からだがひくひくといやらしく収縮するのを感じていた。


（しかたないじゃないか……）


　何度も抱だかれた身体は、男に与えられる喜びを完全に覚えてしまって、苦もなく喜んで受け入れる。


　最初の頃ころは、そんな自分の身体が嫌いやで、理性を無くす浅ましさが嫌で、目覚めるたびに落ち込みもしたけど、しばらくしたら仕方ないと本気で割り切れるようになった。


　どうせやらなきゃいけないことなら、楽しんだほうが得。


　それに、こっちが楽しんで乱れれば乱れるほど、正見が喜ぶことを、佳希はまさに身をもって感じている。


　だから、仕方ないのだ。


　この家に居る限り、この男を満足させてやるのが自分の役割なのだから……。


　奥まで挿そう入にゆうすると、正見はやはり一度動きを止める。


　最初のときから正見の抱き方はほとんど変わっていない。


　だが、佳希の身体は変わってしまっていた。


　だから、丁てい寧ねいに時間をかけてひとつになろうとするそのやり方に、最近は焦れて泣かされてばかりだ。


「……んっ……は……あ──っん……」


　動こうとしない正見に焦れて、自分から腰こしを押しつけて揺ゆらすと、さすがに堪こらえきれなくなったのか、正見も積極的に動き出した。


「……あ……まさみ…さん……っ……」


　激しく突つき入れられ、背中が反り返る。


　ベッドから浮いた佳希の身体を、正見の腕うでがしっかりと支えていた。


（これが、くせものなんだよな）


　佳希を抱く正見の腕は、いつも優やさしい。


　きつく抱きしめるときも力を加減しているようだし、身体に傷をつけないよう慎しん重ちように抱いてくれているのを感じる。


　未み遂すいだった最初の男との行こう為いの後、佳希の身体にはしばらくの間かなりの青あざが残ってしまったが、正見とのセックスではそんなことは一度もなかった。


　そのせいで、佳希は一いつ瞬しゆんだけ勘かん違ちがいしてしまったことがある。


　もしかしたら抱き人形としてじゃなく、人間として大切にされてるんじゃないかと……。


「あ……ああ……はっ……っ……そこ、もっと……」


　揺さぶられるたびに、佳希の唇くちびるから甘い息が漏もれる。


　だが、部屋に響ひびくのは佳希の声だけで、荒あらい息を耳元に感じても、正見の声が聞かれることはない。


　いく瞬間でさえ、息を詰つめる音が喉のどの奥から微かすかに聞こえるだけ。


　もしかしたらと期待した佳希が、一度だけ意を決して話しかけたときも、完全無視で返事すら返してくれなかった。


　正見は人前に姿を晒さらすのを嫌きらうと妹尾は言った。


　話しかけて無視されたと言うことは、自分もまた正見が嫌うその他大勢の人間でしかなかったということだ。


　誰だれよりも近くに置いて、肌はだまで重ねているのに、心はずっと遠く離はなれたまま。


　一瞬とはいえ、期待したぶんだけ、無視された佳希のショックは大きかった。


　そんなにまでして自分を人前に晒すのが嫌だというのなら、二度と話しかけたりしないと、佳希は心に決めた。


（勝手に閉じこもってろ）


　二度目の逢おう瀬せからされるようになった目隠しも、たぶん似たような理由なんだろう。


　行為が長引けば長引くほど、目も闇やみに慣れる。


　一度目のとき、佳希はずっと目をつぶっていたからわからなかったが、目を開いていた正見は、徐じよ々じよに乱れていく佳希の姿を闇に慣れた目で見下ろしていたのかもしれない。


　だからこそ、自分の姿を隠かくすため、二度目からは目隠しを用意した。


　手首の戒めも二度目の夜からはじまった。


　こっちはたぶん、一度目のときに胸を叩たたいてしまったのが気に障さわったせいだろうと、佳希は考えている。


（買われてきた抱き人形の分際で、生意気だってか……）


　拘こう束そくされ、目隠しされることに嫌けん悪お感は感じなかった。


　縛られているとはいえ、その気になれば自分で外せる程度だったから痛みも感じない。


　むしろ、縛られているほうが気が楽なぐらいだ。


　拘束されているお陰かげで、自分から男の身体に手を伸のばさずに済むのだから……。


「っ……───んっ！」


　不意にきつくねじ込まれ、焦らされまくってギリギリだった佳希はたまらずに弾はじけた。


　自らの放ったものが腹に、胸に飛び散る。


「……ふ……ん……、いい……」


　だが、いまだ勢いを持続したままのものに何度か中をかき回されると、すぐにまた張りつめていってしまう。


「……え、な……？」


　とろけるようなそこの熱さに集中していた佳希は、いきなり抜ぬかれてうろたえ、目隠しの中で意味もなく瞬まばたきした。


　正見の身体を追って起こしかけた佳希の身体を、正見は俯うつぶせにさせた。


「……っ──んあ……」


　腰を高く上げさせられ、後ろからゆっくりと貫つらぬかれる。


　正見の手が、濡ぬれて張りつめた佳希の前を握にぎり込み、ぬるりと扱しごいて刺し激げきする。


「……あ、それ……いい……」


　じんっと腰がぬるく痺しびれる。


　もっと激しい快感を求めて背中をくねらせると、動きを押さえ込むように正見の手が腰をつかみ、激しく打ち付けた。


「はっ…あ……あ……んぅ……っ……ん……」


　リズミカルに打ち付けられて、肌がぶつかりあい鳴る音がする。


　激しくこすれあう部分からは、ずりゅっ…と濡れた音がした。


　視界を封ふうじられた佳希にとって、音は快楽を増す一番のエッセンスだった。


　シーツに肘ひじと額を押しあてた佳希は、押し上げられながら、欲望に溺おぼれた身体が奏かなでる卑ひ猥わいな音にとめどなく酔よいしれた。


　自分の唇から漏れる甘い声にも酔って、佳希は小さく震ふるえた。




　　　　６







　土曜日の朝。


「明日はドライブだし、今日は明日の分も頑がん張ばって掃そう除じしないとね」


　朝食を食べ終えた後、ギュッとバンダナを頭に巻き直しながら、加瀬が浮うかれた調子で言った。


「具体的に、なにをするんだ？」


（加瀬さん、随ずい分ぶんと機き嫌げんがいいな）


　特にやることのなかった佳希は、椅い子すに座ったままでニヤニヤしながら聞いた。


「一階の窓まど拭ふきだよ」


「窓？　窓の掃除って大掃除のときぐらいしかしないんじゃ……」


「うちは二ヶ月に一回はやってる。──今日は曇くもりだし、窓掃除日び和よりだ」


「なんだ、それ？」


「あれ、知らない？　窓掃除は曇った日にやったほうが良いいんだよ。晴れてるとすぐに乾かん燥そうして拭ふき跡あとが残ったりするからね」


「そんなの普ふ通つうは知らないと思うけど」


　佳希は苦く笑しようした。


「佳希くんは、今日中に勉強を終わらせといたら」


「は？」


「宿題とかないの？」


（またか）


　加瀬は、生活面だけでなく、学習面での佳希の面めん倒どうも見る気満々で、ことあるごとにこの手のことを言った。


　勉強したら、なんてニュアンスの言葉を言われるのは母以来だ。


　もう分別のない子供じゃないんだからほっとけと、たまに憎にくまれ口を利きいたりもするが、妙みようにこそばゆい感じがして嫌いやな気はしない。


「加瀬さん、小学生じゃないんだから宿題じゃなくて課題と言って。──ちなみに課題なんて、昨日のうちにやっちゃったよ」


「さすが、偉えらいね」


　手放しで誉ほめられて、佳希はさらにむず痒がゆくなる。


　わからないところがあるなら教えるなどとも平気で言うから、試ためしにわからないと噓うそを言って、面倒な数学の例題を解かせてみたこともある。


　加瀬は、問題を読むと、考える暇ひまがあったのかと驚おどろくぐらいあっさりと解いてみせた。


　たかが高校の数学とはいえ、大学を出て五年以上は経たっているはずなのに、解答までのこのスピードはただ者じゃない。


　ハウスキーパー以外の仕事をする気はないのかと佳希が聞いたら、加瀬は困った顔で、会社勤めは向かないんだよねと微ほほ笑えんだ。


　加瀬のマイペースぶりに日々苦笑していた佳希は、そのときは妙に納なつ得とくして頷うなずいてしまっていた。


「──どうせやることもなくて暇だし、加瀬さんを手伝うよ」


「いいよ、汚よごれるから」


「平気だ。ふたりでやったほうが早く終わるだろ？　早く終わったら、明日の弁当の計画を立てようぜ」


　そう佳希が言うと、「じゃあ、お言葉に甘えようかな」と加瀬は嬉うれしそうな顔をした。








　窓拭きのコツは新聞紙なんだよ、と加瀬が真面まじ目めな顔で言う。


　布で拭くと窓ガラスにケバが残る。それを避さけるために新聞紙を使う。


　そう言うと、丸めた新聞紙をバケツにつけて濡らしてから窓を上から下へとザッと拭いていき、次にその新聞紙を絞しぼって水気を切ってもう一度同じように拭いていく。


　最後の仕上げに、乾かわいた新しい新聞紙を丸め、上から小さくクルクルと拭き上げた。


「おー、すげー、ぴっかぴか」


「凄すごいだろう？　新聞紙のインクの油分が汚れを落としてくれて、なおかつぴかぴかに磨みがき上げる効果もあるんだ」


　そう言いながら、大きく手を伸ばして窓ガラスの外側も磨き上げていく。


　両面を磨かれた窓は、まさに透すき通るような美しさだ。


「佳希くんは下のほうをやってくれるかな。手の届く範はん囲いで良いから」


「わかった」


　さっそく佳希もやってみたが、加瀬のやった手順を踏とう襲しゆうしているのに、上手うまくぴかぴかにならず拭き跡がついてしまう。


「……なんでだ」


　ムキになって何度もこすっていると、頭の上から笑い声が聞こえた。


「慣れてないんだから仕方ないよ。ゆっくり丁てい寧ねいにやって」


　雑だと言われているようで癪しやくに障さわったが、言われた通りにスピードを落としたら、ちゃんと綺き麗れいにできた。


「なにが違ちがうんだ？」


「力の入れ具合かな。なにしろ年季が入ってるから」


　飽あきたらやめて良いよと佳希には甘いことを言って、加瀬はテキパキと窓を拭いていく。


　天てん井じよう近くまである窓もあるのだが、高身長と脚きや立たつで裏側にまで楽に手が届く。


「便利だ」


　ハウスキーパーは、まさに加瀬の天職だと、佳希はひとり納得した。


　綺麗な顔は宝の持ち腐ぐされになってしまうが、脚立さえあれば届かない場所はないし、キッチンでは脚立いらずで一番上の棚たなにもひょいっと鍋なべをしまえる。


　大学を卒業して五年以上経っても数学の公式を覚えていられた記き憶おく力の良い脳のう味み噌そには、料理のレシピだって詰つめ放題。


　女性とは違って力があるから、庭仕事やちょっとした家の修しゆう繕ぜんもひとりで楽々こなしてしまえる。


「完かん璧ぺきだな」


　佳希がひとりでニヤニヤしながら納得して呟つぶやくと、加瀬は不思議そうな顔をした。





（もー限界だ）


　三十分も窓を磨き続けると、さすがに飽きるし、腕うでが疲つかれてくる。


　掃除はもともと加瀬の仕事だし、飽きて適当な仕事をやる前に任せたほうが良い。


　自分にとって都合の良いように考えて、佳希は窓拭きから撤てつ退たいした。


　加瀬はというと、最初からペースを変えず、楽しそうに次々と窓ガラスを攻こう略りやくしていく。


「掃除なんて楽しいか？　飽きない？」


　開けた窓の桟さんに座って、掃除する加瀬の姿を眺ながめていた佳希は思わず聞いてしまった。


「飽きないよ。作業したぶんだけ成果があるし、綺麗になると気分も良い」


「自分の家じゃないのに奇き特とくなことで」


　加瀬はちょっと困ったように笑った。


「……窮きゆう屈くつな施し設せつで育ったから、こういう広い屋や敷しきに憧あこがれがあるんだ。鴨かも居いに頭もぶつけなくて済むしね」


「リベンジか」


「そういうこと」


　加瀬は、再び窓拭きに熱中していく。


（まるで魔ま法ほうの手だな）


　あの大きな手には、実は特とく殊しゆクリーナーが内蔵されているのかもしれない。


　そんな馬ば鹿かげた空想に、佳希はひとりでニヤニヤする。


「今日は、朝からご機き嫌げんだね」


　作業の手を止めた加瀬が、佳希に微笑みかけた。


「誰だれが？」


「君がだよ。──僕の勘かん違ちがいかな？」


　聞かれて我が身を振ふり返る。


　思い当たる節が大量にあった佳希は、恥はずかしくなった。


「……ちょっと顔洗ってくる」


　にやけた顔を引き締しめようと、窓の桟から降りようとした。


　が、窓の外に出していた片足のつま先が桟に引っかかり、バランスを崩くずした。


「佳希くんっ!!」


　落ちる！　と思った。


　だが次の瞬しゆん間かん、佳希は加瀬の腕にしっかり支えられていた。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　加瀬が、抱だきかかえたままの佳希の顔を心配そうに覗のぞき込む。


「あ……うん。大丈夫だ」


　至近距きよ離りから覗き込んでくるその澄すんだ目に、佳希は不思議と心臓が高鳴るのを感じた。


「た、助かったよ。ありがと、加瀬さん」


　力強い腕が支えてくれている部分が妙みように熱い。


　なぜか息苦しくなって、佳希は深く深呼吸した。


「……あービックリした」


　まぬけにも顔から廊ろう下かに転落するところだった。


「ビックリしたのはこっちだよ」


　加瀬の腕に支えられたまま、桟から降りた佳希は、そのまま廊下にへたり込んだ。


　心臓はまだバクバクいっていた。


「やっぱり浮うかれてたか……」


　普ふ段だんでは絶対に考えられない失敗だ。


「明日のドライブが楽しみなんだろう？」


　加瀬は、壁かべにもたれて座る佳希の顔を覗き込むと、浮き浮きした調子で手を佳希の頭にぽんと置いた。


（また子供扱あつかいしてるな）


　髪かみを軽く撫なでて、離はなれていく大きな手。


　その手の温ぬくもりは、幼かった頃ころに頭を撫でてくれた、大きな父の手の感かん触しよくに似ているような気がした。


「……まあな」


　佳希は頷うなずいた。


「もしかしたら、俺もリベンジのつもりになってたのかも」


「ドライブが？」


「そう。……小学生の頃は、よく家族で弁当持って、父さんの運転する車でドライブに行ってたんだ」


「それは楽しそうだね」


「うん。楽しかった。でも中学に入ってからは友達と遊ぶほうが楽しくなって、親に誘さそわれても行かなくなった。……もう一度ぐらい行っとけば良かったって、二度と行けなくなってから思ってたから……」


　一人っ子だった佳希を、両親は本当に大切にしてくれていた。


　両親の愛情を当たり前のように受け止め、甘えて生きていた佳希は、すべてを失うまで自分がどれほど大切にされてきたのかを、本当にはわからないままでいたのだ。


「まいったな」


　少し切ない気分になった佳希が呟くと、加瀬は心配そうな顔になる。


「……お父さんの消息は？」


　ためらいがちに聞かれて、佳希は首を振った。


「警察からは、全然連れん絡らくはないな」


「民間の調査会社に頼たのんでもらおうか？　そのほうが見つかる可能性が高いから」


「良いいんだ」


　佳希はうつむいて、首を振る。


「捜さがしても無む駄だだ。きっと、もう……死んでる」


「そんなことないよ。どこかに無事でいるから」


　沈しずんだ佳希を気き遣づかった加瀬は、佳希の前に片かた膝ひざをついて心配そうな顔をした。


「加瀬さん、違う。そうじゃない。──父さんは、失しつ踪そうしたんじゃないんだ」


　弱くて、優やさしい人だった。


　現実から逃のがれるために酒に溺おぼれるようになっても、情けない父さんでごめんなと、佳希に謝ってばかりいた。


　そして、行ゆく方えをくらます前日。


『もうこれ以上、我が慢まんできないよ。俺は駄だ目めなんだ。おまえは強いから、きっと大丈夫だな』


　ごめんなと、父親は額を床ゆかにこすりつけるようにして佳希に向かって頭を下げた。


　それを見て、佳希は『またか』と思った。


　その頃には長期の大量飲酒のせいでアルコール依い存ぞんによる幻げん覚かくの症しよう状じようが見えはじめていたから、きっと幻覚相手に謝ってるんだろうと、そう思ったのだ。


　父の言葉の本当の意味に思い至ったのは、父が失踪して一週間後、叔お父じから多額の借金の話を聞かされたときだった。


「失踪したんじゃない。──父さんは、自分で自分の始末をつけにいったんだ」


　日々増えていく借金と、アルコールの魔ま力りよくから逃れられない身体からだ。


　父は、これ以上の迷めい惑わくを周囲にかける前にと、自分の人生に見切りをつけた。


「佳希くん、君、お父さんが自殺したと思ってるの？」


　佳希はうつむいたままで、小さく頷いた。


　今まで誰にもそんな自分の考えを話さずにいた。


　話すことで父の死が確実になってしまうような気がしたから。


　失踪という言葉で、現実を、自分自身を誤ご魔ま化かそうとしていた。


「父さんは、俺を、捨てていったんだ」


　父の残した多額の借金より、ひとり残されたことのほうがショックだった。


　叔父が父のことを言うたびに、おまえは捨てられたのだと言われているようで辛つらかった。


「佳希くん……？」


「あの頃、俺は、しっかりしろよって、父さんを怒おこってばかりいた。父さんが苦しんでるのがわかってたのに、父親の癖くせにいつまでも甘えてんじゃないって……」


　甘えていたのは佳希も同じ。


　甘えさせて欲しかったから、前のようなしっかりした父親に戻もどって欲しかった。


　母を、大切な家族を失った悲しみは同じなのに、自分では寄りかかることしか考えなくて、父親の悲しみを理解してあげられなかった。


「俺が甘えてばかりで、なにもしてやれなかったから、だから父さんは俺を見捨てたんだ。──ひとりで、逝いっちまったんだ」


　大好きだった父親が立ち直る手助けをなにもできなかったことは、佳希に深い罪悪感を抱いだかせた。


　そして父の残した高額な借金は、いつしか佳希の中の罪の意識と重なっていった。


　だからこそ、父の借金を匂におわせて命令してくる叔父に逆らえなかったのだ。


　どんなに辛くても踏ふみとどまり、父の負ふ債さいを償つぐなっていくことは、佳希にとっては父に対する贖しよく罪ざいでもあったから……。


「佳希くん。……そうじゃないよ」


　加瀬の大きな手が、佳希の肩かたに触ふれる。


「捨てていったんじゃなくて、置いていったんだよ。──君を大切に思っていたから、連れていかなかったんだ」


　慰なぐさめて欲しかったわけじゃない。佳希は首を振った。


「違ちがう」


（なにベラベラしゃべってんだろう）


　こんなことを打ち明けられたら、加瀬が慰めようとするのはわかりきっていた。


　それでも話してしまったのは、たぶんずっと自分ひとりの胸の奥にしまっていた重荷があることを、加瀬に知っていて欲しかったから……。


（……俺、この人に甘えてたんだ）


　加瀬の前ではいつの間にか意識しないままで笑えるようになっていた。


　それもまた、甘えだったのだ。


「わるい。忘れて」


　甘えた挙げ句、自分の重荷を共有させようだなんて迷惑な話だ。


　これ以上は駄目だと、唇くちびるを嚙かむ。


「佳希くん、そんな風に思い込んじゃ駄目だよ」


　そんな佳希の肩を、加瀬は軽く揺ゆすった。


「お父さんはね、君ならひとりでも生きていけると信じて置いていったんだ。──お父さんは、子供を見捨てることができるような酷ひどい人だった？」


「違う。……そんな人じゃない」


「だろう？　だったらお父さんを信じてあげなよ。──僕も……実はね、置いていかれたくちなんだけど……。でも、今は置いていってくれた両親に感謝してるよ」


「加瀬さんも？　──あ、だから施し設せつに……」


　驚おどろいた佳希は顔を上げ、加瀬の顔を見た。


「そう。僕はまだ赤ん坊ぼうのときに置いていかれたんだ。五歳のときに育ててくれた祖父が死んで、引き取り手がいなくなったから施設にね」


　加瀬は頭からバンダナを取ると、静かに微ほほ笑えむ。


「正直、施設では良い記き憶おくのほうが少ないんだ。施設を出てからも、けっこう色々あって、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとは言えないし……。でも、悪いことばかりでもなかったよ。──最近は佳希くんのお陰かげでリベンジもできるしね」


「……リベンジ？」


「そう。リベンジ。──失ったものを同じ形で取り戻すことは不可能だけど、でも、違うものを組み合わせて、少しずつでも埋うめていくことはできると思うんだ。失った痛みを覚えてるから、埋めた部分はきっと前より頑がん丈じように作ってしまうよね？　でね、埋め立てが終わったら、そのうえに新しいなにかを積み上げていくことも、きっとできるような気がするんだよ」


　理想論だと思うかい？　と加瀬が言う。


　佳希は、加瀬らしい考えだと、苦笑しながら頷いた。


「でも、それってけっこう強したたかな感じでいいな」


　理り不ふ尽じんな人生を覆くつがえす機会を、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらって生きていくイメージがある。


　──おまえは強いから、きっと大だい丈じよう夫ぶだな。


　父のその言葉は、ずっと佳希にとって呪のろいだった。


　おまえは強いから、どんなに辛くても我慢できるなと言われているような気がしたから……。


　でもそうじゃなく、強いから、ひとりでもいつか立ち直ってくれるなと、そう言われていたのかもしれない。


　そう言われていたのだと、信じたい。


　辛い今に捨てていかれたのではなく、未来へと送り出されたのだと思いたい。


「……それなら、いいな」


　小さく呟つぶやいたら、涙なみだが出そうになった。


　辛くても我慢しなくてはと、ずっとそう思っていたから、今まで零こぼれることのなかった涙。


「君なら、大丈夫だよ」


　加瀬は、声の変化と瞬まばたきの回数で、佳希の涙るい腺せんが緩ゆるんでいるのに気づいたらしい。


　大きな手で髪かみを撫なでると、軽く押して、佳希をうつむかせる。


　どうやら、泣いても良いいよと言いたいらしい。


（……親切なことで）


　泣くどころか、佳希はうつむいたままで思わず微笑んでしまっていた。


　なんて素す直なおで、優しい人なんだろう。


　買われてきたこの屋や敷しきに、この人が居てくれたことに、佳希は感謝した。


　この人がささくれだった気持ちを和なごませてくれたり、笑わせてくれるから、三日に一度繰くり返される望まぬ行こう為いにすさむこともなくなんとかやっていられる。


　まるで、泣く子供をあやすように髪に触れる優しい手が温かい。


（この人、最初から、こうだったよな）


　最初から佳希を子供扱あつかいして、一生懸けん命めいになって面めん倒どうを見てくれた。


　初対面の相手に対する警けい戒かい心しんは一いつ切さいなく、値ね踏ぶむこともなく、ただ純じゆん粋すいに佳希が来たことを喜んでくれていた。


　まるで、久しぶりに出会えた身内を迎むかえ入れるように……。


「ごめん。──なんか俺、加瀬さんの前じゃ、変なトコばかり見せてるよな」


　佳希は顔を上げた。


「もう大丈夫？」


「うん」


　すぐ目の前には、微笑む加瀬の顔。


（やっぱり綺き麗れいだな、この人）


　決して女性的な外見ではないのに柔やわらかな印象を受けるのは、優やさしそうに澄すんだ瞳ひとみのせい。


　頭を撫でてくれていた加瀬の手が、そっと離はなれていく。


　佳希は、その温ぬくもりを失うのが少し寂さびしい感じがして、無意識のうちに身体からだを前に出した。


　必然的にふたりの距きよ離りは近づく。


　もう少しで唇が触れそうになったとき。


「……よ……しきくん」


　いきなり、加瀬が身を引いて、佳希から離れていった。


「──き、今日の掃そう除じはこれで終わりにしようか」


　少しうろたえた調子で言う。


（……なにが……）


　佳希は自分の無意識の行動に、冷水をかけられたようなショックを受けた。


「ごめ……ん。俺、なにやってんだか」


　はは、と誤ご魔ま化かすように口先で笑う。


　自分が加瀬にキスをしようとしたのがショックだったのか、それとも、加瀬が避さけたことがショックなのか、自分でも判断がつかない。


「条件反射だ。悪い。──男だん娼しよう根こん性じようが染しみついてんのかな」


　加瀬は黙だまったまま、佳希を痛ましそうな目で見ている。


（……同情……か）


　佳希は、酷く傷ついていた。








　どうしてキスしたくなったのか。


　そして、どうして拒きよ絶ぜつされてショックだったのか。


　その夜、佳希はベッドに入っても眠ねむれずに何度も寝ね返がえりをうった。


　暗くら闇やみの中でだけ抱だかれている自分が、男の顔が近くにあるからといって、条件反射でキスするなんてことはあり得ない。


　それに、加瀬が自分を拒絶するのは当然だとも思う。


　だって、自分はこの屋敷の主、正見の夜の相手として買われて来た人間なのだから……。


　そして、そのことを加瀬も知っているのだ。


　雇こ用よう主ぬしの玩具おもちやに手を出すような愚おろかな真似まねはしないだろう。


（俺が自分でバラしたんだもんな）


　買われてきたのだと、自分からそう言った。


　売られるのははじめてじゃない。慣れているのだと、強がって噓うそもついた。


　だからこそ、きっと避けられたのだ。


　加瀬は、佳希が買われてきたことをこころよく思ってはいなかった。


　勘かん違ちがいなんじゃないかと、それで良いのかと、心配そうにしてくれた。


（言わなきゃよかった）


　黙っていたら、もしかしたら……。


　そう考える自分の気持ちの動きに、ショックを受けた本当の原因を自覚させられる。


「はは、なんだ。……おれ、あの人が、好きなのか……」


　いつから、どうして？　と考えるまでもない。


　たぶん、最初から。


　いらっしゃいと、嬉うれしそうに歩み寄って来てくれたときから、もう惹ひかれていた。


　母が死に、父が自分の悲しみに捕とらわれるようになってから失ったもの、無条件に受け入れてくれる温かな場所に佳希は飢うえていた。


　だから、惹かれてしまった。


（……うわっ、これって……）


　告白されたことなら数え切れないほどある佳希だが、自分から誰だれかを好きだと思ったことは一度もなかった。


（初はつ恋こい……ってやつかよ）


　自覚したら、ぼっと頰ほおが熱くなった。


　窓から落ちかけて加瀬に支えられたときの、あの鼓こ動どうの速さがまだ甦よみがえってくる。


「くそっ」


　佳希は、妙みように気き恥はずかしくなって、意味もなく毛布を頭まで引き上げて隠かくれた。


　佳希はクールだと言っている友達には、見せられない姿だ。


「……なんなんだよ、これ」


　頰の熱さや、ドクドクと波打つ鼓動の速さに、佳希は正直戸と惑まどっていた。


（前ぜん途と多難だってのに……）


　加瀬への恋こいを自覚したからといって、どうにもならないだろうってことは佳希自身よくわかっている。


　わかっていると理性が言っているのに、感情のほうははじめての恋を自覚して興奮状態が収まらない。


（……落ち着けっ）


　毛布に潜もぐり込んだまま、佳希は熱を持ったままの頰をパシッと両手で軽く叩たたいた。











「加瀬さん、悪いんだけどさ」


　翌日の日曜の朝、佳希はキッチンに降りると、なるべくいつもの調子になるように意識して加瀬に声をかけた。


「急に友達と出で掛かけることになったんだ。だからドライブ延期してくれないかな」


　昨日の今日で、気持ちが落ち着かないままだったから、どうしても一日中加瀬と一いつ緒しよに過ごすことはできそうにない。


　だから噓をつくことにしたのだ。


「そう。……残念だな」


　佳希の声に振ふり向いた加瀬は、かなりがっかりしたようだった。


「──わるい」


　今まで見たことのない加瀬の表情に、佳希の胸も痛む。


「もう、弁当の準備しちゃったか？」


「少しね」


　加瀬はカウンターの上に並んだ、ボウルや野菜類を見やってため息をつく。


「じゃあ、それで朝飯にしよう」


「あ、そうだね」


　佳希の言葉に、加瀬は良いアイデアだねと急に浮うかれた。


「でも、朝ご飯にしては、ちょっと重いかもしれないよ？」


「加瀬さんの料理は美味うまいから平気だ」


「そう？　嬉しいな」


　加瀬が嬉しそうに微ほほ笑えむ。


（……やっぱりドライブに行っとけば良かったかな）


　加瀬の和なごんだ目元をみて、ちょっとだけ後こう悔かいした。


　だが、一度言った言葉は撤てつ回かいできないし、それにやはり一日ずっと一緒にいて平静を保てる自信もない。


「……なんか手伝う」


「そう？　じゃあ、揚あげ物とかやってみる？」


　加瀬はカウンターの上のボウルを佳希に手て渡わたすと、揚げ物のコツはね、と楽しそうにレクチャーをはじめた。


　窓から見える空は曇くもりだというのに、急に眩まぶしくなったような気がして、佳希は瞬まばたきを繰くり返していた。











　友達と遊びにいくと言った以上、屋や敷しきにいることはできない。


　佳希は、繁はん華か街がいでも適当にブラブラしてこようと屋敷を出た。


（あー、天気わる）


　昨日と同じ曇り空に、気持ちが少し重くなる。


「──こんにちはー」


　門を出ようとすると、小さな男の子に声をかけられた。


「とーる兄ちゃん、居ますか？」


　加瀬が仲良くしている近所の子なのかと思ったが、違ったらしい。


「正見さんか？」


　屋敷からほとんど出ないという正見がこんな子供と知り合いなのが奇き妙みように思えて確かく認にんしたら、男の子はこくんと頷うなずいた。


「……正見さんは留守だ」


　少し考えてから、噓をついた。


　インターフォンで加瀬に取り次げば済むだけの話だが、恋を自覚したばかりだったから、加瀬の前で正見の名前を口にしたくなかったのだ。


「じゃ、またきます」


　がっかりして、男の子は帰っていく。


（悪いな、ぼうず）


　子供に意地悪をするなんて嫌いやな奴やつだ。


　軽い自己嫌けん悪おを感じた。








　自転車で最も寄より駅までいって、電車に乗る。


　誰か暇ひましてる奴はいないかと数人の友達にメールを出したら、横田んちに居るから来いよとほぼ同じ内容のメールが一いつ斉せいに返ってきた。


　メールで指示されるまま学校にほど近い場所にある横田の家に行って、部屋に通される。


「──おまえら、なにやってんだ？」


　横田の部屋の状態を見た佳希は、開口一番そう聞いた。


「なにって、見りゃわかるだろ」


　言われる通りで確かに見ればわかる。


　狭せまい部屋に男四人が集まって、ゲームしたり、お宝本を眺ながめたり、昼ひる寝ねしたりしてたのが……。


「だらけてんなぁ。誰かんちにたまるって、こういうことだったのか」


　こういう遊びにつきあったことはなかったから、けっこう新しん鮮せんかもしれない。


　昼休みのだべりに、ちょっとした玩具おもちやが加わっただけ。そんな風にだらだらとした時間を共有するのは、考えようによっては、それはそれで楽しそうだ。


「いつもいつもゲーセンにいるほど遊ぶ金ないって。ま、しょうがねぇってこと」


「佳希はどっか浮うき世よ離ばなれしてるよな」


　妙に感心している佳希を、横田達はあきれて笑った。


　その後、なぜか全員が一斉にカチャカチャとメールを打ちはじめて、佳希は仕方なく静かになった部屋で脇わきに放ほうられていた雑誌を読んで時間を潰つぶした。


「よし、送信。──佳希、コーラ飲む？」


「今日はどうしたよ。珍めずらしい」


「ああ。──いや、ちょっと……。たまにはな」


　メールをし終えた者から話に加わって、部屋の中は徐じよ々じよに賑にぎやかになっていく。


「なんだ？　叔お父じさんと喧けん嘩かでもしたんか？」


　歯切れの悪い佳希の返事を、横田が気にする。


「叔父さんって、なに？」


「あ、いや、その……」


「俺、両親がいないから、今は叔父さんちに世話になってんだよ」


　気を遣つかって口ごもる横田のために佳希が自分で白状すると、一いつ瞬しゆん場がシンとなった。


「うっそ、マジで？」


「あ、ああ」


「うわっ、佳希、それ公表しちゃ駄だ目めだぞ」


「そう……なのか？」


「うん。ダメダメ。ンな悲劇的な話が広まったら、また佳希の人気が上がっちまうし」


「ギャル達、この手の悲劇話好きだしな」


「独どく占せん禁止！」


　場にそぐわないシビアな話に一瞬シンとしたのかと思ったが、どうやらそうじゃない。


　佳希が悲劇の主人公になることで、女の子達の注目を集めるのが嫌なのだ。


　だが下手に同情されるより、このほうがずっと気が楽だ。


（……こいつら、馬ば鹿かだ）


　思わず苦く笑しようが零こぼれた。


「ギャル達って言えば、この間ナンパした子達とは、その後どうなってんだ？」


「あー。あれか」


「けっきょく横田だけがいい目みてんだよ」


　佳希の問いに、友達が嫌そうに答える。


「どの子？」


「ふふー、一番小さくて、ほやっとしてた子」


　横田が嬉うれしそうに答えた。


「ああ、あの……」


　白くて丸くてぼやっとした子、という続きを飲み込む。


「も、世界一健けな気げでかわいーよ」


　笑えみ崩くずれてのろける横田に、その他ほかの奴らは、「違うだろ」「あほだ」「勝手にシロ」としらけている。


（……普ふ通つうはこうなんだな）


　恋こいは盲もう目もく、恋すりゃ犬も詩人。


　そんな風に、相手を好きだと思う気持ちだけで世界がいっぱいになってしまうんだろう。


（──気づかなきゃ良かったかな）


　不意に、そう思った。


　自分は横田のように、ただ無む邪じや気きに恋を楽しめる立場じゃないと気づいてしまったからだ。


　佳希は正見に買われたからあの屋敷にいる。


　いわば正見の所有物だから、他の誰だれかのものにはなれない。


　いや、それ以前の問題だった。


　金で買われてきて好きでもない男に抱だかれているような、身も心も汚よごれてしまった人間の想おもいを、あの真面まじ目めな加瀬が受け入れてくれるはずがない。


（……駄目だ。隠かくさないと）


　雇こ用よう主ぬしの所有物に恋心を抱いだかれても困るだけだろう。


　加瀬のためにも、この想いは隠し通さなければと、佳希は心に決めた。


　大好きな純じゆん粋すいで優やさしい人、家中を綺き麗れいに磨みがき上げる魔ま法ほうの手の持ち主。


　あの人を困らせたいわけじゃない。


　ただ、側そばで笑っていて欲しいだけだ。


　なにも期待しないから、せめて側にいられれば、それでいいから……。


　切ない物思いに耽ふけっていると、いきなり「ホントにいる」と女の子の声が聞こえた。


　見ると、ドアのところに見知らぬ女の子が立っていて、友達のひとりが立ち上がって喜んで迎むかえ入れていた。


　その後も、次から次へと、狭い部屋に入れ替かわり立ち替わりに女の子達が集まってきて、佳希をちらちら見ていく。


（あ、さっきのメールか）


　いきなり現実に引き戻もどされた佳希も、さすがに事情に気づいた。


「おまえら、俺を餌えさにしたな」


「まーまー、細かいことは気にすんなよ。な、賑やかで楽しーだろ？」


「お部屋が良い香かおりで気分いーし」


（……馬鹿め）


　力が抜ぬける。


　それでも、なんの気き遣づかいもなく自分勝手に振ふる舞まう友達に振り回されていると、少しだけ気持ちが紛まぎれるような気がした。








　まさにだらだらと時間は過ぎ、気がついたら終電間ま際ぎわ。


「あ、俺、そろそろ帰る」


「え、なんでだよ」


「これからだろーが」


　佳希が立ち上がると、みんな一斉に引き留めた。


「……あのな、明日、月曜だろ？」


「ヘーキだって。ボウリングいこーぜ。この近所に、深夜から早朝まで激安料金になってる店があるんだ」


　残っている女の子達をちらちら気にしながら、言う。


「いや、悪いな」


　協力してやりたい気もしたが、さすがに朝帰りはまずいと佳希は断った。


「おまえら、明日、居い眠ねむりすんなよ」


　帰り際ぎわに忠告したら、うっせーと中指を立てられた。








　休日ダイヤだったのを忘れていた佳希が駅に着いたときには、とうに終電は発車していた。


「──さて」


　それならタクシーかと、駅から通りに出てタクシーを探す。


　と、いきなり高級外車が目の前に横付けされた。


「こら、こんな時間になにをしてる？」


　後部座席の窓から声をかけてきたのは、妹尾だった。


「友達の家で遊んでたんです」


「それにしちゃ遅おそすぎだろう。──送って行くから、乗りなさい」


　半ば命令されて、開けられたドアから後部座席に乗り込む。


　走り出した車の窓を、雨の雫しずくが濡ぬらしはじめていた。





　車の中はアルコールの臭においがした。


　叔お父じのつきあいで飲んだりもしたが、父の記き憶おくがあるから、佳希はあまり酒の臭いは好きじゃない。


　無意識に口元を押さえると、気づいた妹尾に「酒臭くさいか？」と聞かれた。


「少し」


「接待だったからな。勘かん弁べんしてくれ」


「日曜なのに？」


「日曜だから、だ。──ゴルフにテニスに、パーティーに園遊会。お偉えらいさんはなにかというと集まるのが好きだからな」


「子供と違ちがって、大人はそうそう遊んでいられないんですよ」


　運転席から冷ややかな声がする。


（……井口さんか）


　佳希が儀ぎ礼れい上の挨あい拶さつをすると、井口は軽く首を揺ゆらして答えた。


「子供は遊ぶものだ。だから子供がいる運転手にも休みも取らせてるしな」


「おかげさまで、休日出勤のうえに運転手の真似まね事ごとができて嬉しいですよ」


「まぁ、そう言うなよ」


　きつい井口の物言いに、妹尾はおかしそうに笑っている。


（この人、よく笑えるな）


　短期間で大だい企き業ぎようを育て上げただけあってさすがに度量が広いと、佳希は感心した。


「正見とは上手うまくやってるか？」


「……はい」


　なかなか上手くやっているほうだろうと、皮肉な気持ちになりながら佳希は頷うなずいた。


「ちょっと変わってるから気に障さわる点もあるかもしれないが、大目に見てやってくれ。あれはあれで本当に良い奴やつなんだ。──君を引き取れることを心から喜んでいた」


「そう……なんですか」


　酔よっているせいか、妹尾は普ふ段だんより饒じよう舌ぜつになっているように感じられる。


「変なこと聞いてもいいですか？」


「なんだ？」


「正見さんには、真しん剣けんにつきあった人っていますか？」


「確かに変な質問だな」


　妹尾は苦笑した。


「あれはけっこうもてる男だからな。まぁ、そこそこつきあった相手はいるようだが、真剣かどうかは微び妙みようだな。……なんと言うか、その手のことに対しては妙に淡たん泊ぱくで、長続きはしないようだし」


「そうですか」


　長続きしないと言うのなら、そう遠くない将来、自分も飽あきられるのだろうか？


　そうしたら自由になれる。


　そうなったら良いいと、心から思う。


「他ほかには？」


「……じゃあ、家にこもり出したのはいつからなんです？」


「そうだな。完全にこもり出したのは、ここ数年だな。あの屋や敷しきを建てた直後に、ちょっとトラブルがあってな。それで人間不信になったようで、屋敷にひとりでこもって仕事をするようになった」


「……データが盗ぬすまれそうになったとか言ってたけど」


「ああ、それだ。──っと」


　不意に急ブレーキがかかって、前のめりになる。


「──着きましたけど」


　正見の屋敷の門前に、車は停まっていた。


「あ、ありがとうございます。──寄っていかないんですか？」


「そうだな──」


　佳希が社交辞令で聞くと、妹尾は迷ったようだった。が、


「──仕事が残っているのでは？」


　井口に冷ややかに言われて、「だ、そうだ」と苦笑いする。


　いつの間にか雨は本降りになっていた。


　井口に手て渡わたされたビニール傘がさを開きながら、佳希は車から降りた。


「ま、よろしく言っといてくれ」


　走り出す車の窓から、妹尾の声が聞こえてきた。


「……言ったって、返事しないんだけどな」


　どんな感情であれ、一方通行なのは寂さびしい。


　そう佳希は思った。








　玄げん関かんのドアを開けようと取っ手に手を伸のばした瞬しゆん間かん、ドアが勝手に開いた。


「──あ」


　ドアの向こうには、酷ひどく心配そうな顔をした加瀬。


「佳希くん！　こんなに遅くまで連れん絡らくもしないなんて……。携けい帯たいにも出ないし、なにかあったんじゃないかって心配したよ」


「あ、悪い」


　佳希が素す直なおに謝ると、加瀬は深く息を吐はいた。


　少し顔色が青い。


　この屋敷に来て以来はじめての午前様、しかも携帯は、横田の家についた直後にマナーモードにして、上着のポケットに入れっぱなしだった。


「ちょっと友達と遊んでて時間忘れちゃって。……悪い」


　自分のせいで、こんなに心配させてしまったんだと思うと辛つらくなる。


　佳希がひどく意気消しよう沈ちんすると、加瀬は一いつ瞬しゆんだけ困った顔をしてから、ゆっくりと表情をゆるめていく。


「なにもなかったんなら良いけど……。夕食は？」


「食べてきたから……」


（駄だ菓が子しだけどな）


　昼すぎまで慣れない菓子類ばかりを食べていたせいか、胃がもたれて空腹感を感じない。


「そう。──その傘かさ……。駅から歩いてきた？　遠えん慮りよしないで電話をくれれば良かったのに」


「あ、いや、そうじゃなくて……」


　妹尾に拾われたのだと言いかけて、止やめた。


　妹尾は正見サイドの人間だ。


　加瀬の前で正見サイドの人間の名前を出すのは、なんとなく嫌いやだった。


「……知り合いに送ってもらったから」


　適当に誤ご魔ま化かしたら、加瀬は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。








　寝ねるのがいつもより随ずい分ぶん遅おそくなってしまった。


　正見が来る日じゃなくて良かったと思いつつ、早く寝ようとシャワーだけ浴びてベッドに潜もぐり込む。


　やっと眠りに落ちかけたとき、佳希の部屋のドアが静かに開いた。


　静かな足音に、正見が来たのだと悟さとる。


（……なんで？）


　今日はその日じゃなかったはずだ。


　なんの心の準備もしていなかった佳希は、突とつ然ぜんの来訪に驚おどろいた。


　加瀬への気持ちを自覚したせいもあって、心の底から嫌だと、抱だかれたくないと思う。


　それでも拒きよ絶ぜつする権利は、今の自分にはない。


　目を閉じて、いつものように、闇やみに向かって両手を差し出す。


「……っ……」


　と、不意に、本当に久しぶりの涙なみだが、つるりと頰ほおを伝った。


（俺、なんで……こんなことやってんだろう）


　好きな人がいるのに、好きでもない男に抱かれる為ために、なんの迷いもなく腕うでを差し出しているなんて……。


　普ふ通つうに恋こいがしたいと、心からそう思う。


　恋をする自分に浮うかれて、相手の態度に一喜一いち憂ゆうするような、そんな普通の恋がしてみたい。


　なんの不幸もないままに生きていれば許されたはずの、ごくあたりまえのささやかな喜びに満たされる自由が欲しい。


（もう……いやだ）


　はじめての恋だというのに、最初から諦あきらめて想おもいを隠かくさなければならない、今の自分の立場が嫌で嫌でしょうがない。


　望んで、売り買いされる身になったわけじゃない。


　身体からだが喜んでいたのは事実だけど、心までは喜んでいなかった。


　仕方ないと諦めて、心の痛みにも目め隠かくしをして我が慢まんしていただけ。


　そうしなければいけないと思っていたから……。


　でも、そうじゃない。


　こんな風に我慢する強さはいらなかったのだ。


　嫌なものは嫌だと拒絶して、自分の力で少しでも現状を良くしていこうと努力する強さこそが必要だったのに……。


　──あれはあれで良い奴やつなんだ。


　不意に、さっきの妹尾の言葉が耳に甦よみがえる。


（……本当だろうか？）


　妹尾は好人物だ。


　だから、その彼が友人だと認める正見が、本当には悪い人だとは思えない。


　抱きしめる腕の優やさしさを、もう一度信じてみてはいけないだろうか？


　信じてみたいと佳希は思った。


　正見は少しだけボタンを掛かけ違ちがえて世間から目を背そむけてはいても、きちんと話せばわかってくれる人なんじゃないかと期待してみる。


　諦めないで、もう一度だけ、やりなおすチャンスが欲しいと……。


「ま……さみさん」


　嗚お咽えつを飲み込んで、闇に向かって話しかける。


「あの……俺……頼たのみがあって……」


　返事をしてくれない人に向かって話すのは、酷く勇気がいった。


　何度も言葉につかえながら、それでも佳希は話し続ける。


「俺……好きな人がいるんだ。だから、もう、こういうの……止めたい。……他ほかのことならなんでもする。今すぐは無理だけど、いつか面めん倒どう見てもらったぶんの金も全部返すから……」


　だから解放してくれと、闇に向かって頭を下げる。


　だが、いつまで待っても返事は返ってこなかった。


「まさみさん？」


　不安になった佳希が顔を上げると、ぐっとパジャマの胸元をつかまれてベッドに引き倒たおされた。


「待っ……て」


　起きようとしたが、正見の身体の重みでかなわない。


　肩かたを押そうとした手をひとくくりにされて、いつもとはまったく違う強い力で縛しばられた。


「っ、痛い！　正見さん！」


　正見の態度の豹ひよう変へんに佳希はうろたえた。


　そうこうしているうちに、やはりいつもよりきつく目隠しをされて、強ごう引いんに着ているものをはぎ取られていく。


　期待するんじゃなかったと後こう悔かいしても、もう遅おそかった。


　正見の怒いかりに、佳希はなすすべもなく翻ほん弄ろうされた。


「っ────ひっぁ!!」


　いきなり足を抱かかえ上げられ、まさかと思う間もなく貫つらぬかれた。


　男に抱かれることに慣れたとはいえ、いきなりの挿そう入にゆうは無茶すぎる。


　激痛が、佳希の全身を走り抜ぬけた。


「くっ！　……いた……嫌…だ…っ……」


　甘さをまったく感じないただの暴力に、佳希ははじめて力の限り抗あらがった。


　暴れれば暴れるほど、佳希を拘こう束そくしようとする正見の腕の力は強くなり、行こう為いも荒あらっぽさを増す。


「……いや……や……はな……せっ……」


　肌はだにくい込む指が痛かった。


　脱ぬがされないまま腕を縛られたせいで、くしゃくしゃになったパジャマが手首から肘ひじのあたりまで絡からんで、いっそう佳希を縛る。


　一瞬、正見の腕の力が緩ゆるんだ隙すきに、佳希は身を縛られたままの両腕で正見を押して、その腕から逃のがれた。


　身をよじり、ベッドに肘をついて少しでも逃れようとはい上がる。


「や……はなっ。───ぐっ!!」


　が、腰こしをつかまれ軽々と引き寄せられて、後ろから貫かれた。


　ずっずっと、熱いものが出入りするたびに、耐たえ難い刺さすような痛みがそこから全身に走っていく。


「……ひっ……っ……っつ……く……」


　シーツに頰を押しつけて、痛みのあまり佳希は泣いた。


　泣いても、佳希の身体を痛めつける力は弱まらない。


「……あっ………っ……」


　痛みのあまり縮こまっていた佳希のものに、正見の指が絡み、こすり上げた。


　前を嬲なぶられながら、後ろを貫かれる。


「…ん………うそ…っ……な…で……」


　痛みだけだったそこの感覚に、徐じよ々じよに甘いものが混じっていくのを感じて、佳希は絶望的な気分になった。


（……さいてー……）


　本気で嫌いやだと思って抗っているのに、感じてしまうこの身体。


（……ぜんぶ……手て遅おくれか……）


「……ふっ……う……あっ……」


　耳に届くかすれた自分の声に、無意識のうちに媚こびる響ひびきが含ふくまれていく。


　男に抱かれることに慣れてしまった汚きたない自分の身体が悲しい。


　でも、後悔しても、すべてがもう遅い。


（……ばかだ……おれ……）


　揺ゆさぶられ、喘あえぎながら、佳希は泣いた。


　痛くて泣いているのか、悲しくて泣いているのか、よくて泣いているのか……。


　いろんな感情と感覚が混じり合って、心と身体を乱していく。


　朦もう朧ろうとする意識の中で、零こぼれ落ちる涙なみだだけがやけにリアルで、それがいつまでも佳希を切なくさせた。











　翌朝、佳希は寝ね乱みだれたままの姿でベッドに放置されていた。


（……もう優しくする気はないってか）


　縛られた腕と目隠しは取られていたが、他はそのまま。


　朦朧としたまま自分の身体を見下ろした佳希は、昨夜の暴力の痕あとを見つけて無意識のうちに毛布を身体に巻き付けていた。


　その途と端たん、自分の血と精液に汚よごれたシーツが視界に入る。


（あ、これ……どうしよう）


　このままにしておけば、加瀬の目に触ふれる。


　隠さなければと、ぼんやり考えながらシーツを引っ張る。


　と、そのとき、ノックの音がした。


「佳希くん？」


「あ……あ……」


　一気に目が覚めた。


　目覚まし時計とドアを交こう互ごに見ながら、佳希は焦あせった。


　いつもなら階下に降りている時間なのに、佳希が起きてこないから、加瀬が起こしにきてくれたんだろう。


（こんな恰かつ好こう、見られたくない）


　佳希は痛む身体からだに毛布を巻き付けたままドアに駆かけ寄ると、そのまま鍵かぎをかけた。


「よしきくん？」


「ごめん。……あの、今日はこのまま学校休むから……」


　佳希がそう言うと、ドアの向こうから「熱でもあるの？」と心配そうな声が聞こえた。


　とにかくドアを開けてと言われて、佳希はたまらずに怒ど鳴なった。


「うるさいっ！　向こういけ！　俺にかまうな！」


　続けざまに怒鳴って、ドアにもたれてそのままズルズルとへたり込む。


（ごめん……ごめんなさい……）


　これは子供じみた甘えだ。


　どんなことを言っても、必ず相手が許してくれると知っているときにしかつかえない、子供じみた我が儘まま。


　でも、許してもらえる機会がないままになることもあると、今の佳希は知っている。


　許してもらえずに、いっそ拒きよ絶ぜつされたほうが楽になれることもあるのかもしれないと、頭の隅すみでぼんやり思う。


　しばらくすると、ドアの向こうから、加瀬の気配が消えた。


　もう一度ベッドに戻もどり、汚れたシーツを見下ろした。


（……隠かくす必要はないか）


　今までも、加瀬が佳希の部屋のベッドメイクをしてくれていたのだ。


　本当に、なにもかもが手遅れだった。
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　火曜日、『Ks.com』の本社ビルの駐ちゆう車しや場じようで車を降りた加瀬は、さてどうしようかと周囲を見み渡わたした。


「どっちに行けばいいのかな」


　一度見学に来るようにと何度も言われていたが、気が向かなくてずっと後回しにしていた。


　そのせいで、右も左もわからない。


　とりあえず守衛室に行こうと歩き出すと、背中から声をかけられた。


「こんな所で、なにをしてるんです？」


『Ks.com』の社長、妹尾の第一秘書の井口が、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめて立っている。


「ああ、井口くんか。ちょうど良かった。──いるかな？」


「いらっしゃいますけど……。いい大人の癖くせに、アポぐらい取ってくださいよ。留守だったらどうするつもりだったんです？」


「待とうかと……」


「そんなことをさせたら、わたしが怒おこられるんですけど？」


「ああ、ごめん。次からは気をつけるから」


　謝ると、井口はぷいっと顔をそらし、守衛室に向けて歩き出した。


「社長室はこちらです」


　どうやら案内してくれる気らしい。


　加瀬は井口の後を追った。


「──調査結果を聞きにわざわざ？」


　エレベーターの中で井口が話しかけてくる。


「報告書はまだだよね」


「ちょうど今、受け取ってきたところです」


　井口は手にもっていた封ふう筒とうをひらひらさせた。


「早いな。──それも聞きたいけど、他ほかにもちょっとね」


「そうですか。あまり、うちの社長に面めん倒どうをかけないでくださいね」


「……自重するよ」


　加瀬が答えると、井口はフンと鼻をならした。





　井口は、持っていた封筒を妹尾に渡わたすと、社長室から出て行った。


「久しぶり。──どうした、変な顔して」


　妹尾が、加瀬に気さくに笑いかける。


「いや、どうも井口くんには嫌きらわれてるみたいだなぁと思ってね」


「ああ、気にするな。あれは大たい抵ていの人間が嫌いみたいだからな。ま、それでも有能なんだがね」


　座れよと促うながされ、応接用のソファーに向かい合って座る。


「で、どうだ？　──王子様とは仲良くやってるか？」


「王子様か……」


　そう言えば、名前も知らなくて、そんな風に呼んでいた時期もあったのだ。


　加瀬は、複雑な気持ちで苦く笑った。











「なにしてんだ、佳希？」


　まっすぐ家に帰る気になれなくて机に座ってぼんやりしていたら、横田に声をかけられた。


「まだ具合悪いのか？」


「いや、もう平気だ」


　月曜日、佳希は風邪かぜをひいて休んだことになっていた。


　夜になってからキッチンに降りたら、加瀬はなにも聞かずに温かいスープを出してくれた。


　加瀬は何事もなかったかのように接してきてくれるが、佳希はどうしてもいつも通りに振ふる舞まうことができなかった。


　前の夜、いつも通りに部屋に上がる佳希を加瀬は見ていたのだ。


　そして、翌朝のあの態度。


　空白の時間帯に、佳希になにかがあったのだと想像するのはきっとたやすい。


　そんな想像をされているのかと思うと、苦しくてたまらなかった。


　そんな想像をしているかもしれない加瀬の顔を、どうしても正面から見つめることができなくて、目をそらしてばかりいた。


　今朝になってもそんな気まずさは同じで、自分の感情がコントロールできないことに佳希は困り果てていた。


「帰らねぇの？　暇ひまなんだったら、俺らと遊びにいくか？」


「またおまえんち？」


「いや、今日はＣＤショップでイベントがあるんだ」


「へぇ、じゃいこうかな」


　気晴らしには良いいかもしれない。


　アイドルバンドだけど良いのかと聞かれながら、友達四人と連れだって校門を出ると、見覚えのある高級車が歩道脇わきに停まっていた。


「……これって」


　嫌いやな予感がした佳希は、急いで車の脇を通り抜ぬけようとしたが、ドアが開いてやはり見覚えのある人が降りてくる。


「──こんにちは」


「……井口さん」


　なぜこんな所にと、この人に聞く気にはなれない。


　自分を迎むかえに来たとしか思えないし、聞いたところで素す直なおに答えてくれるはずがないからだ。


　不毛な会話でこれ以上不ふ愉ゆ快かいな気分になるのが嫌だった佳希は、横田達に用事ができたと謝ってから、無言で車に乗り込んだ。








　予想通り、連れていかれたのは『Ks.com』の社長室。


「急で悪いが、君には引っ越こししてもらうことになった」


　妹尾から開口一番にそう言われて、佳希は絶句する。


「学校に近いマンションを用意した。家具類などはこっちで適当に用意させてもらう」


（……お払はらい箱ばこか）


　きっと、この前の夜の一件だ。


　馬ば鹿かなことを言い出して、暴れて大人しく抱だかれなかったのが、正見の気に障さわったのだろう。


「この先のことはなにも心配しなくていいから。今まで通り経済的な援えん助じよはするし、俺にできることならなんでもバックアップする」


「……いつ、引っ越せばいいんですか？」


「君はなにもしなくていい。明日の日中に作業は全部すませておく。──新しい住すみ処かには、明日、井口が案内するから」


「わかりました。お世話をおかけします」


　頭を下げてから、社長室を出た。


「屋や敷しきまでお送りしますよ」


　ドアの前で待っていた井口に促され、また車に乗せられる。


　お払い箱になったわりには、良い話だと思う。


　だが、佳希はあまり喜べなかった。


（加瀬さんには、もう会えなくなるな）


　追い出された屋敷に会いにいくことはできないから……。


　あまりにも急な話で現実感がなくて、ぽっかりと胸に穴が開いたような空くう虚きよさを感じた。


「──ひとり暮らしは、はじめてでしたよね？」


「まあね」


　井口に話しかけられ、適当に相づちをうつ。


「それならば、なにかと不自由でしょう。ハウスキーパーも用意しましょうか？」


「え、ああ、それは助かる」


　ハウスキーパーと聞いて、ドクンと心臓が高鳴った。


（加瀬さんがいい）


　正見との縁えんが切れたら、この気まずさも少しは減るはず。


　土日だけでもいい。暇な時間にちょっとだけ、来てくれないだろうか？


　住み込みで働いている人に、そんな余よ裕ゆうがあるわけないとわかっているのに、そんな都合のいいことを考えてしまう。


（……俺の後がまがあの屋敷に来たら、その面倒を見なくちゃならないだろうしな）


　自分以外の誰だれかを、加瀬が、あの微ほほ笑えみで屋敷に迎え入れる。


　それを想像すると、胸が酷ひどく痛くなった。
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　屋敷につくと、やっぱり門前で井口にポイッと車から降ろされた。


　走り去る車の排はい気き音を聞きながら、ロックを開けて屋敷に入る。


　佳希は、その足で直接キッチンに向かった。


「佳希くん、おかえり」


　いつもと変わらぬ笑え顔がおで、加瀬が迎えてくれる。


「……俺、引っ越すことになったから」


　佳希が真顔でそう言うと、加瀬は、聞いてる、と頷うなずいた。


「良かったね」


「そうかな？」


「うん。だって、その……自由になれるんだし」


　加瀬は、肝かん心じんな言葉を曖あい昧まいにぼかした。


　それが、凄すごく辛つらい。


「確かに自由にはなれるけど……、でも、ひとりになるのは……」


「叔お父じさんの家に戻もどったほうがよかった？」


「そうじゃない。そうじゃなくて……、せっかく仲良くなったんだしさ、このまま加瀬さんと会えなくなるのが……寂さびしいって言うか、嫌で……」


　馬鹿なことを言ってる。


　理性ではわかっているのに、止められない。


「だったら、いつでも遊びにきてよ」


　加瀬は佳希を労いたわるように優やさしげに微笑んだ。


　好きな男に会うために、好きでもない男に抱かれていた屋敷を訪おとずれる。


（……こういうのって、けっこう残ざん酷こく）


　佳希の気持ちを知らないから、加瀬が気軽にそんなことを言うのだとわかっていても、傷つくものは傷つく。


「佳希くん？」


　黙だまり込んでしまった佳希の顔を、加瀬が屈かがみ込んで心配そうに覗のぞき込んだ。


「気分でも悪い？」


「……いや、そうじゃなくて……」


　心配してくれる目の優しさが、胸に染しみた。


　もうこの人に二度と会えないのだと思うと、たまらなく辛くなる。


「──俺、あんたが好きなんだ」


　するりと言葉が唇くちびるから零こぼれていった。


「あっ」


「え？」


　佳希が自分の言った言葉に驚おどろくのと同時に、加瀬もビックリして眼め鏡がねの奥の目を丸くしている。


「……え、でも──」


「あ、違ちがうんだ。だからってなにも望んじゃいない。俺みたいな汚きたない奴やつじゃ、あんたに似合わないってわかってるし……」


　言ってしまった言葉はもう取り戻すことができない。


　佳希は慌あわてて言葉を継つぎ足した。


「でも、あの、たまにで良いいから会って欲しいんだ。この家以外の場所で、暇ひまなときで良いから……。あんたと一いつ緒しよにいると、凄くほっとする。昔みたいに、自分の家で暮らしてたときみたいに、安心していられるんだ。だから……」


　頼たのむよ、と言いかけて、加瀬が酷く困った顔をしているのに気づく。


　一気に頭が冷えた。


「……あ、わるい」


　自分勝手なことを言ってしまった。


　仕事で面めん倒どうを見ていただけの相手に、こんな風に気持ちを押しつけられても戸と惑まどうだけだ。


　純じゆん粋すいで優しい人だから、嫌いやでも断りきれずに頷いてしまいかねない。


（……我が慢まん……しないと……）


　加瀬に、迷めい惑わくをかけたいわけじゃないのだから……。


「今の冗じよう談だん……。忘れて」


　馬鹿なことをした。


　言わずにいれば、今日だけは今まで通りに過ごしていられただろうに……。


　加瀬の困り顔を見るのが辛くて、佳希はうつむいた。


「……今日は夕飯いらない」


　そのまま、自分の部屋に戻ろうとしたが、加瀬が佳希の腕うでをつかんで止める。


「──佳希くん、ちょっと来て」


　腕を引っ張られて、キッチンから出た。


「え、ちょっと……待て…よ」


　加瀬は佳希の腕をつかんだまま、キッチン脇わきの階段を昇のぼった。


　この階段の上にあるのは、正見の部屋だけ。


「あ……、そっちいきたくない！　放せ!!」


　佳希は立ち止まろうとしたが、有無を言わさぬ力で腕をつかむ加瀬に引きずられるようにして階段を昇らされる。


（いやだ!!）


　このまま、自分を抱だいていた男の顔を見ないままでいたかった。


　それに、自分を抱いていた男と同じ部屋にいるところを、加瀬に見られたくはない。


　加瀬は、全力で逃にげようとする佳希を片手でつかまえたまま、正見の部屋のドアの三つの鍵かぎを次々に開けていった。


　逃げられないまま、正見の部屋のドアが開く。


「佳希くん、見て」


　グイッと引っ張られて、部屋の中に引き入れられる。


「……あ」


　想像していた通り、広い部屋だった。


　だが中の様子は、予想と違う。


　仕事場らしい機材が占しめるのは部屋のほんの一部分。


　それ以外の場所にはなにもない。


　ベッドもソファーも、この部屋の中だけにこもって生活するなら必要だと思われるものが、なにもない。


「……なんで、こんなにガランとしてるんだ？」


「仕事部屋だからだよ」


　加瀬はいったん言葉を句切ってから、つけ加えた。


「──加瀬正見の」


「え、かせまさみって……。……え？　だって、妹尾さんが……」


　加瀬は、混乱する佳希の肩かたをつかむと、屈み込んで顔を覗き込んだ。


「孝敏は──妹尾のことだけど──いつも僕を名前で呼ぶんだ」


　後見人の名前を、『正見』と教えてくれたのは妹尾で、それ以外の人からは聞かされていない。


　だが……。


「正見トオルじゃないのか？」


「トオルは、もともと僕のネットでのハンドルネームだったんだ。あまり表に名前を出したくなかったから、ゲームのクレジットもそれで通しただけで……。──僕が正見だ。加瀬正見なんだよ」


「う……そだろ……」


　佳希はふっと身体からだの力が抜ぬけて、その場にへたり込んだ。


「じゃあ、加瀬さ…んが……俺を？」


「そうだ。……君を抱いていたのは、僕だよ」


（──どういうことだ）


　わけがわからない。


　闇やみの中で力ずくで自分を抱いた正見と、毎日浮うき浮きと楽しそうに笑いかけてくれていた加瀬では、あまりにも違ちがいすぎて、佳希の中でどうしてもひとつに重ならない。


　そもそもなぜ、一人二役を演じる必要がある？


（どっちが、ホントなんだ？）


　正見が加瀬を演じていたのか、それとも加瀬が正見を演じていたのか。


　自分が好きになった人のほうが、仮想の人格だったとしたら……。


　へたり込んだ佳希を立たせようとして、加瀬が佳希に手を伸のばした。


「──っ！」


　腕に触ふれた加瀬の手を、佳希は思わず振ふり払はらっていた。


「……やっぱり、駄だ目めだね。……ごめん。君に嫌きらわれたくなかったから、今までどうしても言い出せなかったんだ」


　加瀬は佳希に振り払われた自分の手を静かな目で見つめた。


「本当は君を手放したくない。でも、これ以上、君を傷つけたくない。君が苦しんで自分を卑ひ下げする姿も見たくない。──佳希くん、君は汚くなんかないよ。汚いのは僕のほうだ」


　自じ嘲ちよう気味に笑う。


「君の部屋には、もういかない。だから今日は安心して休むと良い。明日になれば、君は自由だ。それまでの辛しん抱ぼうだから」


「──ちょっ……、待てよ」


　そのまま、きびすを返して部屋を出ていこうとする加瀬を、佳希は呼び止めた。


「説明……してくれ。どういうことなんだ？」


　立ち上がり、そのままあとずさって、加瀬から離れて壁かべに背中をつける。


「なんで俺だったんだ？　俺なんかを騙だまして、あんたになんの得があるんだよ」


「騙すつもりなんてなかった。……助けたいと、そう思ってただけで……」


　立ち止まった加瀬は、振り向いて佳希を見た。


「助けたいって……。矛む盾じゆんしてる」


「そうだね。でも、本当なんだ。──佳希くん。僕はね、君のことを随ずい分ぶん前から知ってたんだ」


「知ってた？」


「そう。──最初に見かけたとき、君はたぶん小学生になったばかりだったんじゃないかな」








（佳希くんには、聞く権利があるか……）


　加瀬にとっては、自分の弱さを再さい認にん識しきさせるだけの話だ。


　だが、これ以上噓うその上うわ塗ぬりをすることはできない。


　話すことで、少しでも佳希の気持ちを楽にできればと加瀬は口を開いた。





　その当時、加瀬は大学生。


　最初に作ったゲームが発売されたばかりの頃ころで、徐じよ々じよに騒さわがしくなる周囲の環かん境きように少しだけ疲つかれていた。


「たまたま通りかかった家の庭からバーベキューの美味おいしそうな匂においがしてね。覗のぞき込んだら、両親と友達に囲まれて幸せそうに笑ってる、まだ小さかった君がいた。……僕はそんな君に、いっぺんで憧あこがれたんだ」


「……あ、誕生日パーティー？」


　記き憶おくを辿たどるように視線を空に向ける佳希に、加瀬は微ほほ笑えみかけた。


「たぶん、そうだったんだろうね」


　物心つく前に両親が亡なくなり、小学生になる前に祖父が亡くなった。


　施し設せつで育った加瀬には、得ることのできなかった温かな家庭の理想がその家にはあった。


「それからは、休日のたびに暇ひまを見つけては、散歩がてら君の家をこっそり覗きに行くようになった。あ、覗くっていっても、前をゆっくり歩く程度だよ。孝敏──妹尾からは、変質者扱あつかいされないように気をつけろって、散々注意されたけど」


　こぢんまりとした新築の小さな家、小さくても花の絶えない庭。


　車を洗う父親にまとわりついて、楽しそうに笑っている男の子。


　母親に叱しかられて、ばーかばーかと口答えするのを漏もれ聞いて、思わず笑ったこともある。


　家の中から聞こえてくる平へい凡ぼんな一家の明るい声に、加瀬は自分の胸にある空くう洞どうが満たされていくような気がしていた。


　名前を知らない男の子を、『あの家の王子様』と言っては、妹尾にその日見た幸せな光景を話して聞かせていたのもその頃だ。


「でも最初のゲームがヒットして、会社を設立して、ゲーム制作が本格稼か働どうに入ると、さすがに忙いそがしくなって……。散歩する暇もなくなって自然に足が遠のいた。──でも、この家を建てて引っ越こしてきてから、近所の子と話す機会が多くなってね。ちょうど、あの頃の君と同じぐらいの歳としの子なんだよ。その子と話してると、君はどうしてるだろうって気になってきて……」


　久しぶりに訪ねたあの家は、もうそこにはなかった。


　整地され、土地を囲むように設置された鉄線には、売地の看板。


「なにがあったんだろうって驚おどろいた。知り合いでもないのに近所の人に聞くわけにいかないし……。俺があんまり気にしていたら、妹尾が君の家のことを調査会社に頼たのんで調べてくれたんだ」


　母親は事故死、父親は失しつ踪そう。


　残されたあの男の子は、父方の血けつ縁えんに引き取られた。


　そして、それ以外のことも加瀬は知らされた。


「報告書に写真が何枚か添てん付ぷされてて、その中に君が……その、男とホテルの部屋に入る写真もあったんだ」


「……あのときの」


　誰だれかに見られていたなんて思ってもみなかったのだろう。


　佳希は表情を硬かたくした。


「調査会社の人間の話では、どうやら君の叔お父じさんが裏で糸を引いているらしいってことだった。──だから、君を助けたいって思ったんだよ」


　施設時代、幼かった加瀬は施設に出入りしていた業者のひとりに目をつけられて、何度か物もの陰かげに引きずり込まれかかったことがあった。


　同じ施設育ちで、子供達のリーダー格だった妹尾が、そのたびに機転を利きかせて助けてくれていたから事なきを得たが、抗あらがえない力で押さえ込まれる恐きよう怖ふと嫌けん悪お感は身に染しみて知っている。


　あの幸せそうな家で笑っていた小さな男の子が、そんな目に遭あっていると思うとたまらなかった。


「一刻も早く、君をあんな環境から遠ざけたかったんだ。だから、どんな手段でもいいと妹尾に頼んで、君の後見人になることにした」


「だったら、なんで俺を？」


　硬い表情のままで佳希が聞いてくる。


「君が、勘かん違ちがいをしていたから……。──あの夜、本当は君の誤解を解くつもりで、君の部屋にいったんだよ」


　ベッドの相手として買われてきたのだと佳希が言ったとき、すぐに否定できなかったのは事情がはっきりわからなかったせいだった。佳希の後見人になる手て筈はずは、すべて妹尾が調ととのえてくれていたから……。


　完全に誤解している佳希に、自分が正見本人だと言ってしまったら、きっと警けい戒かいされてしまうだろう。


　嫌われたらと思うと、言い出すことができなかった。


「妹尾に確認したんだけど、君を引き取るにあたっての取引があったのは事実でも、金銭のやりとりは一いつ切さいないそうだ」


「でも取引はしたんだろ？」


「うん。まぁ、そうなんだけど……」


　ちょうどその頃、和食のチェーン店を展開している佳希の叔父は、最近開店した社運を賭かけた新店てん舗ぽが軌き道どうに乗らず、危機的状じよう況きようにあったらしい。


　だから、『Ks.com』のサイト上での広告宣伝、グルメ検けん索さくのページで優先して店名が表示されるような操作、ついでに関連会社の行事等で使うという約束で喜んで佳希を差し出したのだ。


「そんなもので俺は売られたのか？」


　馬ば鹿かげてる、と佳希はあきれたようだった。


「叔父さんにとっては、『そんなもの』じゃなかったんだよ。ある意味、金銭より価値がある。……誤解のないように言っておくけど、この取引、表おもて沙ざ汰たになったら少々問題だけど、僕らにとってはたいした価値はない。ちょっとした情報操作をするだけだからね。──だから君が負い目を感じることはなにもないんだよ。──あの夜、それを説明しようと思って君の部屋に行ったんだけど……」


　加瀬は、気まずくなって、佳希から視線を外した。


「そんなに遅おそい時間じゃなかったから、まだ起きてると思ったんだ。でも、灯あかりが消えてて……。具合でも悪くなって早く寝ねたのかと思ったんだ」


　熱があったら大変だと、闇やみに目が慣れてから起こさないようにそうっと近づいたら、佳希はうなされていた。


　心配になって起こしたら、飛び起きた佳希はベッドの上であとずさった。


　その怯おびえた様子が可哀かわい想そうで、加瀬は思わず佳希を抱だき寄せてしまったのだ。


「……声をかけようと思ったんだ。君が酷ひどく怯えていたから、落ち着くまで待ってから……。でも、その前に君が誘さそうような真似まねをするから、たがが外れた」


「……俺のせいだって言うのかよ」


「違ちがう。もちろん悪いのは僕だ。……君が酷く怯えてるって気づいてたのに、自分を止められなかったから」


　自分から加瀬の手を引いて、素す肌はだに触ふれるようにと促うながした震ふるえている手が哀あわれで、凄すごく愛いとおしかった。


　怯えている癖くせに、引き寄せようとするその態度に軽い怒いかりも覚えた。


　佳希は、男に買われることに『慣れてるから』と言ったのだ。


　かつて憧れた、あの幸せそうな家の男の子が、そんな風に変わってしまったことが加瀬は許せなかった。


　愛しさと怒りと、そして直接触れた滑なめらかな肌はだの感かん触しよくに目がくらんで、佳希を抱いた。


　それでも、すぐに気づいたのだ。


　佳希はあまりにも不ふ馴なれで、そして怯えきっていたから、慣れている、と言ったのは噓うそだったのだと……。


　誘おうとしたのも、きっとそれが買われてきた自分の役割だとでも思ったのだろう。


　それがわかっても、もう自分を止めることはできなかった。


　二度と心を開いてはもらえなくてもかまわないと、欲望の命じるままに、怯える身体からだを組み敷しいた。


「次の日の朝、君は昨夜の相手が僕だったってことに、全然気づいていなかった。それで決めた。このまま、黙だまっていようってね。──僕は、もっと君に触れたかった。それに、真実を話して、君に嫌きらわれたくもなかったんだ」


　でも本当は、佳希は気づかないと半ば確信していたのだ。


　行こう為いの間中、辛つらい現実から目を背そむけるように、佳希はずっと目を閉ざしたままだったから。


　だから、わざと声を出さずにいた。


　我ながら卑ひ怯きようだ。


「じゃあ、なんで、急に自由にする気になったんだ」


「これ以上、君を傷つけたくないから……」


　帰りが遅かった夜、佳希は誰かの車で門まで送られてきた。


　あきらかにタクシーじゃない車だったから、わざと惚とぼけて歩いて来たのかと聞いたら、佳希は知り合いに送ってもらったと、相手の名を言わずに誤ご魔ま化かした。


　その日の佳希は、朝から様子が少し変だった。


　あんなに楽しみにしていたドライブをキャンセルしなければならない用事がなんだったのか、加瀬はずっと気にしていたから、佳希が返事をはぐらかしたことに嫌いやな予感を覚えた。


　それで我が慢まんできずに深夜に部屋を訪おとずれたら、好きな人ができたと告げられ、一いつ瞬しゆんにして頭に血が昇のぼった。


（僕は、最低で自分勝手な男だ）


　卑怯な手段で無理矢理抱いていたというのに、この子が自分の腕うでから離はなれていくのだと思ったら、どうしようもない怒りがこみ上げてきて、自分を抑おさえることができなくなっていた。


「この前の夜のこと、本当に悪かったと思ってる。どうしても抑えられなくて……。このまま、君を手元に置いておいたら、きっとまた傷つけてしまう。──それに、君が、これ以上自分を卑ひ下げするのを見ていられない」


　男に抱かれている自分を、汚きたないと、佳希は言った。


　日が経たつにつれて、佳希がたまにふっと酷く悲しそうな顔をするようになったのに、加瀬は気づいていた。


　自分のことを男だん娼しようだと言うのを聞いて、これ以上騙だますのはもう無理だと思った。


　そんな風に、佳希が自分を貶おとしめて考えるようになるとは想像もしていなかったのだ。


「今さらだけど、君をこんな形で傷つけるつもりはなかったんだ。もう、信じてはもらえないだろうけど……」


　無意味だろうと思いつつ、加瀬は「ごめん」と小さく謝った。





（これは、誰だれなんだろう）


　あまりにも良くできた話のような気がして、佳希は言葉を返すのをためらっていた。


　加瀬は、佳希がはじめて好きになった人だった。


　だからできることなら許したかった。


　自分を助けようとしてくれたのだと、不幸な行き違ちがいで二重生活を送ることになったのだと信じたい。


　だが、闇の中、手首を拘こう束そくして自分を抱いた男と、加瀬のイメージはあまりにも違いすぎた。


　違い和わ感がありすぎて、信じ切ることがどうしてもできない。


　佳希が黙っていると、加瀬は悲しそうに目を伏ふせて、再び部屋から出て行こうとした。


「まてよ。まだ……聞きたいことがあるから」


　混乱しきっていたから、聞きたいことなんて思い浮うかばない。


　ただ、いま加瀬を行かせてしまったら、本当に二度と会えなくなるような気がした。


　だから、呼び止めたのだ。


「なに？」


　聞き返されて、言葉に詰つまる。


「この……部屋、なんでこんな無意味に広いんだ？」


「ああ、これ。この家を建てたときは意味があったんだけどね」


　佳希の思いつきの問いに、加瀬はちょっと苦く笑った。


「佳希くん、ゲームって、どういう風に作るか知ってる？」


「知らない」


「ひとつのゲームを作るにはけっこうな人数がいるんだよ。音楽やプログラム、グラフィックなんかを作るグループが複数あって、最終的にそれを組み上げていく。で、僕は、そのゲームの原案と最終的なチェックを担当してるわけ。──ゲーム造りって、チーム作業なんだよ」


「だから？」


「うん、だからね。最初、この家を建てたときは、ここを作業場にしようと思ってたんだ。プロジェクトの中心に携たずさわる僕の直属のアシスタント専用のね。妹尾は警備の問題もあるから本社でやれってうるさかったけど、本社だと人目がありすぎて嫌だったんだ。自宅なら煩わずらわしいことも少なくなるしね」


「それで家から出ない変わり者なんて言われてんだ」


「まあね、でも全然出ないのとは違うよ。会社関係の人間に会いたくなかっただけで……。──作業の内容によっては何日も家に帰れなくなる、だから泊とまれるように部屋数を多くして、食事も人を雇やとって提供できるようにしようと、広いキッチンも用意した」


「荷物用のエレベーターも、それで？」


「そう。わざわざ階段を使わなくて済むから楽だろう？　色々計画して、設計するのは楽しかったよ」


「でも、今はあんたひとりだ」


「そうだね。──まぁ、色々と嫌になっちゃって」


　加瀬は、視線を宙に浮かせた。


「色々ってなんだよ」


「人間関係のトラブル、かな。──ゲームデザイナーとしての僕に憧あこがれてるって、みんな、そう言ってくれるんだけど、でも徐じよ々じよに変わっていくから……」


　能力を磨みがくより、加瀬に対して媚こびを売ることに熱心になる者もいた。


　憧れていると言いながら、ライバル心や嫉しつ妬と心をむき出しにする者も……。


　対たい抗こう心を燃やしてむきになって仕事をする者を見るたびに、加瀬は気持ちが沈しずんだのだと悲しそうに言った。


「僕はね、この仕事が好きなんだよ。最近じゃあ、妹尾におまえは人間嫌ぎらいだなんて言われたりもするんだけど、逆なんだ。力をあわせてなにかを作り上げるって凄すごいことだと思う。ネットゲームにこだわるのは、沢たく山さんの人間がネットを通じてひとつの仮想空間に集まって遊ぶというシチュエーションが好きだからなんだ。……でも、実際はなかなか上手うまくいかない。──初期の頃ころからの信しん頼らいしていたスタッフが完成間近のデータを盗ぬすみかけたのが発覚して、さすがにしんどくなった。それで、ここをみんなの作業場にすることを諦あきらめたんだ」


「じゃあ、いま仕事は？」


「もちろんやってるよ。ネットがあるから、さして不自由はないしね」


　自分以外の中心スタッフは、ほとんどが本社ビルで作業しているのだと、加瀬は言った。


「……でもね、最近は少しだけ彼らの気持ちがわかるようになったかな。好きだと思うものを憎にくむときもあるし、守りたいと思うものを壊こわしてしまうときもある。綺き麗れい事ごとだけじゃ割り切れないものは確かにあるんだ。──君に対しての僕が、そうだったように」


　加瀬は深く息を吐はいた。


「謝って済む問題じゃないけど、傷つけたこと本当にごめん。悪かったと思ってる。思ってるけど……、でも謝れなくても良いいから、君に正体がばれないままで別れたかったと思ってるのも事実なんだ」


「なんだよ、それ」


「こんな風に君に警けい戒かいされたくなかったんだ。──再会したとき、君が昔と随ずい分ぶん変わってて、ちょっと戸と惑まどったけど、でも最近はよく笑ってくれるようになっただろう？　それが本当に嬉うれしくて、一いつ緒しよに暮らせて毎日が楽しかった。だからね、佳希くんに懐なついてもらえたハウスキーパーの加瀬という男のまま、君の記き憶おくの中にとどめておいて欲しかったんだ」


　勝手だよねと、加瀬は自じ嘲ちよう気味に笑った。


「ああ、そうだ。大事なことを言い忘れるところだった。──佳希くん、君のお父さんね、借金なんか残していかなかったんだよ」


「え、だって叔お父じさんは……」


「確かに借金はあったようだけど、不動産会社に家の土地を売った金でほとんどが相そう殺さいされてるよ」


「じゃあ、俺は叔父さんに騙されてたのか？」


「そのようだね」


　可哀かわい想そうな甥おいを引き取った好人物、そんな印象を商売相手に与あたえるための道具として佳希を仕立て上げるための噓うそだったのか、それとも、佳希を自分の手て駒ごまとして都合良く操あやつるための理由としてでっち上げたのか。


「……くそっ。俺、馬ば鹿かだ」


　騙されていたことが悔くやしくて、佳希は拳こぶしで壁かべを叩たたいた。


「君を引き取った当時、叔父さんはかなり資し金きん繰ぐりに困っていたようだよ。そこら辺の事情がなにか絡からんでいた可能性もあるね」


「……加瀬さん、随ずい分ぶん詳くわしいな」


「実を言うと、妹尾に頼たのんで調べてもらってたんだ。──僕は昔、君の一家のことをずっと見ていたって言っただろう？　だからね、君のお父さんもちょっとだけ知ってる。……彼は自分の子供に負ふ債さいだけを押しつけて、ひとりで逃にげるような人間には見えなかった。だから調べてもらう気になったんだ」


　良い結果が出て良かった、と加瀬は佳希のために嬉しそうに微ほほ笑えんだ。


（……この人は、加瀬さんだ）


　和なごやかな雰ふん囲い気きを漂ただよわせて微笑むその顔は、間違いなく佳希が良く知っている人だった。


（ああ、そうか。──父さんと……一緒なんだな）


　人は、時と場合によって二面性を持つ。


　優しくて、弱かった父親がそうだったように。


　佳希の中で、二つのイメージが、やっとひとつに重なった。


（……諦めなくて、よかった）


　壁に張り付いていた背中が、自然に離はなれた。


「──加瀬さん、最後にもうひとつ聞いて良いか？」


　佳希は、ゆっくり加瀬の元に歩み寄った。


「なに？」


「あんた、俺のこと、……どう思ってるんだ？」


「え、それは……」


　顔を見上げて聞くと、加瀬はうろたえて、何度も瞬まばたきを繰くり返した。


「抱だき心地のいい玩具おもちやか？」


「玩具だなんて……。抱き心地がいいのは事実だけど、そんな風には思ってないよ」


　ぬけぬけととんでもないことを言われて、今度は佳希がうろたえる番だった。


「そ、それなら……。じゃあ、むかし憧れてた男の子のなれの果て？」


　気を取り直して、また質問する。


「なれの果てって表現は違ちがうと思うけど……。佳希くんは凄く理想的に成長してると思うし」


　昔はふっくらしてて可愛かわいかったけど、今はこんなに綺麗になったしと言われて、またうろたえる。


「もう、余計なことは言わなくていーから。──じゃあ、どう思ってんだよ？」


「も、もちろん好きだよ」


　佳希に詰つめ寄られて、加瀬はあたふたしながら答えた。


「だから、逆上してあんな酷ひどいことをしちゃったんだし……。あの日、車で君を送ってきた誰だれかに君が取られてしまったんだと思ったら、我が慢まんができなかったし……」


「あー、あれか。あれ、妹尾さんだぜ。運転してたのは井口さん。駅で拾われたんだ」


「なんだ、そうだったんだ。──馬鹿だな、僕は」


　加瀬は情けなさそうにため息をついて、天てん井じようを仰あおいだ。


「──君を愛してるよ。心から……」


　ゆっくりと屈かがみ込んで、佳希の顔を覗のぞき込んでくる。


「できるなら、君とずっと一緒に居たかった。──最後のデートが中止になったのが、本当に残念だよ」


「デート？」


「ドライブだよ。……誕生日のお祝いを兼かねたドライブデートのつもりだったから、実はひとりで勝手に盛り上がってたんだ」


「それであの日、浮うき浮きしてたのか」


「そう。……佳希くんはご両親との思い出を重ねてたのにね。思い出を汚よごしちゃったかな」


　ごめん、と加瀬が謝る。


「加瀬さんだし、許すよ。──全部許す」


　佳希は、何気なくさらりと言い切った。


「え？」


「──許すからさ、来週の日曜にドライブに行こう」


「え……？」


「リベンジだ」


「その場合は、アゲインじゃないかな？」


「…………加瀬さん」


　あきれて睨にらむと、加瀬はまたあたふたとうろたえた。


「あ、いや、こういう言葉は曖あい昧まいだから……。いや、そうじゃなくて……。──良いの？」


　加瀬は、佳希の顔の前に大きな右手を広げた。


「さっき、君はこの手を怯おびえて払はらったよね。この手に触さわられるのが、怖こわいんじゃないのか？」


「怖くない。──加瀬さんの手なら良いんだ」


　この手は、なんでも綺麗にする魔ま法ほうの手。


　この手に触ふれてもらえたら、自分が汚れていると思う気持ちもきっと綺き麗れいに消えてなくなる。


　佳希は、加瀬の手を取って引き寄せ、自らの左頰ほおにあてた。


「……嬉しいよ。ありがとう」


　加瀬の手が、頰から後頭部へと移動する。


　引き寄せられた佳希は、顔を上げ、軽く背せ伸のびをして目を閉じた。











「……ん……」


　背伸びして、強くしがみついてくる佳希が愛いとしくて、加瀬はその唇くちびるに何度もくちづけた。


　強く抱きしめて引き寄せると、佳希は安心しきって体重を預けてくる。


　そんな、心から信しん頼らいしきった仕草がたまらない。


　収まりがつかなくなって、そのまま佳希の部屋のベッドになだれ込んだ。


　加瀬は、もう一度佳希に深くくちづけて、甘い舌と唇の感かん触しよくを存分に味わった。


「……ん……」


　今まではいつも薄うす闇やみの中で抱いていたから、ぼんやりとしか見えなかった佳希の顔を、間近でちゃんと見てみたくて、加瀬はいったん唇を離して身体からだを起こした。


　その途と端たん、佳希がすっと腕うでを上げる。


「え、なに？」


　目の前に差し出された手の意味がわからず、加瀬は首を傾かしげる。


「縛しばるんじゃないのか？」


「し……ないよ、もうそんなこと」


（ご、誤解されてるのか）


　ショックだが、緊きん縛ばくプレイが好みだと思われても文句は言えない立場だ。


「目め隠かくしは？」


「それもなし。──あれは、ああしたほうが君が楽なんじゃないかと思って、そうしただけで……」


（ああ、この言い方じゃ、伝わらないか……）


　最初の夜、佳希は怯えながらも、なんの抵てい抗こうもなく身体を許した。


　身体を許しておきながらこちらには触れてこようとはせず、シーツを握にぎりしめていた姿が哀あわれだった。


　最後の最後に叩かれた胸。


　たいした力は入っていなかったが、その痛みはいつまでも深く胸に残った。


　この望まぬ抱ほう擁ようを、佳希がどんな思いで受け入れたのか、わかってしまったから……。


　だから、手首を縛ったのだ。


　強制されて抱かれているのだと、自ら望んでの行こう為いではないと佳希が思えるように。


（……言えない）


　佳希の苦しみがわかっていたのに、手に入れた身体の甘さが忘れられず、その後も正体を隠かくして抱き続けたのだ。


　目隠しに関しては、もっと言えない。


　望まぬ現実から、佳希が目をそらす手伝いになればという思いより、自分の正体がばれないようにという薄うす汚ぎたない気持ちのほうが強かったのだから……。


「なんだ。加瀬さんがああいうのが好きだって言うなら、我慢してやろうと思ってたのに」


「我慢って……。そんな──」


　そういう我慢は駄だ目めだよと言おうとして、加瀬は佳希が楽しそうにニヤニヤしているのに気づいた。


　どうやら、なにもかもわかったうえで、からかっているようだ。


「佳希くん、君ね──」


　からかわないで欲しいなと言いかけたら、今度は顔に手が伸のびてきて、佳希に眼め鏡がねを取られた。


「あれ、この眼鏡、度が入ってないんじゃないか？」


　取った眼鏡を自分の顔にかけて、不思議そうにしている。


「伊達だてだからね」


「なんでだ？」


「イメージ造り……かな」


「ふ～ん。バンダナとエプロンと眼鏡の三点セットか……。確かに雰ふん囲い気きは丸くなるけど、加瀬さん、せっかく綺麗な顔してるのに隠れて勿もつ体たいない」


「そう……かな」


（……もっと言えないな）


　小さい頃ころ、その綺麗な顔のせいで、未み遂すいとはいえ大人から執しつ拗ように追いかけ回されたことへのトラウマから、眼鏡が手放せなくなったのだなどと……。


　自分がそういう目に遭あって嫌いやな思いをしたというのに、佳希に対してもっと酷いことをしていたのだ。


　なんて酷い男だろうと、自分でもあきれる。


「……もう、良いだろ」


　佳希の顔から眼鏡を取り上げ、ベッドサイドの小テーブルの上に置いた。


「……ん……」


　首筋に顔を埋うずめると、佳希がくすぐったそうに首をすくめる。


「あ、そうだ──」


「今度は、なに？」


「焦じらすのはなしな。──加瀬さん、マイペースすぎ。こっちの身にもなれよ」


「え、いや、それは……。そのほうが、君が……」


「あ、もしかして、俺を傷つけないようにしてたのか？　でも、あれ、やりすぎだから」


　言い淀よどむ加瀬の言葉の先を読んだのか、佳希が言う。


（僕のこと、かなりいい人だと思ってるのかな……）


　幼おさな馴な染じみの妹尾からは、おまえの考えは綺麗事だと、人が良すぎるとよく言われていた。


　だが、加瀬自身は、そうは思っていない。


　気づきたくない嫌な部分から目をそらしてきただけだ。


　佳希を手に入れて、それが良くわかった。


（……これは絶対に言えない）


　佳希の身体の負担を思って大切に抱だいていたのは最初のうちだけで、最近では、焦じれて切なそうに自分から誘さそってくる佳希の姿を見たかっただけ。


　雄おすとしての支配欲を刺し激げきされていただなんて、口が裂さけても言えない。


　言えないが……。


（明るいところで、もう一度見たいな）


　薄闇の中にほの白く浮うかぶ肢し体たいが、誘うように揺ゆれるのは幻げん想そう的でさえあって綺麗だった。


　だが、明るいところで、焦れて切なく震ふるえる身体の隅すみ々ずみ、肌はだに滲にじむ汗あせの滴しずくをすべて見てみたいとも思う。


　普ふ段だんはきつくさえ見えるその顔が、身体の欲望に負けて甘えるように媚こびる、その瞬しゆん間かんを見てみたい。


（……また今度でいいか）


　その機会は、この先いくらでもあるのだから……。


　でも我が慢まんできるかなと、良からぬことを考えながら見下ろしたら、佳希と目が合った。


「……加瀬さん」


　ゆっくりと自然にほころんでいく佳希の唇が、自分の名を呼ぶ。


　最初の頃の、どこか強こわばった作り物めいた笑えみとは、比べものにならないぐらいに魅み力りよく的だった。


（……可愛かわいい）


　すべてを打ち明けた後で、もう一度こんな風に微ほほ笑えみかけてもらえるなんて夢のようだ。


　加瀬は、ほころぶ唇に引き寄せられるまま、佳希に近づく。








「もう無む駄だ話はお終しまいだよ」


　佳希の無駄話にあきれたのか、加瀬はそう言い置いてからくちづけてきた。


「……っ……ん」


　唇くちびるが離はなれる瞬間、佳希はそっと目を開けてみる。


（ホントに綺き麗れいな人だよな）


　澄すんだ瞳ひとみを縁ふち取どるまつげの長さ、唇から覗のぞく歯列の綺麗さ。


　欠点を探そうとしてこと細かに観察しても、どこにも文句のつけようがない。


　惚ほれた欲目を差し引いても、結果は同じ。


　ちょっといたずら心を起こして、いつも加瀬が首の後ろで髪かみを縛っている紐ひもを取った。


「あ、こら……」


　まっすぐな髪がぱさっと降りてきて、頰ほおをくすぐる。


「加瀬さん、髪、伸ばしてるのか？」


　髪の束を指先でつまんで、サラサラな感かん触しよくを楽しんでいると、加瀬に手首をとられて引き離された。


「伸びただけだよ。美容院が苦手なんだ」


「だったら、今度俺が切ってやろうか？」


「できるの？」


「ものは試ためしってことで」


「……遠えん慮りよするよ」


　加瀬が、佳希の鼻先に鼻をかるくこすりあわせて微び笑しようする。


「で、他ほかになにか言いたいことはある？」


「ないな。──でも、また思いつくかも」


「できれば、後回しにしてもらいたいんだけど……」


「……わかった。なるべく黙だまってる」


（浮かれすぎたか……）


　ついでに、緊きん張ちようもしていた。


　土ど壇たん場ばでのあまりの口数の多さに、加瀬もさすがにあきれているようだ。


　でも、自分でも止められないのだから仕方ない。


　今までずっと抱かれていたとはいえ、本当の意味で加瀬に抱かれるのはこれがはじめてなのだから……。


「黙ってられるのも寂さびしいな。できれば、声は出してもらいたんだけど」


　加瀬は苦笑すると、再び佳希に覆おおい被かぶさってきた。








　先に注文をつけたのが功を奏したのか、それとも加瀬も我慢ができなかったのか。さほど焦らされることなく、熱いものがそこに押しあてられる。


「……んぅ……」


　ぐっと押し入ってくるものの圧あつ迫ぱく感に、知らず佳希の背中は反った。


「大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？」


　数日前の傷を気き遣づかって、加瀬が心配そうに聞いてくる。


「へいきだ。……そのままきて……」


　ここで引かれたほうがずっと辛つらい。


　身体からだを引こうとする加瀬の首にしがみついて、引き寄せる。


　根本まで身を沈しずめると、加瀬は動きを止め、佳希の耳元で熱い息を吐はいた。


「…そこで、我慢…することないのに」


　身体の奥で、熱いものが焦れて脈動するのを感じて、佳希は身体を震わせる。


「無茶したら、壊こわしそうだから」


　加瀬の言葉がこそばゆい。


「平気だって……。俺、頑がん丈じようなんだぜ？　クラスでも、でかいほうだし」


「そう？　でも、僕から見ると小さいけど」


「加瀬さんがでかすぎるんだよ。──あ……っ……」


　軽く腰こしを揺らされて、じんっと身体が痺しびれて熱くなる。


　たまらずに佳希がしがみつくと、加瀬はそのまま身体を馴な染じませるように、ゆっくりと動き出した。


「……ん……ふ……」


　佳希は、いつもの癖くせで目を閉じ、身体の中のものが蠢うごめくたびに沸わき上がってくる甘い感覚を追った。


　同時に、加瀬の背に回した手の平にも意識を向ける。


　熱いものが佳希の中を何度もこすり上げる。


　その動きにあわせて、触ふれた背中の筋肉が、力強く動くのを感じた。


（……もう……怖こわくない）


　むしろ、その力強さに安心感すら感じている。


「もっと奥まで……きて……。────っ」


　ギュッと抱きついて懇こん願がんすると、加瀬は望み通りにしてくれた。


「……は……いい……っんん──」


　が、もう少しでいきそうになった佳希が息を詰つめた途と端たん、加瀬は動きを止めた。


「あ、ここ、綺麗なピンク色だったんだね」


　ねっとりと乳首を嬲なぶられて、えもいわれぬ甘い感覚に肌が震える。


「あ……やだ……」


　吸い付かれて、思わず頭を強く引き寄せてしまう。


「佳希くん、ここ弱いよね。本当にかわいいな」


　加瀬の囁ささやきが胸元をくすぐる。


　微かすかに揺れる身体の動きで、中のものが動く。


「……ん。……や、……かせ…さん、動いて……」


　たまらずに佳希が自分から腰を揺らして、中のものをもっと感じようとすると、加瀬は微かに喉のどの奥で笑ったようだった。


（うそだろ……もう）


　わざと焦じらして、佳希の反応を楽しんでいるのだ。


「ほんとうに……かわいい」


「も、じ…焦らす……なってば」


　佳希は、たまらず加瀬の胸を叩たたいた。


　その手を、加瀬が取る。


「あ、……おこった？」


　やばかったかなとちょっと思ったが、加瀬は首を振ふりつつ、指先に唇を寄せた。


「そうじゃない。絶対に怒おこったりなんてしないよ。──君はなにをしても良いんだ。もう自由なんだから……」


「ん……。──そう……だな。とりあえず、今はこうしたいかな」


　佳希が加瀬の首に腕うでを巻き付けると、加瀬は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


　ゆっくりと、行こう為いを再開する。


「……んぅっ……あ──いい……」


　もう焦らす気はないらしく、徐じよ々じよに激しさを増していく動きに、佳希は翻ほん弄ろうされた。


　加瀬の身体にしがみつく指が汗あせですべる。


　佳希が閉じていた目を開けると、すぐそこに自分を見下ろす加瀬の顔。


（……あ、感じてるんだ）


　欲望に溺おぼれて歪ゆがむ顔。


　それでも加瀬は綺麗だ。


　自分と同じように熱くなり、感じている。


　佳希は、それが嬉しいと思った。


「っ……加瀬さん。──ふっ…ん」


　強ごう引いんに引き寄せて、唇を求める。


「……よしきくん、気持ち…良い？」


　目を合わせ、鼻先をこすり合わせて加瀬が聞いた。


「ん……いい……もっと……して」


「……うん……っ……」


　身体を密着させたままで、加瀬が強く動く。


「ん……あ……。──っ！」


　佳希の張りつめたものが、ふたりの間でこすれて、弾はじけた。


「……くっ……」


　弾けた衝しよう撃げきで佳希の身体が痙けい攣れんする。


　加瀬がいったん身を離はなそうとするのを、佳希はしがみついて止めた。


「っ……だめ…。……や……」


　身体の中の熱いものは、まだ張りつめたまま。


（……まだ、もっと）


　もっと加瀬に喜んで欲しい。


　自分の身体で感じていて欲しい。


「……ん……はっ……いい……っ…ん…」


　まだ痙攣を繰くり返す佳希の身体に煽あおられたのか、加瀬は強引なほどの抽ちゆう挿そうを繰り返した。


　それをリアルに感じる佳希の身体は、もっとその熱を感じたがって、すぐに高まっていく。


（すごい……いい……）


　ふたり、同時に高めていく。


　それは、今までにない喜びを佳希に与あたえた。


「……くっ」


　きつくねじ込んだ加瀬が、耳元で低く呻うめく。


「あ……んぁ───！」


　今まで感じたほどのない高ぶりを感じながら、佳希はただ無我夢中で愛いとしい身体にしがみついていた。




　　　　９







「──面めん倒どう臭くさいよな、実際……」


　土曜日の午前中、玄げん関かん先でモップ片手に、ぼそっと佳希は愚ぐ痴ちった。





　互たがいの想おもいを確かめあったふたりは、その後も加瀬の屋や敷しきで一いつ緒しよに暮らしている。


　佳希が暮らすはずだったマンション関係の手て筈はずを調ととのえていた井口からは、無む駄だ働きをさせられたと散々嫌いや味みを言われたが、それ以外はなんの問題もなく、平和で幸せな日々。


　だが、ひとつだけ変化もあった。


　それは加瀬の本職が、ハウスキーパーではなくゲームデザイナーだと判明したことによる変化だ。


　今までのように、これが加瀬さんの仕事なんだからと呑のん気きに見学しているわけにはいかなくなり、佳希もあれやこれやと家の中のことを手伝うようになっている。


　だが、これがけっこう大変だった。


　父親とふたり暮らしだった時代に、家事全ぜん般ぱんをこなしていたことがあるから、佳希だって大たい抵ていのことはそれなりにできる。


　だが、ハウスキーパーだと錯さつ覚かくさせるほど家事全般に優すぐれた加瀬に比べると、その能力には天と地ほどの違ちがいがあるのだ。





「こんなん、ほうきでちゃっちゃと掃はいて終わりでいいのにな」


　だが加瀬は、御み影かげ石いし貼ばりの玄げん関かんを、モップで水みず拭ぶきしてから乾から拭ぶきするのがいつものやり方だと言う。


　やはり、家主の意向に従うのが筋だと思うから、教えられた通りに掃そう除じをしているのだが、面倒臭くて仕方ない。


「……ま、このほうが綺き麗れいになるのは事実だけど」


　磨みがき上がった玄関の階段には、庭木の影かげが映っている。


　苦労の末の成果に満足した佳希は、両手を伸のばして、ん～っと背せ伸のびをした。


　モップを片づけようとしていたら、微かな声が聞こえた気がした。


　声のほうを見ると、前に訪ねてきた小学生の男の子が、門の所で叫さけんでいる。


「──こんにちは～！　すいませ～ん！」


　加瀬も裏庭で家庭菜園の世話をしていたから、インターフォンを鳴らしても答える人がいなかったのだろう。


「はいはい」


「とーる兄ちゃんいますか？」


　佳希が歩み寄ると、男の子が聞いてきた。


「いるよ、ちょっと待ってな」


　その場で待たせたままで、裏庭の加瀬の元へ走る。


　小さな来客が来たことを告げると、加瀬は嬉しそうに微笑んだ。


　納なん戸どから小さな袋ふくろを持ってきて、男の子に手て渡わたす。


「はい、これ。──あと、これはお母さんに」


　そう言って渡した紙かみ袋ぶくろには、家庭菜園でとれたインゲンなどの秋野菜。


「ありがとう」


「今年はいっぱいとれたから、もっと要いるようだったら遠えん慮りよなく言ってね」


「うん」


　男の子は、嬉しそうに手を振ふって帰っていった。





「……加瀬さん」


　男の子を見送った後、佳希は裏庭に戻もどる加瀬についていった。


「なに？」


「今のなに？」


「ああ、ひまわりの種だよ。あの子、小学校で飼育委員やってるんだって。それで、鳥の餌えさにちょうど良いいからって分けてあげてるんだ」


「ふ～ん。──で、なんで、あの子には正体教えてるんだ？」


「正体って？」


　加瀬は不思議そうな顔をした。


「トオルって、ゲームデザイナーとしての名前は極ごく秘ひなんじゃなかったのか？　俺、妹尾さんにそう言われたけど」


「あ、ああ、そのことか。──あの子が言ってるのは、トール。背が高いのtallだよ」


「なんだ、それ」


「あの子、晶しよう太たくんって名前なんだ。で、目下、英語塾じゆくに熱心に通ってる」


「もしかして、tallとshort？」


　背の高い加瀬と、まだ小さい自分を対比させてあだ名をつけたのか。


「そう」


「……ガキの癖くせに親おや父じギャグかよ」


　佳希があきれると、加瀬はちょっと複雑そうな顔をした。


「なんだ？」


「いや、僕のトオルってハンドルネームも、実は同じ発想だったんだよね。高校時代に考えたんだけど……。──やっぱり親父ギャグかな」


「……微び妙みよう」


　佳希の答えで、加瀬は乾かわいた笑い声を漏もらした。


「もうひとつ、聞いても良いか？」


「なんでもどうぞ」


「加瀬さんって、ショタコン？」


「な、なんてことを!!　──ち、違うよ！」


　加瀬が、慌あわててブルブルと首を振る。


「でもさ、あれだろ？　加瀬さん、小学生だった俺に目をつけたわけだろ？」


「いや、それは違うよ。そういうんじゃないんだ。断じて違う」


　あの頃ころはそういう不純な動機じゃなくて、もっとこう純じゆん粋すいな……と、加瀬は汗あせをかきつつ一生懸けん命めいになって説明しはじめた。


（……おもしれー）


　すぐにあたふたするから、加瀬をからかうのはけっこう楽しい。








　見上げた加瀬の顔の後ろに広がるのは、ラベンダーがかった淡あわい青空。


　明日の日曜も、きっと秋晴れの上天気に違いない。


（ドライブ日び和よりだな）


　勝手にニヤニヤしてくる頰ほおを放置したまま、佳希は慌てふためいている加瀬の顔を見上げ続けた。




手に負えない男



　◆てにおえないおとこ◆








　並なみ大たい抵ていのことでは驚おどろかない。


　と、いうよりも、並大抵じゃない事態が起きた場合、妹尾孝敏はむしろ大喜びするタイプの人間だ。





　野次馬根こん性じようが発達しすぎだと昔からの友人は言うが、本人はいわゆる乱世向きの性格だと思っている。


　そんな自分が普ふ通つうに会社勤めなんかしても退たい屈くつするだけだとわかっていたから、子供の頃からなにか上手うまい話はないかと密ひそかに網あみを張っていた。


　その結果、引っかかったのが件くだんの友人、加瀬正見で、妹尾は彼の才能を足がかりに大学在学中に会社を設立し、現在では日本有数のＩＴ企き業ぎようのトップだ。


　己おのれの能力を過信して造反し、退社していった会社設立当時のスタッフから、おまえは加瀬の才能についた寄生虫だと罵ののしられたことがある。


　それに関しては、絶対に違うと言いきれる自信があった。


　なにしろ加瀬は奇き妙みように浮うき世よ離ばなれしたところがある男なのだ。


　大学時代、加瀬が自分ひとりの力で、画期的なテーブルゲームのパイロット版を制作したときも、妹尾がマネージメントをやらなければ、目をつけたゲーム会社に二束三文の金でその権利を売り渡していたはずだ。


　確かに、加瀬がいなければ、妹尾の今日の成功はなかった。


　だが同時に、妹尾がいなければ、加瀬だとて、現在のように世界屈くつ指しのゲームデザイナーとしてもてはやされることはなかっただろう。


　世間知らずのお人好よしだから、どこぞのゲーム会社に利用され、飼い殺し同然でこき使われていた可能性のほうが高い。


　持ちつ持たれつな関係なのだ。


　会社が急成長を遂とげた現在、最初は中心事業であったゲーム配信も、単に膨ぼう大だいな利益の一部を担になう部署となった。


　完全に切り離はなしたとしても、母ぼ胎たいである会社は問題なくやっていける。


　ゲーム事業は当たれば利益は大きいが、外したときの損失も大きい。


　それでも新ゲームの制作のために、多額の開発費を注つぎ込んでいるのは、設立当時の貢こう献けん度を忘れてはいないからだ。


　会社経営のコツは、冷静な判断力と大だい胆たんな決断力、そして浪花なにわ節ぶしだと妹尾は思っている。











「──ちょっと待て、話を整理させろ」


　並大抵のことでは驚かないはずの妹尾が、このときばかりは本気で驚いていた。


　ずいぶん前に止やめたはずなのに、無意識に手が煙草たばこの箱を探して身体中のポケットを叩たたく。


「つまり、あれだな。おまえと王子様ができちまったってことなんだろ？」


　妹尾は、いきなり社長室を訪ねてきた加瀬が、言葉をぼかしつつも懸けん命めいに説明した事こと柄がらを、頭の中で整理して組み立ててみた。


「そう。でも……」


　加瀬が気まずそうに言いよどむ。


「王子様は、寝ねてる相手がおまえだとは気づいてない」


「そうなんだよ」


　加瀬が言いよどんだ言葉の後を妹尾が繫つなげたら、加瀬は普ふ段だんから猫ねこ背ぜ気味の背中をもっと丸くして深く息を吐はいた。


「ありえなくないか？　普通いくらなんでも気づくだろう。おまえのでかさじゃ変装なんか無意味だしな」


「……あ、うん。それが……その、色々と……」


「目め隠かくしでもしてやってるのか？」


　聞いたら、加瀬の耳がボッと赤くなった。


（いい大人が、この程度のことで照れるなよな）


　妹尾はあきれた。


　加瀬がこういう性格だから、引き取った男の子を強ごう引いんに抱だいたなどという話を聞かされて、心底驚いてしまったのだ。


「しかし、驚きだな。おまえにも人並みに性欲があったのか」


「それはあるよ。人並みかどうかはわからないけど……」


　いったんおさまりかけた耳の赤みが、また増した。


（……だから、照れるなって）


　妹尾はあきれたが、それでも、加瀬が自分から誰だれかを求めることができるようになったことに、少しだけ安あん堵どしていた。





　人並み外れて背が高く浮世離れしたこの男。


　ちょいと身なりを整えてやりさえすれば、顔だけならばすぐにでも、東洋人というハンデをものともせずにハリウッドで主役をはれそうな、すこぶる良いい顔をしている。


　当然ながら昔から男女を問わずもてていたから、押し切られて何人かとつきあったこともあるようだ。


　だが、長続きはしなかった。


　本人が話したがらないから理由は聞き出せずにいるが、妹尾には、たぶん原因はあれだろうなという心当たりがある。


　捨て子同然で施し設せつに預けられた妹尾は、物心ついたときには施設にいた。


　同じ施設に加瀬がやって来たのは、ふたりがまだ小学生になる前のこと。


　それまでは祖父に育てられていたという加瀬は、やたらと呑のん気きでお人好し、そしてヤバイぐらいに可愛かわいい子供だった。


　以前から、少々おかしなそぶりをみせることがあった特とく殊しゆな性向を持つ出入りの業者が、完全に道を踏ふみ外してしまうぐらいには可愛かったのだ。


　妹尾はその当時から厄やつ介かい事ごとが大好きで、しかも施設内にいる同年代の子供達のリーダー格でもあった。


　だから、その業者の態度の変化にすぐ気づくことができたし、加瀬が物もの陰かげに引きずりこまれそうになると、他ほかの子供達と示し合わせて騒さわぎを起こし助け出すことにも成功した。


　やがて歪ゆがんだ願望を果たすことなくその業者は施設への立ち入りを禁止されたが、その出来事は加瀬にとってけっこう根深い傷になったようで、思春期を迎むかえても恋れん愛あいやセックスにほとんど興味を示さないまま、奇妙に淡たん泊ぱくな男に育ってしまったのだ。


（王子様には悪いが、これはこれで良かったな）


　セックスは人生にとって大切なスパイス。


　こいつはその本当の楽しみを知らないままで一生を過ごすのかと、妹尾は常々哀あわれに思っていた。


　この経験で少しは色気づいて身なりを整えてくれるようになればいいとも思うし、人前に出ることを厭いとわなくなってくれればもっと良いとも思う。


（……あ、髪かみ）


　人から触さわられるのが苦手で、顔をマジマジと観察されることが嫌きらいな加瀬は、当然美容院にいくのも嫌いやがる。


　だから、髪は伸のびると肩かた先さきぐらいの長さに自分で切っているようで、普段は首の後ろで紐ひもでくくっている。


　何度も寝たのなら、それで気づいても良さそうなものなのだが……。


（つまり、あれか……）


　触れないシチュエーションでやってたというわけか。


（一足飛びに大人になったもんだ）


　施設時代に守ってやったせいか、自分は加瀬の兄貴分だという気分が抜ぬけない妹尾は、弟分のあまりの成長ぶりに、またしても驚おどろいていた。





「しかし意外だ」


「なにが？」


「正見は、ああいうのが好みだったんだな」


　王子様──小宮山佳希は、同年代の女の子達から見れば、まさに申し分なく王子様と言われるにふさわしい容姿の持ち主だった。


　年の割に妙みように落ち着いたクールな雰ふん囲い気きの美形で、身長も高くスタイルも良い。


　だが妹尾から見れば、さっぱりしすぎて可愛げが足りなくて、お稚ち児ごさんにしたいタイプではなかった。


「え、別に……そんなんじゃないよ」


「ああ？　好みだからちょっかい出したくなったんじゃないのか？」


「ちょ、ちょっかいって……。見た目なんて、そんな関係ないし……。──でも、あの子、綺き麗れいになったよね」


「……そうなのか？」


「うん。昔は、そりゃあ可愛かったけどね」


　でも、子供の頃ころのほうが日に焼けてて健康そうに見えてたと、加瀬は聞いてもいないことを嬉うれしそうに話し出した。


（……手ぇ出したのが今で、まだマシだったな）


　しみじみと、そう思う。


　大学生の頃、加瀬はまだ小学生だった佳希の家を見にいっては、あの一家が今日はこんなことをしてたんだよと、嬉しそうに妹尾に語ってくれたものだ。


　妹尾はそんな話を聞かされるたびに、加瀬の幼少時のトラウマが歪んだ形で噴ふん出しゆつするんじゃないかとひやひやしていたのだ。


「──で、なにか？　おまえはわざわざここまで惚のろ気けに来たのか？」


　延々と続く佳希の話に飽あきた妹尾が聞くと、加瀬はピタリと口を閉じた。


「……違ちがうよ。そもそも惚気られるような立場じゃない。あの子は望んで抱かれてるわけじゃないし……。──だから、その……あの子を手放してあげたいんだ」


　協力してくれないかなと、加瀬が言う。


「別に協力するのはかまわないが……。正見、おまえは王子様を側そばに置いときたいんじゃないのか？」


「それはそうだけど……」


「だったら、今のままでもいいんじゃないか？」


　妹尾は、今回の後見人話が決まったときの加瀬の浮うかれぶりを良く知っていた。


　だから、そういうことになってしまったのなら、加瀬のためにも佳希を側にとどめておいてやりたかったのだ。


「王子様は自分を抱いている男がおまえだってことに気づいてないんだろ？　だったら、このまま騙だまし続けちまえ」


　そそのかす妹尾に、加瀬は悲しそうな顔をみせた。


「できないよ。これ以上、あの子を傷つけるなんて……」


（これは、駄だ目めだな）


　呑気でお人好よしのくせに、加瀬にはいったんこうと決めると梃て子こでも動かない頑がん固こさがある。


「わかった。──おまえがそう言うなら、協力してやるさ」


　妹尾が応じると、加瀬はありがとうと小さく微ほほ笑えんだ。





　加瀬が帰った後、妹尾は、これで新作ゲームの制作会見の日取りが一ヶ月はずれ込むぞと現実的なため息をつきながら、内線のボタンを押した。










　予定外の仕事が増えたせいで、その日は忙いそがしい一日となった。


　第一秘書の井口に、佳希の新たな住すみ処かを大至急手配するように指示してから、ホテルのラウンジでマスコミの取材を受ける。


　その後、いったん帰社して佳希に会って事情を告げ、再び会社を出て取引先の銀行の重役と食事。


　本来ならば九時頃には解放されている予定だったのに、興の乗った重役にいきつけのバーに連れていかれて、下手くそなカラオケにうんざりさせられた。


「今日は直帰なさいますか？」


　やっと解放されて、車の後部座席におさまると、マスコミへの話題提供も兼かねて雇やとった美人な女性秘書が助手席から聞いてきた。


「いや、いったん会社に戻もどろう」


「わかりました」


　もう遅おそいと直帰したときに限ってトラブルが発生して、自宅に電話がかかってきたりする。


　だから妹尾は、予定外の直帰は避さけるようにしている。


　一種のジンクスなのだが、それすら覚えていない秘書に軽い失望を感じた。


（……仕方がないか）


　彼女の仕事はマスコミ関係がメインで、夜間の接待には普ふ段だんは井口を連れていくようにしているのだ。


　だが、今日は井口に佳希関係の仕事を緊きん急きゆうでやって貰もらわなければならず、彼女は井口の代理として仕事をしていた。


（まったく、あれがいないと、なにかと不便だな）


　今日の会食だって、井口さえいれば、バーに連れていかれずに済んだのだ。


　絶ぜつ妙みようのタイミングで話に割り込んできて、完かん璧ぺきな理由をこじつけ、会食を予定通りの時間で終しゆう了りようさせてくれていたはずだから。


　そういう場面での井口は、仏ぶつ頂ちよう面づらではなく見事に柔にゆう和わな表情を浮かべていて、取引先の相手の不興は買うことはない。


（仕事に関しては完璧主義だからな）


　だが、いったい彼が、どこからどこまでを仕事だと思っているのか、そこら辺がけっこう微び妙みようなのだった。










　客が入れる階もとっくに閉店済みの時間帯だった。


　本社ビルの周囲は静かで、社長室のある最上階も、秘書課の一部を除きほとんどの社員が帰った後だった。


　妹尾は、社長室に常備している道具を使って自分でコーヒーを淹いれ、飲みながら今日中に見ておいたほうが良さそうな報告書をペラペラと捲めくった。


　しばらくすると、ノックの音がして井口が入ってきた。


「他ほかの社員は？」


「皆みな、帰りました」


「そうか。──で、首しゆ尾びは？」


「完璧です。明日、授業が終わる頃には新しい部屋に必要なものがすべて、それこそ歯ブラシから柔じゆう軟なん剤ざいに至るまで揃そろっている手て筈はずになっています」


「そうか。面めん倒どうをかけて悪いな」


　無む駄だと知りつつ、労いたわりの言葉をかけてみる。


「いいえ。会長と社長がふたり揃って、高校生の坊ぼうやひとりに振ふり回されてるだなんて、そんな非常に恥はずかしい話が他の社員の耳に入ったり、マスコミに漏もれたら大事ですからね。わたしに仕事を命じてくださって良かったですよ」


　チクチクと小さな言葉の棘とげが突つき刺ささった。


　だが、いつもに比べると棘の鋭するどさが少々手ぬるい感じがする。


「ところで、今日の話、聞いてたんだろう？」


「会長のお話ですか？」


「そうだ。──で、感想は？」


　少しは反省しているんだろうかと思いつつ、聞いてみる。


「まぬけな子供だなと」


　軽く顎あごを上げ、井口は小こ馬ば鹿かにしたように言った。


「……そうくるか」


　どうやら、全然反省していないようだ。


「──少しは責任とか、感じないか？」


「どうして、わたしが？」


「おまえが、あの子と正見をちゃんと引き合わせていれば、こんな馬ば鹿かな誤解は生じなかったんじゃないか？」


　可哀かわい想そうに、と呟つぶやくと、井口の片かた眉まゆがピクッと上がった。


「なんで屋や敷しきの中まで案内してやらなかったんだ？」


「屋敷に送れとしか言われていませんでしたので」


「そういう屁へ理り屈くつが通用するとでも？」


「……会長の顔を見たくなかったので」


「どうして？」


「嫌きらいだからです」


　平気な顔でしゃらっと凄すごいことを言う。


　わかっていたこととはいえ、まさか本当に口に出してそれを言うとは思わなかった。


「あのなぁ、それが雇こ用よう主ぬしに対して言うことか？」


　あきれた妹尾が注意すると、井口は鼻で笑った。


　もともとが整った顔立ちをしているから、そういう表情をすると実に小こ憎にくらしい。


「わたしを雇ったのはあなたですよ。気に入らないなら、あなたがクビにすればいい」


「……はいはい、わかったよ」


　これはどうにもならんと、妹尾は諦あきらめた。


「とりあえず、明日あの子に会うときは、少しは優やさしく応対してやってくれ。まだ高校一年だっていうのに、大人の都合であっちこっち動かされてるんだ。労ってもバチは当たらない」


「……嫌いやですよ」


「今度はどうしてだ？」


「特別扱あつかいされて気に入らない。それに、たぶん労ってやる必要なんてないと思いますけど？」


「どういうことだ」


　明日になればわかりますと、とりつくしまがない。


「まったく……。おまえ、嫌いじゃない人間はいないんじゃないか？」


「いますよ」


　間かん髪はつを入れずに答えが返ってきた。


「だれだ？」


　妹尾が聞くと、井口は今度はすぐには答えず、視線を横にずらして真しん剣けんに考え込みはじめた。


　意識しないと思い出せないようなことかと、半ばあきれて見守っているうちに、井口の口がゆっくりとへの字に歪ゆがんでくる。


（………だから、なんでそこでそういう顔になるんだ？）


　本当に、なんて面おも白しろい奴やつなんだろう。


　仏頂面をしている井口を、妹尾は飽あきもせず観察する。








　基本的に自信家の妹尾は、自分の勘かんを信じている。


　はじめて会った人間の第一印象で、その後のつきあい方の方向性を決めることもある。


　記き憶おくに残る一番最初のインスピレーションは、加瀬と出会ったときに感じた『大変だ』という感覚。


　いったいなにが大変なのかさっぱりわからないまま、同い年にも拘かかわらず弟分と決めて面倒を見てやるようになり、気がついたら加瀬の才能を足がかりに会社社長にまでのし上がってしまっていた。


　加瀬に対して感じた『大変だ』という感覚は、妹尾の人生の大きな変化への予兆だったのだろう。


　もちろん、いつもそんな風にはっきりと感じるわけじゃない。


　大たい抵ていは、可か不可か、その程度だ。


　だからこそ、特に強い印象を受ける相手には、良きにせよ悪しきにせよ目をかけるようにしている。


　会社を立ち上げる際、一見して『反発する』と感じた同期生をわざわざ幹部として取り立て、彼がリーダーである妹尾に造反し裏切ろうとするその瞬しゆん間かんを待ったこともある。


　なあなあで済ませられる内輪の人間で構成された会社から、一線で脚きやつ光こうをあびる大だい企き業ぎようへと転身を図るため、社内の規律を正すきっかけとして利用させていただいたわけだ。


　先日、佳希と会ったときには、『まっすぐ』だと感じた。


　調査会社の報告ではけっこう酷ひどい目に遭あっているというのに、まったく歪んでない。


　これなら、加瀬に悪い影えい響きようを与あたえることもないだろうと安心していたのだが、まさか加瀬のほうが悪さをするとは、まったくわからないものだ。


　そして、井口。


　この青年に会ったときに感じたのは、『おやおや』だった。


　なにが『おやおや』だったのか、最初はわからなかった。


　井口の経歴は申し分なかったし、秘書としての経験もある。


　面白いから、新しく設置したばかりだった秘書室の責任者として雇やとってみようと思った。


　実際、一ヶ月も立たないうちに、雇って正解だったと実感した。


　新しい企業で社員も若いだけに、中ちゆう枢すうに関かかわらなければならない社員でも基本がなっていない部分が多々あった。


　他社での経験があった井口は、そんな欠点を見事に一いつ掃そうし、新たな規律を作ることに成功したのだ。


　そんな井口に対する社内の評価は、仕事に関しては完かん璧ぺき主義で厳しいが、それ以外の部分ではむしろ温厚で細やかな気配りにも長たけていて、物もの腰ごしもスマートで洗練されていると、手放し状態ですこぶる良い。


　取引先の企業からも、彼を引き抜ぬけるものならばそうしたいと半ば本気で言われるほどの有能ぶりで、実際、最初の頃ころは妹尾も同じように感じていたのだ。


　そして、『おやおや』と感じた理由がわかりはじめたのは、井口が入社してから半年もすぎようとしていた頃だった。








　黙だまって観察していても、井口は口をへの字にしたままで、嫌いじゃない人間の名前を口に出そうとはしない。


　妹尾は、井口の口を割らせるのを諦めた。


「社長室のカメラは？」


「切ってあります」


「そうか」


　妹尾がこいこいと手招きすると、井口は仏頂面のまま、ネクタイを緩ゆるめながら歩み寄ってきた。


　差し伸のべた妹尾の手に手を重ね、その膝ひざの上に自分から座ってくる。


「……ん」


　引き寄せて軽くキスすると、器用に動く薄うすい舌がさらに深いキスを求めて、誘さそうように唇くちびるをちろりと甘く舐なめる。


　遠えん慮りよなく応じさせていただいて、妹尾はそのまま深くくちづけた。








　最初に誘ってきたのは井口だった。





　妹尾は社内の人間には手をつけない主義だったし、その頃にはすでに井口の有能さがわかっていたから一瞬どうしようか悩なやんだが、肉体関係ができたせいでもめて、井口に逃にげられることになっても、かわりの社員を二～三人雇えば良いだけだと考えて誘いに応じた。


　ほんの少しだけ和なごんだときの井口の目元が、初はつ恋こいの相手に似ているせいもあったからかもしれない。


　好こう奇き心しん旺おう盛せいな妹尾は、それまでにも何度か男と寝ねたことがあったが、あまり楽しいとは思えず同じ人間と二度つきあうことはなかった。


　だが、井口とは違ちがった。


　自分から誘ってきただけあって実に床とこ上手で、身体からだの相あい性しようもかつてないほど良い。


　すっかりはまってしまって、ずるずるとふたりの身体の関係は続き、そうこうしているうち、徐じよ々じよに井口の態度に微び妙みような変化が見られるようになってきた。


　ふたりきりのときは営業スマイルをみせなくなったし、ちょっとしたことで機き嫌げんを損そこねて眉まゆを上げ、口を歪める。


　最初のうちは、いったいどうしてそんな風になるのかわからなくて興味を惹ひかれたし、仕事に支障が出ることはないから放置していた。


　そして今、妹尾は井口の変化の原因を確信するに至っている。


　井口が嫌きらったり、冷たい態度を取るのは、妹尾がプライベートで関かかわっている人間だけ。


　妹尾が他ほかの人間に心を砕くだいたり、興味を惹かれるのが、どうやら気に入らないようなのだ。


（これは嫉しつ妬とだろ。間ま違ちがいなく）


　キスに夢中になり、目元をほのかに赤く染めた井口を薄うす目めを開けて観察しながら、そう思う。


　誘ってきた当初、井口の態度にはなんらかの下心があるのが透すけて見えていたが、回を重ねるごとにその気配は薄れた。


　愛あい想そ笑いをしなくなったところからもそれは明白で、今の井口は、自分の下心より妹尾の気持ちが他に向かないよう気を配ることに夢中になっているようだ。


　あからさまな嫉妬に独どく占せん欲よく。


　この二つの感情の意味するところは明らかだった。


　こいつはどうやら自分に惚ほれているらしい。


　そう気づいた妹尾は、ベッドの中などふたりきりになった機会に、井口に白状させようとあれこれやってみたが無む駄だだった。


　奇き妙みようなことに、井口本人はそんな自分の感情を自覚していないようなのだ。


　意識しないまま嫉妬して苛いら立だち周囲に被ひ害がいを及およぼし、そんな風に苛立つ自分の言動をいぶかしんでさらに不機嫌になったりしている。


　実に愉ゆ快かいだ。


（まったく、飽きないな）


　厄やつ介かい事ごとが好きな妹尾は、しみじみそう思う。





　妹尾が積極的に行動を起こさずにいると、井口は妹尾のネクタイを取り、シャツのボタンをひとつずつ外していった。


「……っ……ん……」


　露あらわになっていく妹尾の胸に、夢中で唇を寄せ、舌をはわせる。


　早く妹尾をその気にさせようとしているのがあからさまにわかる、その甘えた仕草と甘い吐と息いき。


　普ふ段だんとのギャップの大きさが、けっこうそそる。


「──俺は手間のかかる頑がん固こなタイプが好きなんだな」


　そんな井口を見下ろしながら、妹尾が思わずひとりごとを言って苦く笑しようしたら、井口はピタリと動きを止めた。


「それ、誰だれのことを言ってるんですか？」


　片眉をピクッと上げて、睨にらみつけるようにして聞いてくる。


（たまらんな）


　この反応が、妹尾にはえらく可愛かわいく見える。


　誤解したなとわかったが、面おも白しろいから答えてやらないことにした。


「まぁ、気にするな」


　曖あい昧まいな返事を返すと、井口はさらに不愉快そうな顔になった。


「……別に、どうでもいいですけどね」


　ふんと尖とがらせた唇で、妹尾の胸に再びくちづける。


　やがて井口は、妹尾の膝から降りると、床ゆかに膝をついた。


「……んん……」


　妹尾のベルトを外し、スラックスのファスナーを開けて、中のものに愛いとおしげに唇を寄せた。


　静かな部屋の中に、井口が一心不乱に奉ほう仕しする濡ぬれた音が響ひびいた。


（しょうがない奴やつだ）


　自分自身が熱く猛たけっていくのを感じながらも、妹尾は井口を冷静に観察し続けていた。


「……っ……んぅ……」


　薄いピンク色の舌先をつきだしてなぞるように舐め上げ、くぼみをちろちろと刺し激げきし、自ら深くくわえて苦しそうに眉まゆ根ねを寄せる。


　その痴ち態たいは、男の加か虐ぎやく心をそそる。


　だが、それらすべてが演技であることに妹尾は気づいていた。


　どうしてそんな演技を身につけるに至ったのか、その理由を聞いてはいないから、好き者だとも哀あわれだとも思わない。


　ただ、自分に対してだけは、そんな演技をする必要はないのにと思う。


　だから、しょうがない奴だと、そう思うのだ。


　切なげな表情で奉仕を続ける井口の、その額に落ちた前まえ髪がみを妹尾が指を伸ばして払はらうと、井口は猛るものから唇を離はなして妹尾を見上げた。


　そのほんの一瞬、井口はふと無防備な表情になった。


　ゆっくりと瞬まばたくその目、濡れそぼった赤い唇。


　それは酷ひどく不安そうで、そしてやけに幼く見える表情で……。


「……孝敏さん？」


　見下ろす妹尾の表情に、井口はなにを感じたのか、不思議そうな表情になる。


「──おいで」


　妹尾は膝を上げた井口に軽くキスすると、ひょいと抱だき上げてデスクの上に乗せた。


　手っ取り早く下だけ脱ぬがせて、唾だ液えきで濡れそぼったものをゆっくり押し込む。


「……あ……すごっ……ん……」


　いくら慣れているとはいえ、こんな風にいきなり強ごう引いんに貫つらぬかれてまったく平気なはずはない。


　だが、それでも妹尾の腕うでにしがみつき、浅い呼吸を繰くり返す井口の唇からは甘い睦むつ言ごとだけが零こぼれるのだ。


（……本当にしょうがない）


　動きを止めたまま、妹尾は井口の唇を深くふさぐ。


　シャツの下から手を差し入れ、指先で乳首を嬲なぶってやると、絡からんだ舌が甘く震ふるえた。


「……ふ……んん……」


　そのまま指先をそうっと素す肌はだの上にすべらせると、くすぐったそうに身体が揺ゆれて、ふたりを繫つなぐ部分がいやらしげに収縮した。


　演技じゃない、井口の身体が返す素すの反応に満足した妹尾は、ゆっくりと腰こしを使い出す。





　自分に対してだけは演技なんかする必要はないのだと、井口に教えてやるつもりはない。


　こちらから先に折れてしまっては、普段の井口がさらに生意気になるだけだし、それに……。


（それじゃ簡単すぎて、つまらないからな）


　こういう関係もスリリングで楽しい。


　もしかしたら妹尾本人が一番厄介な人間かもしれなかった。





「はっ……ん……っん………たかとし…さん……」


　激しく何度も突つき上げると、井口は顎あごをのけぞらせて嬉うれしそうに喘あえいだ。


（さすがにこうなると素直だ）


　言動は素直じゃないが、いったん身体からだに火がつくと井口はたいそう素直になる。


　熱く締しめつけてくる身体を楽しみながら、いま身体を離し中断したら、井口はどんな反応を示すだろうという意地悪な考えが、一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎる。


（……やめとくか）


　井口がひとりでジレンマに陥おちいって勝手に悩なやむのを眺ながめるのは楽しい。


　だが、苛いじめて泣かせるのはつまらない。


　このひねくれた男がいつになったら本心を聞かせてくれるのか見当もつかないが、とりあえず今は、素直なこの身体に満足させて貰もらおう。


　妹尾は、強い吸引力を持つ身体に、なおも深くのめり込んだ。




夜よ伽とぎの条じよう件けん





黒くろ崎さきあつし






[image: ]


平成22年2月1日　発行


発行者　井上伸一郎


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) Atsushi KUROSAKI 2010




[image: ]

OEBPS/images/LOGO-RUBY.png





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/KGX00461_C.jpg





